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富士見ファンタジア文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
















口絵・本文イラスト　戌角　柾
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「プロローグ」

第一章「魔王の娘さんが接客用語を覚えるようです。」

第二章「魔王の娘さんが店内放送に興味を持ったようです。」

第三章「魔王の娘さんが納涼祭に赴かれるようです。」

第四章「魔王の娘さんが商品を受注するようです。」

第五章「魔王の娘さんが新年会に参加されるようです。」

第六章「魔王の娘さんが隠しごとをしているようです。」

第七章「魔王の娘さんがラッピングを覚えるようです。」

第八章「勇者になれなかった俺が憧れの勇者に出逢ったようです。」

「エピローグ」




　あとがき

　特別付録　キャラクターラフイラスト ＆ 未収録イラスト集






　「プロローグ」







「──やれやれ。こうなってしまえば、哀あわれなものよ……」




　目の前のそれを見下ろし、侮ぶ蔑べつするように笑うひとりの少女。

　ぐいと伸のばされたその片手に乱暴に摑つかまれ、なすすべもなく持ち上げられて。

　まったく抵てい抗こうの気配もないその様子に、少女の笑えみはよりいっそう嘲ちよう弄ろうの色を濃こくする。

「ああ、なんて弱い……！　貴様らの存在など、我ら魔ま人じんの前には塵ちりにも等しい。これまでさんざん世話になった礼だ。その脆ぜい弱じやくな身体からだ、我が力でバラバラに裂さいてくれよう！」

　少女がぶるんと腕うでをふるった瞬しゆん間かん、周囲に響ひびき渡わたる嵐あらしのような轟ごう音おん。




　──やがて、すっかり静かになったレジカウンタの中で。

　くちびるの端はしを満足げに持ち上げた少女が、たからかに哄こう笑しようした。




「ふはははははははははははは！！！！！」




「……って」

　たまたま前を通りかかって。ラウルがあきれたような顔をする。

「……お前、なにシュレッダーの前ではしゃいでるんだ？」

「あっ、ラウル！」

　ラウルの言葉にぴょこんと顔を上げ、いらない書類を片手で無造作に摑んだフィノが声を弾はずませた。

「店長に頼たのまれたんだけどっ、このシュレッダーってのすごいな！　うちの親父おやじが知ってたらもっと大おっきいのを作ってっ、トラップとして魔王城の入り口に設置っ……」

「するなっっっ！！！！！」

「……でも、どうしてわざわざ捨てる前に八つ裂きにするんだ？　もしかして、こういう書類って、捨てる前にバラバラにしないと何度でも甦よみがえって人を襲おそうの？」

「どうしてそういう話になるんだよっっっ⁉」

　不思議そうに首を傾かしげる少女の前で、ラウルが「……ったく」と息を吐はく。

「……いいか、人間界には個人情報の保護ってのがあって、お客さんの名前とか連れん絡らく先、買ったものみたいな情報を業務に関係ないとこで利用したり、外に洩もらしたりしちゃいけないんだ。だから、そういう書類をゴミに捨てるときは、こうやってシュレッダーにかけて、読めないようにしてから捨てるんだよ。ほら、こないだも、副店長がキャンセルになった注文書をそのままゴミ箱に捨てて、店長にすげえ怒おこられてただろ？」

「なるほど、そういうことだったのかっ……！」

　神しん妙みような面おも持もちで頷うなずいて。ふと、フィノがラウルのエプロンを引っ張った。

「ねえ、オレ様、もっとこれやりたい！　シュレッダーに掛かけるモノ、もう無いのっ？」

「えっ……ああ、そういや、レジの引き出しの書類、けっこう溜たまってたっけな……」

　言いながら、ラウルはレジカウンタ内に置かれた引き出しの前に膝ひざをつく。




　──領収書や納品書みたいな日常的に使う書類が入った上の方の引き出しに比べ、下の方の引き出しは普ふ段だんほとんど開けられることはなく、たまにチェックしてみると、マニュアルで定められてる保管期間を大おお幅はばに過ぎた古い書類なんかが大量発はつ掘くつされたりする。

　いちいち書類を手差ししなきゃいけないシュレッダー作業は単調なうえ、ちょっと枚数を見誤ると紙詰づまりやロックが頻ひん発ぱつしてけっこう面めん倒どうくさい。せっかくやる気になってることだし、この機会にフィノにやってもらって……って。

　左下にある引き出しのひとつを開けたとたんに目を丸くするラウル。フィノがわあっと声をあげた。

「ラウルっ！　これ、オレ様の日報だっっっ！」

「へえ、いつも店長に出して帰ってたけど、こんなとこにしまってあったのか……」

「うわあああっ、いちばん最初の日から昨日の分まであるっ！　すごい懐なつかしいなっ！」

「懐かしいっていうより、むしろ、トラブルの数々が思い起こされるんだけど……」

　フィノの言葉に苦笑しつつ、日報に目を落としたラウルは遠い目をしてしまう。




「ああ、そういや、こんなこともあったっけ……──」







　第一章　「魔ま王おうの娘むすめさんが接客用語を覚えるようです。」







「ふはははははははははははは！！！！！」




　──街はずれのマジックショップ。平日午後のおだやかな空気を全力でぶち壊こわすまがまがしい哄笑が、こぢんまりした店内いっぱいに響き渡る。

　声の主は、レジカウンタの中に屹きつ立りつするひとりの少女。

　はっと目を引く銀の髪かみに、ぱっちりした蒼あおい瞳ひとみ。

　小こ柄がらな身体で思いきり胸を張り、少女が威い厳げんに満ちた声こわ音ねで高らかに宣言した。




「いらっしゃいませ愚おろかなお客さまどもよ！　貴様の命と引き替かえに、お望みの売り場へと案内してくれるわ！！！！！」

「って、うちの店レオンにそんなシステムねえよっっっ！！！！！」




　……思わずそう叫さけんだのは、白いエプロンをつけたどこにでもいそうな黒髪の少年。

「ていうか、ちょっと文具売り場の場所聞いただけで取られるとかどんだけ軽いんだよ命の価値！　もっとこう大切にしようよ命の尊厳っっっ！」

「はっはっはっ、冗じよう談だんだ、冗談！　『良いニュースと悪いニュースがある。あんたの親父が殺された』『ワオ！　……で、悪いニュースは？』みたいな、いわゆるマカイアンジョークというやつだ！」

「魔人がウィットに富んだ小こ粋いきな会話するんじゃねえっっっ！」

「あーっ、ラウル、それ魔人差別だぞっ⁉　魔人にだってコメディアンくらいいるんだからなっ⁉　一流の魔界コメディアンは、たったひと振ふりのツッコミで国をひとつ滅ほろぼすんだ！」

「滅ぼすなよっ！！！！！」

「もうその瞬間、会場はドッカンドッカンの超ちよう大盛りあがりで！」

「どんな世紀末漫まん才ざいだよっ⁉　お前らのツボがまったくわからねえよっ⁉　ていうか会場って魔王城かっ⁉　魔王城新喜劇かっ⁉」

「いや、だからこれもマカイアンジョークだって。そんなペースで国滅ぼしてたら、いくらお前ら人間の繁はん殖しよく力でも間に合わないだろ、常識的に考えて」

「お前に常識うんぬん説かれたくないわっっっ！　フィノっ、仕事中のマカイアンジョークは今後いっさい禁止だからなっっっ！！！！！」

　ついつい声を荒あららげ、少年はすっかり消しよう耗もうした表情で「……ったく」と呟つぶやいた。




　──フィノ・ブラッドストーン。マジックアイテム小売りチェーン・マジックショップ・レオン王都店の新人アルバイトにして、魔王の血を引くいろいろと残念な少女。

　そして、文字通りラスボス級に手て強ごわい彼女の教育係に任命されてしまったのが彼、どこにでもいそうな黒髪の少年ことラウル・チェイサー。勇者予備校の首席だったという栄光は過去のお話。いまやしがないマジックショップの店員に過ぎないラウルは、剣けんを握にぎる代わりにマジックタグリーダーを握り、魔人を討うつ代わりにレジを打つ日々を送っていた。

　……ていうかこれ、どう考えても無理ゲーだろって！

　ラウルに課せられた使命は、この魔王の娘さんを一人前のスタッフにすること。しかし、どうにかレジは覚えさせたものの、次なる段階ことお客さんへの案内でフィノの教育は完全に詰つんでいた。なんせこの魔人の少女ときたら言動から思考回路まで問題だらけで、正直どこから手をつければいいものか見当すらつかない。出来ることならリセットボタンを連打し、タイトル画面からやり直したいくらいだ。

　さんざん頭をひねった挙げ句、ラウルはため息交じりに口を開く。

「……とりあえず、最初は接客八大用語の丸暗記か。あれ、そこそこ応用きくしな」

「せ、せっきゃくようご？」

「ああ。俺に続いて言ってみろ、『いらっしゃいませ』」

　人差し指を突つき出してうながすラウル。

　きょとんとしていた少女がはっと息を吞のみ、あわてたように続く。

「え、えーと……い、いらっしゃいませっ！」

「『ありがとうございます』」

「ありがとうございますっ！」

「『かしこまりました』」

「ガチ困りましたっ！」

「『少々お待ち下さいませ』」

「少々お前の血下さいませっ！」

「『お待たせいたしました』」

「お前ダセえ痛いマジかっ⁉」

「『失礼いたしました』」

「死は辛つれえ痛いマジだっ！」

「『申し訳ございません』」

「もう死は恐おそれませんっ！」

「『恐れ入ります』」

「だからオレ様はもう死など恐れないと言ってるだろうっ！」

「なんの話だよっっっ！！！！？」

「むーっ……」

　思わずツッコむラウルの前で頰ほおを膨ふくらませ、フィノが不満げにラウルを見上げた。

「ラウルっ、お前、オレ様をいったいなんだと思ってるんだっ！　そんなの一度聞いただけで覚えられるわけないだろっ⁉」

「威い張ばるなっっっ！！！！！」

　……でも、ま、たしかに、少女の言うことももっともだ。

「ちょっと待ってろ」と呟くなり、レジの横の筆立てへ手を伸のばすラウル。

　一本のマジックを抜ぬき取るなり、少年はおもむろにフィノの手を取った。




「……っ？」




　白くて華きや奢しやなくせに、びっくりするくらいやわらかな少女の手。

　やわらかな肌はだにマジックの先せん端たんが触ふれた瞬しゆん間かん、フィノがびくりと身体からだを強張らせる。

「やっ……ら、ラウルっ、やだぁっ！　そ、それっ、くすぐったいっ……」

「ちょ、へっ、変な声出すんじゃねえっっっ！！」

「だ、だってっ……んっ…………」

　少女が仰のけ反ったとたんにふるんと揺ゆれる制服越ごしの胸。なにかを堪こらえるようにすがめられた瞳。わずかに開いたくちびるから切なげな息が洩もれる。

「っ……！」

　敏びん感かんすぎるフィノの反応に狼ろう狽ばいしつつ、しかし、いまさら退ひくわけにもいかなくて……少女の細い手首を摑つかんだまま、ラウルの声は焦あせりに裏返ってしまう。

「す、すぐ終わるからガマンしろっ、ガマンっっっ！」

「わ、分かったっ……ガマンっ……するからっ……は、はやく終わらせてえっ……！」

「だだだだからそういう声出すなってっっっ！！！！！」

「んっ……ら、らうるぅっ、やっ……それっ、だめっ、やっ……」

「……ほ、ほらっ、終わりっっっ！」

　めちゃめちゃに熱くなる頰と乱れる筆ひつ跡せき。どうにか最後のひと文字を書き終えたラウルが手を離したとたん、フィノが逃にげるように身を引いた。
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「うーっ……」

　……潤うるんだ瞳で、ちょっぴり恨うらみがましげなまなざしを向けてくるフィノ。

　そんな少女から視線を逸そらし、ラウルは動どう揺ようを誤ご魔ま化かすように口を開く。

「と、とりあえず、こんだけ覚えるのが今日の課題なっ！　あとはっ……」

「──あのー、ちょっといいですか？」

　──不意に、レジカウンタの向こうから聞こえてくるお客さんの声。

　反射的に「はいっ！」と返事するなり、呼ばれたラウルがレジカウンタ脇わきをすり抜ける。

「フィノ、俺、ちょっと行ってくるからな。なにかあったら《魔法トランシーバーマジツクインカム》で呼ぶんだぞ！」

「あっ、ラウルっ……」

「いいか、接客用語と、あとお辞じ儀ぎと笑え顔がおを忘れんなっ！　──……っ、お客さま、たいへんお待たせしました……」

　……言い残すなり売り場に行ってしまう少年。

　レジカウンタの中には、銀ぎん髪ぱつの少女がたったひとり、ぽつんと残された。







「え、笑顔が大事っ。笑顔っ、えがおっ……」

　ラウルの言葉を復唱しつつ、レジにたたずむ少女がそっと手のひらを持ちあげる。

　そこに記されたいくつものフレーズを眺ながめながら、フィノはそれをひとつずつ、声に出して言ってみた。

「い、『いらっしゃいませ』、『ありがとうございます』、『かしこまりました』、『少々お待ち下さいませ』、『お待たせいたしました』、『失礼いたしました』、『申し訳ございません』、『恐れ入りま……『いらっしゃいませ』っ！」

　ふと、前方に気配を感じて。

　がばっと顔を上げたフィノの目の前に、いつの間にかお客さんが立っている。

「魔法レンジ、どこにある？」

「え……あ、うっ……」

　目が合うなり訊たずねてくる四十がらみの男性客。はじめてひとりでお客さんと対たい峙じした少女はすっかり言葉を失い、なすすべもなく口をぱくぱくさせてしまう。

「……！」

　不意にその存在を思い出したように、ぱっと手のひらへ視線を落とすフィノ。

　マジックで書かれたフレーズのひとつに目を留め、少女がおそるおそる口を開いた。

「か、『かしこまりました』っ！」

　言いながら、レジの横を抜けて売り場へと出るフィノ。

　え、笑顔っ、お辞儀っ、接客用語っ……！

　お客さんの先に立ち、おぼつかない足取りで魔法レンジの棚たなを目指して歩きつつ、フィノはまた、横目で手のひらを見やる。……よ、よしっ！

「……『お待たせいたしました』っ！」

　棚の前でぺこりと頭を下げると、ねぎらうように片手を上げてくるお客さん。

「おお、ありがと」

「お、『お恐れ入ります』っっっ！」

　も一度ぴょこんと頭を下げるなり、フィノは脱だつ兎とのごとくレジカウンタへ駆かけ戻もどった。

　緊きん張ちようのあまり汗あせばむ手のひら。

　そっとおさえた心臓は、まだ、苦しいくらいどきどきしてる。

「──できたっ……」

　そっと呟いたとたん、ふつふつとわきあがってくる感覚。

　身体の底からこみ上げてくる誇ほこらしいような気持ちに、フィノは思わず声をあげた。

「できた！　ひとりで接客できた！　はじめてだけどうまくいった！　なんだ、ラクショーじゃないかっ⁉　ふははっ、やはりこのオレ様に不可能はないっっっ！」

　うれしさのあまりゆるむ表情。よしっ、この調子で、もっとがんばるぞっ！

　すっかり士気を高めつつ、復習しようとしたフィノがまた手のひらを見やったその時。

　──お店の入り口ドアが、不意に大きな音を立てた。




「『いらっしゃいませ』っっっ！」

　大おお柄がらな身体と黒いシャツ。もう春だというのに両目以外を隠かくすような覆ふく面めん。店内を見み渡わたした男はフィノに気づくなり、まっすぐレジへと押しかける。

　覆面男の手に光るナイフ。その切っ先を突き出し、男がドスのきいた声をあげた。

「カネを出せっっっ‼」

「『かしこまりました』っ！」

「……へっ？」

　間かん髪はつを入れず返された言葉に目を瞬しばたたかせる覆面男。

　手のひらの文字を確認しながら、フィノが気持ちのいい笑顔ではきはきと対応する。

「『少々お待ち下さいませ』っ！」

「え、ええと……」

『──ラウルーっ！』

　あっけにとられたような覆面男の前で、フィノがインカムマイクのスイッチを押した。

『なんか「カネ」が欲しいってお客さん来たんだけど、カネ売り場ってどこだっけっ？』

《魔法トランシーバーマジツクインカム》でラウルに訊ねたものの、返事はなく。フィノが売り場を見渡すと、頼たのみの綱つなの先せん輩ぱい社員は魔法冷蔵庫の売り場でお客さんになにかを説明してる。

「……なんだよ、インカム使えって言ったのラウルなのに」

　困ったような顔で呟つぶやくフィノ。

　……と、ふと我に返った覆面男が思い切り声を荒あらげた。

「っ、てめえっ、俺をナメてんのかっっっ⁉」

「え、ええと……『恐れ入ります』」

「っ、このアマあああっっっ！！！！！」

　フィノが答えた瞬間、激げつ昂こうしたようにナイフを振ふりあげる覆面男。

　照明を反射してきらりと光る凶きよう刃じんが少女をめがけ、まっすぐと──。




「……っ⁉」

　──しかし、フィノのお辞儀の方がわずかに早い。

　上半身を乗り出すようにして繰くりだされた男のナイフはぺこりと下げられたフィノの頭の上をあっけなく空ぶって。バランスを崩くずして前のめりになった覆面男のあごに、戻りざまのフィノの頭がきれいにヒットした。

「ぐごっ！」「痛っ！」

　ほぼ同時に悲鳴をあげる覆面男とフィノ。

　男の手からすり抜けたナイフが、乾かわいた音を立てて床ゆかに落ちる。

「あ、あがっ……」

「っくうっ……も、『申し訳ございません』っ……」

　痛そうに頭をさすりつつ、フィノがふと、足あし下もとに転がるナイフへと目を留めた。

「あ……」

　ぎらぎら光る凶きよう器きを拾い上げて。

　考え込むように首を傾かしげたフィノが、やがて、それを大きく振り上げる。

「っっっ！！！！？」

　レジカウンタの天板の上、覆面男の前まえ髪がみをかすめ、鼻先に触れそうな至し近きん距きよ離りに深々と突つき立てられる鋭するどいナイフ。

　恐きよう怖ふに声を失う男の前で、ナイフの柄えを逆手に握にぎった少女が微笑ほほえんだ。

「──『お待たせしました』っ！」

「～っっっ！！！！！！！！！」

　その瞬しゆん間かん、まるで駆け出だしの冒ぼう険けん者が最初の街周辺でレベル上げしてたらいきなり魔王がエンカウントしてきたみたいな悲鳴をあげる覆面男。

　男の反応に目をぱちくりさせ、ちらりと手のひらをカンニングしたフィノが、とりあえず言ってみる。

「……あ、『ありがとうございます』っ？」

「──って、何がだよっっっ！！！！？」

「あ、ラウル、お帰りっっっ！」

　なんだかうれしそうに顔を上げるフィノの前で、接客を終えて戻ってきたラウルが顔色を変えて叫さけんだ。

「ってフィノお前なにやってんだよおおおおおっっっ⁉　おおおお客さん大だい丈じよう夫ぶですかっっっ⁉　しっかりしてくださっ……」

　あわてて駆け寄るなり、カウンタに突っ伏ぷした覆面男の肩かたを揺さぶるラウル。……と。

「ば、馬ば鹿かにしやがってえええっっっ！！！！！」

　刹せつ那な、天板に刺ささったナイフを引き抜ぬき、振り向きざま斬きりかかってくる覆面男。

　紙一ひと重えで避よけたラウルはあわてて後ろに飛び退すさるなり狼狽の声をあげる。

「えっ、ち、ちょまっ、おおおお客さん落ち着いてくださいっっっ！　って、なんでこんなすげえクレームになってんのっっっ！！！！？」

「あっ、ラウル、こいつ、カネ売り場探してるんだってさ！　なあ、ちょっと案内してやってくれないかっ？」

「はっ……か、カネ売り場っっっ？？？」

「カネを出せえええええっ！！！！！」

　一瞬、フィノの言葉が吞のみ込めず。問いかけるような視線を向けた瞬間、ラウルの身体からだがぐいと後ろに引っぱられる。

　覆面男にぎりぎりと羽は交がい締じめされて。喉のどに突きつけられたナイフの刃はに息を吞むラウルの前で、フィノがあきれたように呟いた。

「……まったく、ちょっと目当てのものが無かっただけですぐに斬きりかかってくるとはなんて心の狭せまいお客さんだ。人間はもっと心に余よ裕ゆうを持った方がいいな」

「ちげえよっっっ！！！！！！」

　いまだ事態を把は握あくしてないフィノに向けて、ラウルが大声で叫ぶ。

「フィノっ、こいつっ、強ごう盗とうだっ！　強盗っっっ！！！！！」

「ゴートー？　ああ、なんだ、ラウルの知り合いか。なるほど、類は友を呼ぶとはよく言ったものだな」

「いやぜんぜん初対面だよっ！！　ていうかお前、類友なんて言葉知っててどうして強盗を知らないんだよおおおっっっ！！！！！」

　羽交い締めのままわめくラウルの悲痛な声。

　なんだかきょとんとした表情を浮うかべ、フィノが不思議そうに瞳ひとみを瞬かせる。

「あれ……もしかして、こいつ、お客さんじゃないの？」

「当たり前だろっっっ⁉　悪いヤツだよっ、悪いヤツっっっ！」

　思わず怒ど鳴なるラウルの言葉に、フィノがなんだか納なつ得とくしたように頷うなずいた。

「……じゃあ、接客用語、使わなくてもいいんだな！」

「へっ？」

　……つい、怪け訝げんな声をあげるラウルの前で。

　銀色の髪をした少女が不意に、レジカウンタにばんっと手をついた。

「ふははははははははっ、お客さんでなければ恐おそれる必要などないわっ！　よく来たな強盗とやらっ！　このオレ様に出で逢あったのが己おのれの不運と知るがよいっっっ！！！！！」
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　言い放つやいなや、ひらりと宙を舞まう少女の身体。

　スカートの裾すそをひるがえして売り場に降り立った少女は鷹おう揚ように腕うでを組み、自信たっぷりの表情で覆面男に向かって歩みよる。

「なっ……く、来るなっっっ！！！！！」

　フィノの口元に浮かべられた酷こく薄はくな笑み。

　少しも物もの怖おじしない少女の勢いに押され、ついナイフの先をフィノへ向ける覆面男……その瞬間を、ラウルは見み逃のがさなかった。

「このっっっっ！！！！！」

　隙すきをつくように思い切り肩をぶつけ、ゆるんだ男の腕を振りほどくラウル。

　まんまと人ひと質じちに逃にげられた覆面男が激昂したように吠ほえる。

「て、てめえええええっっっ！！！！！」

　怒いかりにまかせてめちゃくちゃにナイフを振り回す覆面男。身を退いたラウルはとっさに、かたわらに積まれた買い物カゴの山へ手を伸のばした。

　ラウルが突きだしたカゴの底に弾はじかれるナイフ。切っ先が逸それて男が怯ひるんだ瞬間、ラウルが勢いよく足を払はらう。

「っっっ⁉」

　バランスを崩して倒たおれる覆面男の身体。くるくると宙を舞うナイフを器用にキャッチしたフィノが、すかさずその切っ先を、床に尻しり餅もちをついた男の眉み間けんへ突きつけた。




「……さあて、どうしてくれよう？」

　唇くちびるの端はしを持ちあげるようにして、フィノがニヤリと笑う。

「──このまま貴様の頭を割ろうか？　腹を割こうか？　……それとも、生きたまま切り刻んで、スライムの餌えさにでも、してくれようか？」

　壮そう絶ぜつな笑みを浮かべ、手中の獲え物ものをいたぶるかのように愉たのしげな声こわ音ねで訊たずねる少女。

　少女が全身から放つ、圧力さえ有するようなまがまがしいオーラ。

　──ナイフの先で軽くつつかれた瞬間、強盗の精神の糸が、ぷつりと切れた。

「……なあんだ、口ほどにもない」

　くぐもったうめき声をあげて白目を剝むく覆面男を見下ろし、なんだかつまらなそうに呟くフィノ。

　と、不意に入り口ドアが開く気配がし、少女がすかさず顔を上げた。

「『いらっしゃいませ』っっっ！」

「っ⁉」

　強盗にナイフを突きつけたままの姿勢で振り返るフィノと、凍こおりつくお客さん。

　──周囲に流れる微び妙みような空気。

　ふたりはしばし、無言で見つめ合って……。

「え、ええと……」

　……ちょっと迷ったように、手のひらに目を落とすフィノ。

　やがて、すっかり顔色を失ったお客さんに、フィノがぎこちなく微笑んだ。

「──『失礼いたしました』」

「リカバリ不能だよっっっ！！！！　あっ、お客さんちょ、待ってくださいこれはそのっ、あああああああああもうっっっ！！！！！」

　脱だつ兎とのごとき勢いで逃げていくお客さんを必死に引き留めながら。……ラウルはなんかもう、そろそろ田舎いなかに帰ろうかなと思った。




　　　　＊　＊　＊




　店てん舗ぽの二階にある休きゆう憩けい室。制服のエプロンをハンガーに引っ掛かけながら、一日の仕事をようやく終えたラウルが憔しよう悴すいしきった表情でため息をつく。

　明日あしたもまたフィノと同じシフト。どうせまたロクでもない事態に巻き込まれるんだろうななんて覚かく悟ごしつつ、ラウルはつい遠い目をしてしまう。……せめて今日は少しでも早く帰って寝ねて、ＨＰを回復しとかないと。

　そんなことを考えつつ。ラウルがスポーツバッグを肩に掛けた、その時だった。




「──ん？」

　ぱたんと音を立てて床に落ちた、見覚えのある小さなノート。

　ああ、フィノのノートか、とラウルは思う。バイト初日からずっとあいつがなんか書いてたやつ。きっと、バッグの角が当たって棚たなから落ちたんだろう。……って。

　はずみで開いたページを前に、ラウルは目を丸くした。

　──『いらっしゃいませ』『ありがとうございます』『かしこまりました』『少々お待ち下さいませ』『お待たせいたしました』『失礼いたしました』『申し訳ございません』『恐れ入ります』……罫けい線せんの間を埋うめ尽つくすように書かれているのは、ラウルが今日教えたばかりの接客八大用語。

　思わず拾い上げたノートのページを埋め尽くす少女の文字に、ラウルはつい、独りごちてしまう。

「あいつ、休憩時間中ずっと、書き取りしてたのか……」

　なにげなくページをめくってみれば、店に来てからまだ三日しか経たってないにも拘かかわらず、ノートはすでに半分以上埋まってて。ラウルが教えたことや、注意したこと、覚えるように指示したことが事細かに書かれてる。

　……あいつ、どんだけ勉強してんだよ。

　思わず舌を巻くラウルの背後で、休憩室のドアが不意に、ばたんと開いた。

「あ、ラウル、お疲つかれさまっ……」

「っ⁉」

　びくっとして振ふり返ったラウルを不思議そうに見やるフィノ。

　休憩室のドアを開けた少女は、ラウルの手の中にあるものに視線を移し……。

「～っっっ！！！！！？」

　ノートに気づいたとたんかあっと赤らむ少女の頰ほお。

　ばたばたと駆かけ寄るなりノートを取りあげたフィノが、ぎゅうっとそれを抱だきしめてラウルに背を向ける。

「え、ええとっ、そのっ……ち、ちょっと床ゆかに落としちまって、べ、べつに、わざと見ようとしたワケじゃなくってっ……」

　目の前で震ふるえる小さな背中。気まずい空気にあたふたと言い訳しつつ、ラウルがふと、目を伏ふせる。

「そのっ……お前、すげえ頑がん張ばってんだな」

「……っ」

　なにげなく口にしたとたん、ぴくりと身じろぎするフィノ。

　──やがて。

「ラウルっ！」

　おもむろに振り返るなり、フィノがノートを抱かかえたまま、ラウルの顔を覗のぞき込んでくる。

「ねえっ、テストして！　今日教えてもらったやつ、暗唱するから、見ててっ！」

「え……あ、ああ、いいけど……」

　とうとつな申し出。

　意表をつかれたラウルがおずおずと頷いたとたん、フィノがすうっと息を吸った。

「──『いらっしゃいませ』！」

　答えが書かれた手のひらをぎゅっと握にぎり、フィノがたどたどしく暗唱しはじめる。

「『かしこまりました』、『少々お待ち下さいませ』、『お待たせいたしました』、っと、『失礼いたしました』、『申し訳ございません』、『恐れ入ります』っ……」

　不意に、ぷつりと途と切ぎれる言葉。

　指を折って数えていたラウルはつい、怪訝な顔をしてしまう。

「おい、フィノ……」

　あとひとつ、足りない……そう言おうとした、瞬しゆん間かん。

　ふっとフィノが浮かべた表情に、ラウルの心臓がどくんと跳はねあがった。




「──『ありがとう、ございます』」

「っ…………」




　──ラウルが教えた言葉を、感情をこめて口にしながら。

　はにかむように微笑ほほえんだ少女は、常識知らずの魔ま人じんのくせに……なんだか、悔くやしいくらいかわいく見えた。
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　第二章　「魔ま王おうの娘むすめさんが店内放送に興味を持ったようです。」







「ラウル、『しふくけーびいん』って、なんだ？」

「……はぁ？」




　まったりとした春の昼下がり。正午あたりにいっとき混こんだものの、いまはすっかりお客さんも引いた平へい穏おんなマジックショップのレジカウンタの中。

　とうとつに声を掛けられたラウルが顔を向けると、かたわらで店の広告チラシを折っていた少女──フィノがふっと頭上を指す。

「ほら、天てん井じようから聞こえる声がいま、言ったじゃないか。『当店ではお客さまに安心してお買い物いただけるよう、しふくけーびいんが巡じゆん回かいしております』って……」

「ああ、店内放送のか」

　……ったく、いきなりなにを言いだすかと思えば。

　透すきとおるような銀の髪かみと、思わず手を伸のばして触ふれてみたくなるような頰。魔王の血を引くとは思えないほどあどけない少女の顔を見やりつつ、ラウルは頭を搔かいた。

「『私服警備員』ってのは、私服──つまり、制服じゃないフツーの格好でお客さんに紛まぎれて、店内をこっそり警備する仕事のことで……」

「うわっ、なにそれすごいっっっ！　カッコいいっっっ」

　とたんに蒼あおい瞳ひとみを輝かがやかせたフィノががばっと顔を上げ、飛びかからんばかりの勢いでラウルを見上げてくる。

「ねえっ、ラウルっ！　巡回してるってことは、いまもこのお店にいるのっ⁉　ねえっ、いったい誰だれが『しふくけーびいん』なんだっっっ⁉」

「えっ……そ、それはっ……」

　興奮したように言い募つのりながらきょろきょろと店内を見み渡わたすフィノ。想定外の食いつきっぷりに、ラウルは思わず視線を泳がせた。……その、魔ま界かい崩ほう壊かい不ふ況きようのまっただ中、ただでさえ吹ふけば飛ぶよーな中小企き業ぎようであるところのうちの会社レオスタツドに私服警備員を雇やとう余よ裕ゆうなんかあるはずもなく、つまり、店内放送における「私服警備員巡回中」というフレーズは、いわゆるひとつのフィクションであり、実際の人物団体とは、一いつ切さい関係がなく……。

「あっっっ」

　……そんなラウルの逡しゆん巡じゆんもつゆ知らず。不意に歓かん声せいをあげたフィノはレジカウンタから身を乗り出すようにして、売り場の一角をぴっと指す。

「ラウルっ、見てっ、ほら、あの人っ！　いまお店にいるのってひとりしかいないから、あれがお客さんのフリした『しふくけーびいん』なんだなっ⁉」

「あっ、いや、そのっ……！」

「すごいっ……どっからどう見ても、普ふ通つうのお客さんにしか見えないぞっ……！」

　まるであこがれのヒーローに出くわした子どものように、売り場をうろつくややメタボ気味の中年男性をきらきらしたまなざしでひとしきり見つめるフィノ。不意に、少女がひらりと身を翻ひるがえした。

「ラウルっ！　オレ様、ちょっと挨あい拶さつしてくるっっっ！」

「って、ちょ、やめっ！　あの人は違ちがうんだってっっっ！！！！！」

「えっ？」

　すっかり慌あわてたラウルに腕うでを摑まれた瞬間、いまにもレジカウンタを飛び出そうとしていたフィノが、なんだか怪け訝げんそうな面おも持もちで振ふり返って、

「じゃあ、いったい誰が『しふくけーびいん』なんだ？」

「そ、それは、そのっ……私服警備員はみんなの心の中にいるんだよっっっ！」

「？」

　……苦しすぎる言い訳にフィノがきょとんと首を傾かしげた、その時だった。




「ラウルくん、フィノちゃん、ただいま」

　背後から聞こえてくる、慈じ愛あいに満ちたやさしい声。

　思わず振り返ったラウルたちの視界に、天使みたいな美少女の姿が飛び込んでくる。

「あ、店長、お疲れさまです」

「店長、お帰りなさいっっっ！」

　穏おだやかな琥こ珀はく色いろのまなざしと、ふわふわした栗くり色の髪。

　声を揃そろえてあいさつするふたりの前で、休きゆう憩けいから戻もどってきたセアラ店長が微笑んだ。

「私服警備員って、もしかして、店内放送のお話？」

「うんっっっ！　毎日流れてるから、オレ様もう暗記しちゃったっ！」

　店長の言葉に大きく頷うなずくなり、フィノがすうっと息を吸う。




「──『本日はマジックショップ・レオン王都店にご来店頂きまして、誠まことにありがとうございます』っ……」




　……へえ。

　まるで歌でも歌うように。

　フィノのくちびるから紡つむがれるフレーズは、本部社員が吹き込んだ本物の店内放送よりずっと耳みみ触ざわりがよくて。感心するラウルの前で、店長がにこにこしながら口を開いた。

「ふふっ、フィノちゃん、上手ね」

「へへっ！」

　店長に褒ほめられたとたん、とてもうれしそうな顔をして。得意げに胸を張りつつ、フィノが続きを口にする。




「──『当店ではただいま、冬のポイント20％還かん元げんセールを開かい催さい中で……』」




「あらっ？」

「あれっ？」

　その瞬間、揃って声をあげた店長とラウルが顔を見合わせた。

「店長、いまって……春ですよね」

「ポイント還元セールもとっくに終わってるし……あらあら、大変だわ」

　呟つぶやきながら、セアラ店長が困ったように眉まゆ根ねを寄せる。

「……そういえば、最近いろいろ立て込んでて、店内放送まで意識がまわってなかったかも。ねえ、ラウルくん、本部から修正版って届いてた？」

「いえ、俺は見てないですね……」

　店長の問いに頭を振ふりつつ、ラウルはつい、遠い目をしてしまう。

　マジックショップ・レオンをチェーン展開するレオスタッド商会本部から定期的に送られてくる店内放送は、ラウルと同期入社の本部社員ことエリック・フリッツの担当。いつも上から目線で偉えらそうなこと言ってくる割にはあいつ、こういうミスが多くて……。

「店長、どうします？　このままにしとくのは、さすがにマズイですよね……」

「ええ。……でも、エリックくんもいろいろと忙いそがしそうだし、修正版が来るまで、店内放送なしっていうのも……」

　ラウルの言葉に考えこむようにしていた店長が、やがて、ぽんと手を叩たたいた。




「そうだわ。わたしたちで店内放送、新しく録とり直しちゃいましょうか？」

「えっ……」




　とたんに面めん倒どうくさげな顔をするラウルの隣となりで、フィノががばっと顔を上げた。

「店内放送って作れるのっ⁉　オレ様たちが作ったのが、お店で流れるのっ⁉」

「って、おい、フィノっ……」

「やるっ！　やりたいっっっ！　オレ様っ、店内放送作るっっっ！！！」

「ふふっ」

　気乗りしなそうなラウルとは対照的に、期待に満ちた目を輝かせるフィノ。

　そんなふたりの前で、セアラ店長が面おも白しろそうに片目をつぶってみせた。

「じゃあ、さっそく今日の夜にでも、お願いしちゃおうかしら？」




　　　　＊　＊　＊




「ラウルっ、お疲つかれさまっっっ！」

　──その日の夜。レジ締しめを終えたラウルが二階休憩室のドアを開けたとたん、中にいたフィノが待ちわびたように顔を上げる。

「わあっ！　ねえっ、それ、なにっっっ⁉」

　好こう奇き心に瞳を輝かせ、小こ柄がらな身体からだを前に乗り出すようにして叫さけぶフィノ。そんな少女に頷きつつ、ラウルは腕に抱かかえた小さな箱形の機体をテーブルの上に置いた。

「ああ、ＭＣＤマジカセプレーヤー……うちの店内放送に使ってるアイテム。こないだ買い換かえたばっかでまだ新しいから、ていねいに扱あつかえよ？」

　くるくるとコードを解くなり、先せん端たんに設しつらえられたマイクをフィノにつきつけるラウル。

「ほら、なんかちょっと喋しやべってみろ」

「えっ……あっ、え、ええとっ！」

　いきなりマイクを向けられて目を白黒させていたフィノが、おろおろと口を開いた。




「ふ、フハハハハ！　愚おろかな人間どもよ！　我がしもべとなるなら世界の半分をくれてやろう！　絶望という名の世界をなっっっ！！！！！」

「…………」




　……なんだかすっかりおなじみになってきたフィノの言動にもはやツッコミを入れる気力さえ湧わかず。完全スルーを決め込んだラウルは無表情で再生ボタンを押す。




『フハハハハ！　愚かな人間どもよ……』

「～っっっ！！！！？」




　マジカセスピーカーから流れ出した高笑いを聞いたとたん、びくっと背筋を伸のばしたフィノが目を丸くした。

「ら、ラウルっっっ！　オレ様ってこんな声なのっっっ⁉」

「えっ……ま、まあ、そうだけど……」

「そんなっ……も、もっと親父おやじみたいにカッコいい声かと思ってたのにっ……！」

　初めて耳にする自分の声にショックを受けたようにうなだれるフィノ。そんな少女を見下ろしつつ、ラウルはつい目をすがめてしまう。

「……俺、残業続きでさいきん寝ね不足気味なんだよ。店長が原げん稿こう用意してくれたから、これ吹き込んだらとっとと帰るぞ」

「あ、原稿なら、オレ様も作った！」

「はぁ？」

「ほら、これ見てっ！　自信作なんだっっっ！」

　言いながらフィノがごそごそと取りだしたのはお気に入りの小さなノート。自信満々に差し出された見開きページには、ていねいな文字がいっぱいに綴つづられている。




『「マジカル☆魔ま人じんナイトっ！」

　リスナーのみなさんこんばんはっ、マジックＤＪフィノ・ブラッドストーンですっ☆　本日はマジックショップ・レオンにお越こし頂きましてっ、誠にありがとうございま……』




「…………」

　……静かにノートを閉じたラウルの前で、フィノが慌てたように声をあげた。

「ど、どうして閉じるんだっっっ⁉」

「どうして閉じるんだ、じゃねえよっっっ！」

「で、でもっ！　次はいよいよお待ちかね、お便り紹しよう介かいコーナーがっ……」

「お待ちかねしてねえよっっっ！　そもそもお便りなんて募ぼ集しゆうしてねえだろっ⁉　ていうか、なんでいちいち深夜マジオ番組のノリなんだよっっっ⁉」

「じ、じつは、こないだ店長にお古のマジオもらって……」

　まくしたてるようなラウルのツッコミに、フィノはおずおずと口を開き、

「……最初は人間の世界の勉強にって聞いてたんだけど、なんかディージェイとかいうのがすっごくカッコよくって、マネしてみたくなっちゃって……や、やっぱり、ダメっ？」

　さぐるような上目づかいでこちらを見やるフィノの告白に、ラウルは思わず額を押さえてしまう。……ったく、どうりでこいつ、店内放送作るのにやたら乗り気だと思ったら。

「……フィノ。これ、他の店でも使われるかもしれないから、店長の原稿で行くぞ？」

「う、うん……」

　……諭さとすような口調で訊たずねると、フィノはすっかり諦あきらめたようにこくりと頷いてみせた。




　　　　＊　＊　＊




「──『本日はマジックショップ・レオンをご利用頂き、誠にありがとうございます。

　当店ではただいま、新生活応おう援えんキャンペーンを行っております。

　人気のモデルを各種取りそろえておりますので、ぜひご利用下さい──』」




　──うっとりするほど心地ここちよい声。

　テーブルに置かれたマジカセを挟はさむように向かい合って。すらすらと原稿を読みあげるフィノの声に、ラウルは思わず聞き惚ほれてしまう。




「『──なお、当店では武器の持ち込みは禁止しております。

　お手数ですが、お手持ちの武器は入り口のコインロッカーへお預け下さ──』」




　……と。

　流れるようなフィノの朗読が、不意に、ぴたりと途と切ぎれた。




「どうした、フィ……」

　ラウルが顔を上げたとたん、視界に飛び込んでくるフィノの青ざめた表情。

　マイクを握にぎりしめたまま硬こう直ちよくする少女の視線の先──休きゆう憩けい室の隅すみにあるくすんだ鈍にび色の流し台に、脂あぶらぎった光こう沢たくが特とく徴ちよう的な例の黒い虫が、長い触しよつ角かくをちろちろと蠢うごめかせて……。




「や、やああああああああああああああっっっっっっ！！！！！」




　……次の、瞬しゆん間かん。すさまじい勢いでテーブルを乗り越えたフィノが、目の前に座っていたラウルの頭に全力でしがみついてくる。

「っっっっっっ！！！！？」

　避よける間もなく顔に押し当てられるふたつのふくらみ。鼻の頭を包み込む筆ひつ舌ぜつに尽つくしがたいやわらかさ。あたたかくてふわふわした感かん触しよくと、えもいわれぬ匂におい……。

「お、おいっっっ、フィノっ、落ち着けよっっっ！！！！！」

「だ、だだだだってっっっ！！！！！」

　反射的に押しのけようとするラウルの肩かたにあらためてしがみつき直し、テーブルの上でふるふると震ふるえるフィノが涙なみだ目めで訴うつたえてくる。

「お、オレ様っ、こんなにおっきいの初めてでっ……ね、ねえ、ラウルっ、それって、そのっ……そ、そんなにおっきくなるものなのっ？」

「えっ……い、いやっ、まあ、ものによると思うけど……」

　俗ぞくにゴキブリアなんて呼ばれる黒い虫。フィノの反応はちょっと大げさすぎるけど、目の前で触角を揺ゆらすそいつは確かに、なかなかの大物だ。

「やっ……ら、ラウルぅっっっ」

　ゴキブリアがわずかに動いた瞬間びくりと身体を強こわ張ばらせるフィノ。魔王の血を引く魔人のくせに、フィノは本当にこの虫が大の苦手らしい。……ったく。

「……フィノ、ちょっと待ってろ」

　かわいそうなくらい怯おびえまくるフィノの腕うでを解くなり立ち上がって、ラウルはロッカーの方へとにじり寄った。

　片かた隅すみに立てかけてあった休憩室用の魔法掃除機マジツクダスター。ラウルがそれを手にしたとたん、フィノが驚いたように目を丸くする。

「ら、ラウルっ⁉　そんなの使うのっ……⁉」

「ん……ああ」

　声をうわずらせて訊ねるフィノに、ラウルは小さく頷うなずいた。

「俺も初めてだけど、みんなも意外とこれ、使ってるらしいぜ？」

「でもっ、そんなの使ったら、こ、壊こわれちゃうっ……！」

「平気平気、大だい丈じよう夫ぶだって」

「で、でもっ……！」

「ん……けっこうキツいなっ……」

　固く締まったＴ字形ヘッドをどうにか外し、流しに歩み寄ったラウルが腕を伸ばす。

「やっ……！」

　ラウルの様子をうかがいながら怯えたように息を吞のむフィノ。

　ゴキブリアを刺し激げきしないよう。慎しん重ちようにノズルを近づけ、ラウルがスイッチを押した。

「……ほら、ちゃんと入ったぞ？」

　たちまちホースの中に吸い込まれていく黒い影かげ。ゴキブリアが消えたその瞬間、テーブルの上に座り込んでいたフィノが歓かん声せいをあげた。

「ラウルっ……すごいっっっ！！！！！」

　興奮したように叫さけびながら夢中でラウルの首に抱だきついてくるフィノ。

　肩や胸にぎゅうぎゅうと押し当てられるどこもかしこもやわらかな感触。耳をくすぐる吐と息いきに、ふわりと香かおる髪かみのいい匂い……はともかくっ、そんなに全力で抱きつかれたら首が絞しまってっ、い、息がっっっ！

「っ、ふ、フィノっ！　し、絞まるっ……！」

「あっ……ご、ごめんっ！」

　思わず抗こう議ぎの声をあげると、フィノがあわてて腕を解いた。







「──っと、終わったし、そろそろ帰るか」

　ラウルたちが休憩室で店内放送の録音を始めてから数十分。途と中ちゆう、予期せぬハプニングがあったものの、店長に託たくされた原稿もどうにか吹ふき込み終わって。マイクのコードを巻き取りつつラウルが口にすると、フィノが銀色の髪を揺らして顔を上げる。

「あ、ラウルっ。そういえばオレ様っ、昼間やり残した仕事があって……だから、もうちょっとだけ残ってくっ」

「……なんだよ、俺も手伝おうか？」

「う、ううんっ！」

　ラウルの申し出に、フィノがあわてたように首を振ふって、

「そんなたいしたものじゃないしっ、ひとりで平気っ！　……ラウル、寝ね不足なんだろ？　オレ様のことはいいから、今日は帰ってゆっくり寝てっ！」

「ま、結局、もうけっこうな残業になっちまったけどな……」

　……腕時計を眺ながめ、思わず遠い目をするラウル。

　ロッカーから自分の荷物を取り出しながら、少年はふと、フィノを見やる。

「おい、あんま遅おそくなんなよ。あと、帰る前にはちゃんと店長に声を掛かけてくこと」

「う、うん、わかったっ！」

　ラウルの言葉にこくりと頷いて、フィノが「おやすみなさい」と手を振ってみせた。




　　　　＊　＊　＊




「──ラウル・チェイサー」

　──不意に、フルネームで呼び掛けられて。売り場でせっせと品出し作業をしていたラウルは肩かた越ごしに振り返ったとたん、思わず目をみはってしまう。

　流れるような蜂はち蜜みつ色の髪に、モデルのようにすらりとした体つき。造りものめいて整った顔立ちは、不ふ機き嫌げんそうな表情が浮うかべられていてさえ、見とれてしまうくらい美しい。

「って『オールＡ』っ、お前、いつの間にっ……！」

「さっき来たばっかりだけど、今日は入店のあいさつなかったわよ？　まったく、たいしてお客さん来ないんだから、入ってくる人くらい、ちゃんと全部見てなさいよね」

　まるで店てん舗ぽ指導に来た本部社員みたいな小言を洩もらすこの美少女は、勇者予備校時代に首席を争っていたラウルの元ライバルこと通つう称しよう『オールＡ』のアイリ。

　なんだか厭いや味みなその態度に、ラウルはつい、口を尖とがらせてしまう。

「……で、なんの用だよ？」

「…………」

　無言のまま、指先でつまんだ小さな紙切れを、見せつけるみたいに揺らしてみせる少女。ラウルが思わず目をこらしてみれば、そこに印刷されているのは、なんだかとても見慣れたフォーマットのような気がして……ていうか、おいっっっ！

「ちょ、それ、うちの店レオンの値札ＰＯＰじゃねえかっ！　しかも特売セール限定品専用のっ！　どうしてお前が持ってんだよっ⁉　いったいどっから持って来やがったっ⁉」

「……この日付、先週までになってるじゃない」

「へっ？」

　……一瞬、なにを言われたのか分からなくて。

　思わずマヌケな声をあげたラウルにＰＯＰを押しつけ、アイリが肩をすくめてみせた。

「セールの限定価格、もうとっくに終わってるでしょ？　値段通常に戻もどってるのに期限切れＰＯＰ放置しといて、お客さんとトラブルになったら、どうするつもり？」

「……って」

　憮ぶ然ぜんとした口調で文句を並べる少女を、ラウルはなんだかきょとんとした顔で見やって。

「『オールＡ』、もしかしてお前、俺たちのかわりにそれ、剝はがしといてくれたのか？」

「……はぁ？」

　おずおずと訊ねるラウルを一いち瞥べつし、アイリはつまらないことを聞くなとでも言いたげに鼻を鳴らした。

「当たり前じゃない。ほんと、あなたのところのお店って、いい加減で……」

　──へえ……。

　むすっとした顔で言い募つのるアイリを見やりつつ、ラウルはつい、胸中で独りごちてしまう。……気むずかしいとこはあるけど、こいつ、けっこういいヤツなんだな。

「……あら、そういえば、店内放送変えたの？」

「ん、ああ、よく気づいたな」

　不意にアイリが口にした問いに、ラウルは少し得意げな顔をした。

「これ、フィノの声なんだぜ？　ほら、こないだの後こう輩はいバイトの。昨日の夜残って録音したんだけど、お客さんの評判も上々で……」

「まあ、悪くないけど……でも、ちょっと音量が大きすぎない？」

「えっ」

　指し摘てきされるまで気づかなかったけど、そういえば確かに、いつもより少し店内放送のボリュームが大きい。襟えりに留めたインカムマイクのスイッチに触ふれ、ラウルはレジカウンタのフィノへと声を飛ばす。

「『──おい、フィノ、いま手、あいてるか？』」

『うんっ……ラウル、なんかあったの？』

「『いや、いまお客さんから、店内放送の音量が大きいんじゃないかって指摘があって……悪いけど、下げてもらってもいいか？』」

『了りよう解かいっ！　ええとっ……』

　即そく座ざに戻ってくるとてもいい返事。

　……けれども、少し待ってみても、音量はちっとも変わらない。

「『……おい、フィノ、大丈夫か？』」

『えっ……も、もちろんっ！』

　なんだか少し慌あわてたような返答のあと、『こ、これかなっ？』なんて不ふ穏おんな呟つぶやきが、インカムの向こうから聞こえてきて……。




『──「ふ、フハハハハ！」』




　……次の、瞬しゆん間かん。

　店内各所の天てん井じように設置されたスピーカーから、耳みみ障ざわりな哄こう笑しようが響ひびき渡わたった。




『「愚おろかな人間どもよ！」

　本日はマジックショップ・レオンをご利用頂き、誠まことにありがとうございます。

　当店ではただいま

「世界の半分をくれてやろう！」

　キャンペーンを行っております。

「絶望という名の世界をな！」

　各種取りそろえておりますので、ぜひご利用下さい』

「利用しねえよっっっ！！！！！」




　……思わず全力でツッコんで。売り場のあちこちから聞こえてくるお客さんのざわめきに焦あせりつつ、ラウルはあわててインカムのスイッチを入れた。




「『フィノっ！　マジカセがランダム再生になってるっ！　頭出し録音されたやつが混ざっててっ……はやく設定もとに戻せっっっ！』」

『えっ……ち、ちょっと待ってっ！　ど、どうすればいいんだっっっ？』

「『フィノっっっ！』」

『え、えとっ……こ、このボタンっ？』

　すっかり取り乱したフィノが、インカムの向こうでがちゃりとマジカセのボタンを押す。

　……と。




『──お、おいっっっ、フィノっ、落ち着けよっっっ！！！！！』

『だ、だだだだってっっっ、お、オレ様っ、こんなにおっきいの初めてでっ……』




　……ラウルとフィノ。なんだか興奮したような感じのふたりの声が、割と大音量といっていい感じのボリュームでスピーカーから流れ出した、その瞬間。

　ざわめく店内の空気が、一瞬にして絶対零れい度どまで凍こおりついた。




『ね、ねえ、ラウルっ、それって、そのっ……そ、そんなにおっきくなるものなのっ？』

『えっ……い、いやっ、まあ、ものによると思うけど……』

『やっ……ら、ラウルぅっっっ』

『……フィノ、ちょっと待ってろ』

『ら、ラウルっ⁉　そんなの使うのっ……⁉』

『ん……ああ。俺も初めてだけど、みんなも意外とこれ、使ってるらしいぜ？』

『でもっ、そんなの使ったら、こ、壊こわれちゃうっ……！』

『平気平気、大だい丈じよう夫ぶだって』

『で、でもっ……！』

『ん……けっこうキツいなっ……』

『やっ……！』

『……ほら、ちゃんと入ったぞ？』

『ラウルっ……すごいっっっ！！！！！』

『っ、ふ、フィノっ！　し、絞しまるっ……！』

『あっ……ご、ごめんっ！』




「ああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ！！！！！」




　そういやあれっ、録音してる最中だったからスイッチ入ったまんまでっ……昨夜のことを思い出しつつラウルは悲痛な叫さけび声をあげる。ていうかこれっ、なにをどう好意的に解かい釈しやくしてもそういう行こう為いの実じつ況きようにしか思えないっていうかちょっ、おいっっっ！！！！？




『ラウルくん……』







[image: ]







　……インカムから聞こえてくる、なんだかすっかりどん引きしたような店長の声。

『まさか、ラウルくんが肉食系男子だったなんて……』

「『ちちち違ちがっ！　ててて店長こここれは誤解ごかい誤解なんですっっっ！！！！！』」

『ったく、最近の若者ときたら……リア充じゆう爆ばく発はつしろおおおおおお……』

「『って副店長までっ！　お、おいフィノっ！　お前もみんなに説明してくれっっっ！』」

『お、オレ様、すっごく怖こわかったけど、ラウルが強引にっ……』

「『ってフィノお前なんでちょっとはにかみながら意味深なとこで止めやがるんだよおおおおおっっっ！！！！？』」

　……っ⁉

　不意にラウルを襲おそう、まるで脊せき髄ずいに液体窒ちつ素そを流し込まれたかのような寒気。

　おずおずと少年が振ふり向けば、整った顔を真っ赤にした蜂蜜色の髪かみの少女が、圧力さえ有するような視線でこちらを睨にらみつつ、形のいいくちびるを怒いかりにわななかせて……。




「み……見損なったわラウル・チェイサあああああっっっ！！！！！」

「ち、ちょまっ！　だだだだから違ちげえんだってっっっ！！！！！！」




　魔ま王おうすらも裸足はだしで逃にげだすようなすさまじい殺気を全身から放つ少女。

　生命の危機を感じたラウルが思わず全力で叫び返した、その時だった。




「きゃああああああっっっ！！！！！」




　とうとつに響き渡る、絹を裂さくような女性の叫び声。

　ほぼ同時に、なにかバッグのようなものを抱かかえた人ひと影かげが、ラウルの視界を過よぎった。

「そいつっ、ひったくりよっ！　お願いっ、誰だれかその男を捕つかまえてえっっっ！」

「へっ……？」

　まっすぐ出入り口へ駆かけていく男を指して取り乱したようにわめく女性客。

　一瞬反応が遅おくれたラウルはあわてて床ゆかを蹴けるなり、逃げる男を追った。




　──刹せつ那な、まるで稲いな妻ずまみたいに閃ひらめく美しい金色の髪。




　ラウルより早く駆け出したアイリはあっという間にひったくり犯に追いつくなりその腕うでを捻ひねりあげ、ひるんだ男の身体からだを容よう赦しやなく床へとねじ伏ふせる。

「ぐっ……あっ……」

　苦しげに呻うめくひったくり犯の関節をぎりぎりと固めつつ、アイリはなんだかあきれたように目を細めた。

「騒さわぎをいいことに人のものを盗ぬすむだなんて、いい大人がなにやってるのよっ……！」

「『オールＡ』っ！」

「……遅いわよ、ラウル・チェイサー」

　少し遅れて駆け寄よったラウルを横目で睨み、アイリが冷ややかに口を開く。

「あなた、腕が鈍なまったんじゃない？　……あ、あの子と変なことっ、してるからっ……」

「だ、だからっ、それは誤解だってっっっ！！！！！」

「なにが誤解なのよっ⁉　だいたいあの子、前からなんだか怪あやしいってっ……っ⁉」

　……と。




「アイリっ！！！！！」




　なにか言いかけたアイリの身体にとつぜん体当たりしてくる、銀色をした小こ粒つぶな影かげ。

「アイリすごいっ！　カッコいいっっっ！！！！！」

「えっ……ちょ、ふぃ、フィノさんっっっ！！！！？」

　思わず目を白黒させるアイリへ無む邪じや気きに抱だきつきながら。きらきら輝かがやく瞳ひとみでアイリを見上げたフィノが興奮したように叫んだ。




「アイリが『しふくけーびいん』だったんだなっっっ！！！！？」




「って……ちょっ、この子、なに言ってるのっ？」

　脈みやく絡らくのない発言にすっかり戸と惑まどうアイリ。

　けれども、フィノはそんなアイリの様子を気にすることもなく、子犬みたいにはしゃぎながら少女の胸へとうれしげに頰ほおずりする。

「アイリっ！　いつもうちのお店を守ってくれて、ありがとっっっ！！！！！」

「へっ……って、ち、ちょっとっ！　離はなれなさいっ！　は、離してっっっ！！！！！」

　相変わらず不ふ機き嫌げんそうな表情を浮うかべたまま声を荒あらげ、じゃれつくフィノを必死で振り払はらおうとするアイリ。……けれども。

　あわてふためくアイリはなんとなく、まんざらでもなさそうな顔をしてるように見えた。




　　　　＊　＊　＊




「──ったく。どうして店内放送変えたくらいであんな目にっ……」




　……ふたたび、営業時間終しゆう了りよう後の二階休きゆう憩けい室。

　昨日と同じようにテーブル上に設置したマジカセプレーヤーを睨みつつ、今日の事件を思い出したラウルは深い深いため息を洩もらした。

　──フィノを交えた渾こん身しんの弁解でアイリの誤解はどうにか解けたものの、お客さんの中にはラウルに対していろいろと間違った認にん識しきを抱いたまま帰られた方も少なくなく……ああもうっ、俺、明日からどんな顔して店に立てばいいんだよおおおおおっっっ……⁉

「……ま、とりあえず、余計に吹ふき込んだ部分を削さく除じよしとかないとな」

　辛つらい現実から目を背けるように首を振って、ラウルはかたわらのフィノへ声をかける。

「フィノ、お前もマジカセの使い方、ちゃんと覚えとけよ？」

「う、うんっ……」

　申し訳なさそうに縮こまる少女を半眼で見やり、ラウルはマジカセへと手を伸のばした。

「じゃ、まずは最初にテスト録音したお前の声からな。削除するには、ここのボタン押して、メニューを開いてファイルを選せん択たく……と」

　不意に、ぴたりと止まるラウルの手。

「……あれ、まだなんか録音されてる？」

　マジカセ上部に展開された小さなマジックディスプレイ。そこに表示されたトラックリストには、テスト録音や完成した店内放送の他にも見慣れないファイルが交じっていて。

　……つい、なにげない気持ちで。ラウルが再生ボタンを押したとたん、マジカセスピーカーから聞き慣れた少女の声が飛び出した。




『──あーっ、あ───っ……こ、これでいいのかな……っ？　録音……されてるっ？　……へへっ、大丈夫みたいだなっ！』




「っっっ！！！！？」

　怪け訝げんな顔をするラウルと、思いきり表情を凍らせるフィノ。

　小さな咳せき払ばらいをするなり、マジカセの声がとびきり明るい口調で喋しやべり出す。




『「マジカル☆魔人ナイトっ！」……リスナーのみなさんこんばんはっ、マジックＤＪフィノ・ブラッドストーンですっ☆』

「や、やだあああああああああああああああっっっっっっっっ！！！！！」




　……その瞬しゆん間かん、我に返ったフィノの絶ぜつ叫きようが、小さな休憩室に響ひびき渡わたった。




「って……お前、用事あるって居残って、ひとりでこんなの作ってたのかよっ？」

「ら、ラウルだめっっっ！　だめえええええっっっ！！！！！」

　からかうようなラウルの声に真っ赤になるフィノ。あわてて停止ボタンを押そうとした少女の手をかわすようにマジカセを持ち上げ、ラウルがにやにやしながら口を開く。

「……ま、せっかく頑がん張ばって作ったんだから、俺が聞いてやるよ」

「っ、や、やああああああああっっっっっっ！」

　いまにも泣き出しそうな顔をしながら躍やつ起きになってマジカセを取り返そうとするフィノ。けれども、小こ柄がらな少女がいくら背せ伸のびしても身長差は覆くつがえせず……そうこうしてるうちに、ラウルが抱かかえたマジカセから「マジカル☆魔人ナイトっ！」の続きが流れ出した。

『さて、まずはお便り紹しよう介かいコーナーっ！

「フィノさんこんばんは」はい、こんばんはっ☆「野山の木々も赤く色づく春のこの頃ごろ、いかがお過ごしでしょうか？」』

「いや、春なのに赤く色づくって、それ季節間違ってるだろっ？」

『ふふっ』

　反射的にツッコんだラウルに答えるように、マジカセのＤＪフィノが楽しげに笑う。

『ほんと、木々を染め上げる生いけ贄にえの血は、邪じや神しん祭の時季の風物詩だなっ！』

「そんな猟りよう奇き的な紅こう葉ようがあってたまるかっっっ！！！！！」

　……と。




『「──ところで、フィノさんは、尊敬する人っていますか？」』




　不意にマジカセから聞こえてきた言葉に、ラウルは思わず動きを止めた。

　フィノが尊敬する人、って……。

　そのとたん。ほんとうに、なんとなく、ほんの少しだけ、淡あわい期待みたいなものを覚えてしまって。ついそばだてたラウルの耳に、はしゃぐようなフィノの声が飛び込んでくる。

『オレ様の尊敬する人は、もちろん店長だっ！　店長はオレ様の恩人で、いつも仕事しててカッコいいっ！　オレ様、店長みたいになりたいっっっ！　あとね、副店長もまほうこーちくとかいうのができてカッコいい！　ふたりとも、すごい尊敬してるんだっっっ！』




　──そこで、マジカセの音は途と切ぎれた。




　すっかり沈ちん黙もくするスピーカー。自分の名前が挙がらなかったことにほんの少しだけがっかりしながら。ラウルはそんな気持ちを誤ご魔ま化かすみたいに口を開く。

「……ま、まあ、俺も、店長と副店長のことは尊敬してるしっ……」




『──……それに、ラウル』




　言いかけたラウルの言葉を遮さえぎるみたいに、スピーカーが声を発した瞬間。

　油断していたラウルの心臓が、思いきり跳はね上がった。




『ラウルはオレ様の先せん輩ぱいでっ、いろんなこと知っててっ、いろんなこと教えてくれてっ、一いつ緒しよにいるとなんだかわくわくしてっ……すごいカッコよくってっ……』

「～～～っっっ！」




　すっかり固まってしまったラウルの隙すきをつくように。思い切り伸びをしたフィノがものすごい勢いで、無防備なラウルの手からマジカセを奪うばい取るなりスイッチを切った。

「っ…………」

「……………」

　……赤面するラウルの前で、かばうようにマジカセを抱えたまま肩かたを震ふるわすフィノ。

　寄せられた眉まゆ根ねとぎゅっと引き結ばれたくちびる。はにかむように伏ふせられた瞳にはじわっと涙なみだが浮かび、やわらかそうな頰は、これ以上ないほど真っ赤に染まってて……。

　……なんというか、めちゃめちゃ気まずい沈黙。

　なにを言っていいか分からず立ちつくすラウルの前で、フィノがふと、口を開いた。

「そ、そのっ……ま、マジオのディージェイって、すごいんだなっ……！」

「……へっ？」

　……思わず、マヌケな声をあげて。目を丸くするラウルの前で、うつむいたままのフィノが消え入りそうな声でぽつりぽつりと言葉を続けてくる。

「お、オレ様っ、マジオの真似まねして録音してっ、そのっ、吹き込んでたときはすごい楽しかったんだけど、聞き返したらなんかっ、めちゃめちゃ恥はずかしくってっ……」

「えっ、あ、ああっ……！」

「こ、こんなの毎週やってるなんて、ほんと、すごいなっ……」

　──な、なんだよっ……。

　おずおずと呟つぶやくフィノの言葉にラウルはつい、ため息をついてしまう。……こいつが焦あせってたのはべつに俺のこと吹き込んでたのを聞かれたくなかったからじゃなく、単に深夜ノリで吹き込んだ黒歴史なオリジナルマジオ番組が恥ずかしかっただけか。

　……あらためてそれを確認したとたん、いろいろと期待をしてしまった自分が、なんだかとてもいたたまれなくなってしまって。

「……消していいか？」

「う、うん……」

　決まり悪げにラウルが訊たずねると、まだ赤面したままのフィノがこくりと小さく頷うなずいた。




　　　　＊　＊　＊




　よかった……。

　マジカセを操るラウルの後ろで、フィノは胸の想おもいを吐はき出すようなため息をつく。

　べつに、そんなの、これまではぜんぜん、なんでもないことだったのに。口に出してマジカセに吹き込んでからずっと、胸の中をぐるぐるするようになった言葉。

　そのたびにどきどきして、ほっぺたが熱くなって、なんだか胸が苦しいような感じがして。びっくりしてすぐ消そうと思ったのに、やり方が分かんなくて……だから、こうやってラウルに消してもらえて、ほんとうによかった。

　そんなことを思いながら、ふっと顔を上げて。ラウルの姿を見たとたん、フィノはなんだか弾はじかれたみたいに目を逸そらしてしまう。

　わけもなくぎゅうっとする心臓。

　たったいまマジカセから消えたはずの言葉が、フィノの胸の中でまた、ぐるぐるした。




『ラウルはオレ様の先輩でっ、いろんなこと知っててっ、いろんなこと教えてくれてっ、一緒にいるとなんだかわくわくしてっ……すごいカッコよくってっ……側そばにいると、なんだかぎゅっとしたくなってっ……だ、大好きなんだっ……！』
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　第三章　「魔ま王おうの娘むすめさんが納のう涼りよう祭に赴おもむかれるようです。」







「──人間界なんて、うんざりだっ……」




　苦々しげに吐き捨すてる少女の憂うれいに満ちた声。

　ただ立ち尽つくす少年の前で瞳ひとみを伏せ、魔人の少女は思いつめたように口を開く。

「もう、我が慢まんできないっ……ラウルっ……オレ様、魔界に帰るっ……」

「フィノ……」

　つらそうに呟く少女の言葉に、ラウルは思わず、目をすがめ……。




「……お前な。ちょっとエアコンが壊こわれたくらいで、なに言ってんだよ……」

「だ、だって、暑すぎるんだもん……」




　……うだるような熱気のこもるマジックショップ・レオン店内。

　レジカウンタにぐったりと上半身を伏せてぼやくフィノを見下ろし、額に手を押し当てたラウルはつい、嘆たん息そくしてしまう。

　──人類を脅おびやかしていた恐おそるべき魔王が倒たおされてから早二年。勇者制度は廃はい止しとなり、勇者を目指していたラウル・チェイサーはマジックアイテム販はん売ばい店への就職を余よ儀ぎなくされ、同じ店にバイト応おう募ぼしてきた魔王の娘フィノを教育することになった。

　しかし、その出自に似合わぬ勤勉さとやる気だけが取り柄えな魔人の少女はいま、机の上にだるっと身体からだを預け、完全に無気力モードで……。




「……まったく。仕事中だってのに、だらしないわね？」

　すっかりサボり気味な少女をあきれ顔で見下ろしつつ言い放ったのは、つい先ほどまでてきぱきとレジ袋ぶくろの補ほ充じゆう作業をしていた蜂はち蜜みつ色の髪かみの美少女……ラウルの勇者予備校時代の同級生で、最近この店にレオン入ったばかりの新人バイト、通つう称しよう『オールＡ』のアイリ。

「こないだ海に行ったときは、ぜんぜん平気だったくせに……」

「だ、だってっ……」

　責めるような言葉に、ほんの僅わずかに顔を上げたフィノが力なく首を振ふる。

「あのときはまだここまで暑くなかったし、海の風も気持ちよかったし……ねえっ、エアコン、いつ直るのっ……？」

「いま副店長が見てるけど、なんか、手こずってるみたいで……」

「そ、そんなあっ……」

　ラウルの言葉を聞いたとたん、まるで大事にとっておいた高価なエリクサーの消費期限切れに気づいてしまった冒ぼう険けん者みたいな声をあげて。ふたたびレジカウンタに倒れ込むやいなや、魔人の少女は木製の一枚板に白いほっぺたをむぎゅっと押し当ててうめいた。

「ううっ……と、溶とけちゃうよおおおおっ……」

「……お前、なに魔王の娘のくせしてスライムみたいなこと言ってんだよ」

　夏の厳しい暑さに負けてよく道ばたで液状化してたりするスライムを思い出し、ラウルは目をすがめてしまう。……あれ、うっかり足つっこむとひどいことになるんだよなあ。

　けど……ぐだっとしたフィノの様子に、ラウルは困ったように嘆息した。

　業務用エアコンが故障した店内は汗あせが滲にじむような気温だけど、耐たえられないほどじゃない。王都は緯い度ども高いし、店の窓ガラスには断熱魔法処理だって施ほどこされてる。エアコンが存在しなかったラウルの故郷なんか、夏はファイアドラゴンの住すみ処かみたいな暑さで……

「フィノ、お前、いくらなんでも大げさな……っっって！！！！？」

　カウンタに突つっ伏ぷすフィノの肩になにげなく触ふれたとたん、指先に走る衝しよう撃げき。

　悲鳴をあげて飛び退ったラウルの様子に、アイリが藍あい色いろの目を丸くした。

「な、なにっ、どうしたのっ⁉」

「いやっ、いま、こいつに触れたらいきなりバチって……た、帯魔ま力りよくっ？」

　そりゃ、乾かん燥そうした冬場なんかは服と肌はだの間に魔力がたまって火花を散らしたりすることもよくあるけど、いくらなんでもこの時季にっ……まだ痺しびれの残る指先をさするラウルの前で、アイリがなんだか心配そうにフィノの顔を覗のぞき込んだ。

「もしかしたらこの子、自律神経が狂くるって魔力が洩もれちゃってるのかも……魔人ってたしか、体温調節が苦手なんでしょ？」

「……そういやこいつ、さっきからぜんぜん汗、かいてないよな……」

　アイリの言葉に、ラウルは勇者予備校で受けた魔人生態学の講義を思い出す。

　魔人が肥ひ沃よくな人類の土地を襲おそいながらも貧しい北の地に留とどまり続ける理由。寒冷地に適応した魔人の身体は、そもそも人間が住まう温暖な地域には向かないんだ。

「ううっ……」

　つらそうに呻うめくフィノの横顔を見やり、ラウルは思わず反省してしまう。

「お前、ほんとに暑いの弱かったんだな……休きゆう憩けい室のエアコンは生きてるから、しばらく裏で休んで来るか？」

「っ……」

　ラウルの言葉を聞いたとたん、迷うように蒼あおい目を瞬またたかせるフィノ。

　……けれども。

「……ううんっ、大だい丈じよう夫ぶ」

　上気した顔で小さく首を振るなり、フィノがふらふらと身を起こす。

「あともうちょっと頑がん張ばれば休憩時間だし、これくらいでへばってるようじゃ、店長みたいには、なれないしっ……」

「って、おい、無理すんなって……」

「暑いのにも早く慣れなきゃ……ラウル、サボってごめんなっ、品出ししてくるっ……」

　言いながらレジカウンタの端はしをすり抜ぬけたフィノが、売り場に積まれた段ボール箱の山のひとつによろよろと近づいた。……って！

「ちょっ、フィノっ！　その箱はっ……」

「……えっ？」

　……箱の側面に躍おどる『マジカル花火セット（十二個入り）』の文字。

　イヤな予感を覚えたラウルがあわてて制止するも、間に合わず……




　少女が箱を抱かかえ上げた瞬しゆん間かんにバチッと弾はじける音。

　漏ろう魔ま力りよくで引火しカラフルな炎ほのおと煙けむりを噴ふき出し始めた段ボール箱を抱え、魔人の少女が声にならない悲鳴をあげた。




「～っっっ！！！！？」

「フィノっっっ！！！！！」




　とっさにレジカウンタを飛び越えて。フィノの前に立ったラウルはすぐそばの棚たなに並んでいた大おお瓶びんを摑つかむなり蓋ふたをむしり取り、中の液体を少女の頭の上からぶちまける。

「きゃああああっっっ！」

　じゅうじゅうと炎に水が弾ける音。

　一本、二本……瓶が空になるごとに炎の勢いは弱まり、やがて、段ボール箱いっぱいの花火は白い煙と火薬の匂においを残してどうにか鎮ちん火かする。……けれども。

　ラウルがほっと胸を撫なで下ろす暇ひまもなく。

　びしょ濡ぬれになったフィノがふらふらと床ゆかにへたりこんだ。

「って、おいっ、どうしたっ⁉」

「ら、ラウルうっ……」

　箱や花火の燃えさしの間にくずおれて。フィノはなんだか戸と惑まどったような声をあげる。

「なにっ、これっ……ち、力、入らないよぉっ……」

　ぐったりと横たわる少女の切なげな喘あえぎ声。乱れた髪が頰ほおに張りつき、濡れた制服が肌の色を透すかすように、少女の身体にぴったりと……。

「ちょっと！　あなた、この子にいったい、なにをかけたのっっっ⁉」

「えっ……あ、ああっ」

　明らかに異常なフィノの様子。

　すっかりあわてたように、ラウルはたったいま消火に使った液体の瓶を確認し……

「これ、聖水っ……」

『お徳用聖水（一リットルボトル）』の表記に、ラウルは思わず独りごちた。

「こいつ、まさか聖水でダメージ受けるのかよ……」

「……さすがは、魔人ね」

「ふ、ふええ……」

　あきれたように呟つぶやくアイリの足あし下もとで情けない声をあげる魔人の少女。……と。




「って、お前ら、なにやってんだー……」

　売り場の騒さわぎを聞きつけて。

　バックヤードから顔を出した副店長が、目を丸くした。




　　　　＊　＊　＊




「……うん。フィノ君に怪け我ががなくてなによりだし、ラウル君のとっさの判断も素晴らしかったと思う。ただ……」

　ラウルの報告にひとしきり頷うなずくなり言葉を切って、バイザー副店長が嘆息した。

「……その聖水、一本２０００ゴールドするんだよなー……」

「って、不ふ可か抗こう力りよくですよ！　不可抗力！」

「でもなー……こないだマジヴィの健康番組でダイエット効果があるとかなんとか取りあげられてから品しな薄うす気味だし、どーせなら、隣となりにある一本１５０ゴールドのポーションの方を使ってくれりゃあ良かったのにー……」

「ダイエット効果っ⁉　聖水って魔ま物もの避よけに使うものじゃないんですか？」

「……って、知らなかったの、ラウル・チェイサー？」

　思わず声をあげるラウルの前で、アイリがあきれた顔をする。

「聖水って、いろいろ使えてすっごく便利なのよ？　さっとひと噴きすれば聖なる力でカビを防げるし、無む味み無む臭しゆうだから食品の保存料なんかにも最適だし、花か瓶びんの水にちょっぴり入れるとお花が長持ちするし、浸つけ置きしとけば洗せん濯たく物ものの油あぶら汚よごれもスッキリ……」

「ねえ……副店長……」

　……と。アイリの講こう釈しやくを遮さえぎるように、椅い子すの上でタオルにくるまっていたフィノが弱々しく口を開いた。

「……エアコン、直りそう……？」

「あー……」

　ただでさえ暑さに参っていたところに聖水を食らってすっかり消しよう耗もうしきった様子のフィノ。すがるような視線に、副店長はばつの悪そうな顔をする。

「それがなー……どーも魔法構文マジツクプログラムだけじゃなく機構の方がイカれちまってるみたいで、おれの手には負えねーっていうか、業者入れねーと無理っぽいんだわー……」

「そ、そうなのっ……⁉」

「いま、店長が本部に連れん絡らくしてて……」

　その瞬間、ショックを受けたみたいにうなだれるフィノ。聖水を被かぶっていったんは冷やされたはずの身体もふたたび熱を帯びて、呼吸さえもつらそうで……。

「……そうだ、フィノ。待ってろ」

　ふと、あることを思いだし、きびすを返したラウルは売り場へ走る。

　たしか、季節用品コーナーにアレが……あった！

「っ……⁉」

　駆かけ戻もどってきたラウルがスイッチを入れたとたんフィノの髪かみをふわりとくすぐる風。

　一いつ瞬しゆん、戸惑うような表情をし……やがて、フィノが幸せそうに目を細めた。

「なにこれっ……ラウルっ、気持ちいいっ……！」

「携けい帯たい魔法扇風機マジツクフアン。こないだ入荷したんだ」

　うっとりと呟く少女にマジックファンを差し出しつつ、ラウルが照れたように頭を搔かく。

「ま、一個２００ゴールドのオモチャだけど、こんなんでも、ないよりマシだろ？」

「わあっ……ありがと、ラウルっ！」

　うれしそうにお礼を言いながら、ラウルに渡わたされたマジックファンを握にぎりしめるフィノ。少し元気を取り戻した少女の笑顔に、ラウルも思わず表情をゆるめてしまう。……と。




「ごめんなさいね。フィノちゃんが暑さに弱かったの、気づかなくて……」

「「「店長！」」」

　不意にその場に現れる、ふわふわした栗くり色いろの髪が印象的なとびきりの美少女。

　いっせいに顔を上げたスタッフたちを見み渡わたすなり、少女……セアラ店長が口を開いた。

「エアコンの修理屋さん、いますぐに来てくれるそうです。それで、ちょっと急なんですけど、みなさん、これから閉店の準備してもらってもいいかしら？」

「って、まだ夕方なのに、いいんですか？」

「ええ、壁かべや床の魔法構文マジツクプログラムまで全部チェックしないといけないみたいだから、営業しながらじゃちょっと難しいし……それに、どうせこの日は毎年、納のう涼りよう祭の方にお客さんが流れちゃって、夕方以降はお店、ガラガラですしね」

「あー……そういや、今日は納涼祭かー……」

「のうりょうさい？」

　すかさず顔をあげて問うてくる魔人の少女に、ラウルが「ああ」、と頷いてみせる。

「毎年いちばん暑い時期にやるお祭りでさ。大通りにたくさん屋台が出たり、広場でいろんな催もよおしがあって……」

「うわっ、いいなあっ……」

　ラウルの説明に、なんだかものすごく行きたそうな顔をするフィノ。

　そんな少女を見下ろしつつ、セアラ店長がにっこりと微笑ほほえんだ。

「フィノちゃん、今日はもう、上がっていいですよ？」

「えっ……」

　とたんに目を丸くしたフィノの前で、店長がやさしく笑う。

「お店のこの暑さの中でフィノちゃんを働かせるわけにはいきませんから。……今日は疲つかれたでしょ？　日が暮れたら少しは外も過ごしやすい気温になると思うし、せっかくだから、ラウルくんたちと一いつ緒しよに涼すずんでらっしゃいな」

「で、でもっ、お店閉めてもやることいっぱいあるだろっ？　品出しとかもまだぜんぜん終わってないしっ、昼間暑くて動けなかった分の仕事しないとっ……」

「ふふっ、大丈夫。品出しなら、バイザーくんがやってくれますから」

「えっ」

　その瞬間、バイザー副店長が向けてきた物言いたげな視線をあっさりスルーし、店長はフィノに向かってイタズラっぽくウインクしてみせる。

「その代わり、エアコンが直ったら今日の分も、お仕事、頑張ってくださいね？」

「うんっっっ！！！！！」

　顔いっぱいにうれしそうな笑みを浮うかべ、フィノが大きく頷いた。




　　　　＊　＊　＊




「──フィノ、お前、暑くないか？」

「うんっ」

　気き遣づかうようなラウルの問いに、フィノはぴょこんと首を縦にする。

「ラウルがくれたマジックファンがあるし、日が暮れて風も出てきたし……それにっ、店長が貸してくれたこの服、すっごく涼しいんだっ！」

　胸からマジックファンを提げたフィノが、得意げな顔でくるくると回ってみせた。




　──『これ、「ユカタ」っていう東の島国の伝統的な服なんです。こう見えて、とっても風通しがいいんですよー？』

　制服を濡らしてしまったフィノの着き替がえにと、セアラ店長が出してきた異国の服。

　胸の前で重ね合わされた大きな襟えりと鮮あざやかな幅はば広びろの布地は清せい楚そで愛らしく、普ふ段だんとは違ちがう少女の格好にラウルはつい、どきどきしてしまう。




「わあっ……人がいっぱいっ……！」

　長い夏の日も暮れ始め、薄うすい夕ゆう闇やみに包まれた王都のメインストリート。魔法灯の淡あわい明かりに照らされた通りの端はしは様々な屋台で埋うめ尽つくされていて。すっかり興奮したように瞳ひとみを輝かがやかせるかたわらのフィノを尻しり目めに、ラウルはふと、逆どなりの方へと目を向けた。

「……ていうか、なんでお前までついて来てんだよ、『オールＡ』」

　ラウルが問うたとたん、隣を歩いていた蜂はち蜜みつ色の髪の少女……アイリが頰を赤らめる。

「だ、だって、店長が１０００ゴールドお小こ遣づかいくれたし……それに、あの子、魔人なのよ？　もしもこの人混みで良からぬ考えでも起こしたらっ……」

「良からぬ考え、ねえ……」

　……と。




「──おいっ、貴様っ、魔人をなんだと思ってるんだっ⁉」

　不意に飛び込んでくるフィノの声。

　反射的に振ふり返ったラウルの視界の中、屋台の前に立つフィノが声を荒あららげる。

「この魔王のお面っていうの、ぜんぜん似てないじゃないかっ！」

「へっ……？」

「いいかっ？　うちの親父おやじはもっとすごい怖こわくてっ、カッコよくってっ……」

「ふ、フィノっ、行くぞっっっ！」

　……あっけにとられたような顔をするお面やさんに抗こう議ぎしていたフィノの襟えり首くびをあわてて摑つかむなり、ラウルは小こ柄がらな少女の身体からだをずるずるとその場から引き離はなした。

「ら、ラウルっ、なにするんだっ⁉」

「なにするんだ、じゃねえよっっっ！」

「だって、あんなものの販はん売ばい許してたら子どもたちが誤解するじゃないかっ！　幼少時に刷り込まれた印象っていうのは矯きよう正せいしづらいんだぞっ？　いまこそ、幼児期の正しい魔王教育の必要性をっ……」

「余計なお世話だっっっ！！！！！　……ったく、ちょっと目を離した隙すきにっ……」

　言い募つのるフィノを叱しかりつけ、ラウルは疲れたように嘆たん息そくする。

「人も多いし、はぐれるなよ……っ？」

　……言いかけたラウルの目の前に不意に差し出される小さな手のひら。

　思わず視線を上げると、フィノの蒼あおい瞳がじっと、上目づかいにこちらを見上げてて。

「じゃあ、はぐれないように手、つないでっ？」

「あ、ああっ……」

　思いも寄らぬ申し出につい、どぎまぎするラウル。

　なんとなく赤面しながら、差し出されたやわらかそうな手のひらを、おずおずと握ろうとして……

　瞬しゆん間かん、ラウルの手を押しのけるように、横からさっと違う手が伸のびた。

「ら、ラウル・チェイサーっ！　フィノさんの手なら私がつなっ……って！！！！？」

　言いながらフィノの手を握ったとたん、竜りゆうみたいな悲鳴をあげるアイリ。

　驚おどろいたようにぱっと手を引っ込め、フィノがあわてて声をあげた。

「アイリっ、ご、ごめんっ！　そう言えばオレ様っ、まだ魔力洩もれててっ……！」

「……こ、これだからっ、魔人はっ……！」

　……おろおろと謝るフィノの前で。魔人の漏ろう魔ま力りよくを容よう赦しやなく食らったアイリが恨うらみがましげに呟つぶやいた。







「──ねえっ、あそこの大きい水すい槽そう、なにっ？　中に入ってる水がきらきらって……」

　……結局、ラウルの服の裾すそをぎゅっと握りしめて。きょろきょろしながら人混みを歩いていたフィノがふと、声をあげる。

「ああ、あれは星魚すくいって言って、針金の輪っかに薄い紙張ったやつで魚をすくうゲームなんだ。星魚は動きが速いから、けっこう難しいんだぜ？」

「「へえ……」」

「……って、なんで『オールＡ』まで感心してんだよ」

「って、べ、べつに感心なんかしてないわよっ！」

　あわてたように反論するアイリに、ラウルは思わず目をすがめた。

「……もしかしてお前、こういうとこ来るの、初めてなのか？」

「あ、当たり前でしょっ⁉　これまでそんな余よ裕ゆうなかったしっ……だ、だいたいっ、ものを買う以外にお金使うなんて贅ぜい沢たくっていうかっ……」

「ラウルっ、あれ、やってみたいっ！」

　アイリの言い訳を遮さえぎるように、ラウルの服をくいっと引っ張るフィノ。

「そうだな……久しぶりに、俺もやってみようかな」

　頷うなずきながら屋台の方に歩き出したとたん、アイリが焦あせったみたいに声をあげた。

「って、ちょっと！　私もっ……」

「わあっ、アイリもやるのっっっ？」

「でも、お前、贅沢って……」

「ま、まあ、瞬しゆん発ぱつ力りよくの訓練くらいにはなるかもしれないしっ……」

　思わず半眼になってしまうラウルの前で、アイリが言い訳がましく呟いて……。




「──これで、魚をすくうのかっ……！」

　屋台の店主に渡された針金の輪を眺ながめて感心したように呟くフィノ。

　そんな少女のかたわらで、ラウルが自信たっぷりに口を開く。

「俺、けっこうこれ、得意なんだぜ？　まずは手本を見せてやるよ。いいかっ……？」

　──……集中しろっ！

　まるで複雑な《魔法回路サーキツト》を一いつ瞬しゆんで組みあげるときのように集中力を総動員させ、正確にタイミングを読んだラウルがふっと目を細める。……いまだ！

　ラウルが腕うでを繰くりだした瞬間、きらりと跳はねた星魚がお椀わんに飛び込んで。かたわらで見ていたフィノがわあっと歓かん声せいをあげた。

「ラウル、すごいっっっ！！！！」

「ま、最高五十二匹ひき行ったこともあるし、集中すればざっと、こんなもん……」

　得意げに言いながら、次の獲え物ものを求めてふたたび水面へ意識をめぐらすラウル。……と。

　視界の端に映るフィノの姿。

　わくわくしたようにラウルの手元を覗のぞき込む少女のちょっぴりゆるんだ襟の奥に、とても抗あらがいがたい魅み力りよくを持つ白い谷間がちらりと見え……。

　思わずどきりとしたとたん、ラウルの手元が思いきり狂くるった。

「あっ！」

　……次の瞬間。無造作に水面に突つっこまれた薄うす紙がみを容赦なく貫つらぬく星魚。

　残念そうな声をあげるフィノの前で、ラウルがこほんと咳せき払ばらいする。

「……と、こういう風に紙が破れたらそこで終わりだから、気をつけろよ？」

「……なんだ、意外と大したことないのね、ラウル・チェイサー？」

　そんなラウルを尻目に、早くも一いつ匹ぴきすくいあげて肩かたをすくめるアイリ。

「あっ、オレ様も一匹取れたっ！」

　ぐっと言葉を詰つまらせるラウルの隣となりで、お椀を手にしたフィノが得意げに叫さけんだ。

「ふはははははっ！　これならば、いずれこの水槽のすべての魚どもを我が支配下に置くのも、夢ではないなっ……！」

「あら、魔人のくせに言うじゃない？」

　すっかり調子に乗って高笑いするフィノを見やり、アイリがふんと鼻を鳴らす。

「ラウル・チェイサーは敗退したことだし、あなたと私、どっちがたくさんお魚をすくえるかで、勝負しましょ？」

「くくくっ……いいだろう、望むところだっ！」

「……なんでもいいけど、お前ら、騒さわぎだけは起こすなよ」

　……勝手に勝負を始めたふたりを見やり、疲れたように嘆息するラウル。

　と、水槽を眺めていたフィノがふと、不思議そうな声をあげた。

「ねえ、ラウルっ、なんか、底の方に違う魚がいるっ……！」

「えっ……ああ、マルウナギか」

　流れ星みたいに泳ぎ回る星魚たちの群れの下、水槽の底に沈しずむ丸く、黒く、ふてぶてしい顔つきの魚。ぽりぽりと頭を搔かきつつ、ラウルがアドバイスする。

「フィノ、そういう大きいやつは紙破りって言って、うかつに手を出さない方が……」

「あっ……やっ、破れちゃうっっっ！」

　……そんなラウルの忠告を遮るように、焦ったようなフィノの声。

　マルウナギを狙ねらっていた少女は、いまにも破れそうにたわむ薄紙を見るなり動どう揺ようし、反射的に針金を持ちあげたとたん、撥はね上げられたマルウナギが弧こを描えがいて宙を飛んだ。




「～っっっ！！！！！？」

　……まるで図はかったように、かがみ込んでいたアイリのキャミソールの胸元へダイブするマルウナギ。

　悲鳴をあげて胸を押さえるアイリに、フィノがあわてて頭を下げた。

「あ、アイリっ、ごめんっっっ……っ！！！！！」

「って！！！！？」

　フィノが提げていたマジックファンの風をはらんでふわりとふくらむアイリのスカート。

　大きくめくれ上がった布の下から覗く光景に、ラウルは思わず唾つばを吞のんでしまう。

「やっ、あ、あんっ……あなたっ、わざとやってるんじゃないでしょうねっっっ⁉」

　蜂蜜色の髪かみを振ふり乱みだし、くすぐったそうに身み悶もだえしながらマルウナギがうごめく胸とスカートを同時に押さえつけるアイリ。

　やがて、はっとしたように、アイリがラウルをきっと睨にらみつけた。

「っ……み、見たわねっ……！」

「い、いやっ、そのっ、不ふ可か抗こう力りよくでっ……」

「み、見損なったわラウル・チェイサーっっっ！！！！！」

　控ひかえめな胸の谷間からぬめぬめしたマルウナギをようやく取り出して。

　真っ赤に頰ほおを染めたアイリが、いまにも泣きそうな顔で声を荒げた。







「──……けっきょく、みんな一匹か」

「この子が邪じや魔ましなければ、もっと取れてたのにっ……！」

　ビニール袋ぶくろの中、その名の通り星みたいに輝かがやく魚。

　なにげなく呟くラウルの隣でアイリが恨みがましげな顔をし……と、物もの珍めずらしげに辺りを見回していたフィノが声をあげた。

「ねえっ、あれ、見てっっっ！」

　興奮したように騒ぐフィノが指す先に、灰色の翼つばさを休める美しいドラゴンの姿。

「ああ、あれ、竜騎士ドラゴン・ナイトのドラゴンだな。たぶん、ふれあいドラゴン広場かなにかで……」

「すごい、カッコいいっ……！」

　ラウルの説明に、フィノが感動したみたいにきらきらと目を輝かせた。




　──王都を十字に走る二本のメインストリートの交点、納のう涼りよう祭のメイン会場になってる中央広場では、他にも様々な催もよおしが行われていた。

　金銀の刺とげが施ほどこされた衣装をまとった王宮楽団の演奏や、くるくると舞まう少女たち。ある方向では大道芸人がいくつもの球を同時に宙に放り投げ、ある方向では羽根帽ぼう子しの吟ぎん遊ゆう詩人が朗々と歌い、冷たいソーダやシロップ雪の屋台にたくさんの人々が群がって……。

　広場の隅すみにめぐらされた柵さくの向こうのそれに気づいたとたん、ラウルは思わずほくそ笑んでしまう。……そういや、王都の納涼祭の最後にはアレがあったっけ。アレを見たら、フィノはいったい、どんな顔するだろう。……と。

「ねえ、フィノさん……星魚すくいの決着、あれでつけない？」

　ふと口を開いたアイリが腕を伸のばし、フィノに示したのは……。




「──へへっ、どうだっ、落としたぞっ！」

「……って、そんなお菓か子しくらいでいい気にならないでよね？」

　──広場の隅に出ていた射的の屋台。

　与あたえられた二発の弾たまのうち一発めを外したフィノは二発めでキャラメルの箱を撃うち落として。コルク銃じゆうを片手にえへんと胸を張るフィノの前で、アイリが鼻を鳴らした。

「私は、もっと大物を狙うわよっ……？」

　言いながら、景品がずらりと並ぶ棚たなの一番右上に鎮ちん座ざする最新型の魔法ゲーム機に狙いをつけたアイリに、傍はたで見ていたラウルは思わず声をあげてしまう。

「『オールＡ』っ！　ああいうのは客寄せの飾かざりみたいなもんで、狙っても無理っ……」

「あのねえ、私を誰だれだと思ってるの？　あんな大きな的、外すわけないじゃない」

　自信満々に言い放ち、引き金へと指を掛かけるアイリ。

　パンと火薬が弾はじけ、アイリが撃った弾は見事、ゲーム機に命中する。……けれども。

「っ……なによ、びくともしないじゃないっ……！」

「残念だったな。当てるだけじゃなく、ちゃんと景品落とさなきゃダメだぜ？」

　……ったく。ニヤリと笑う射的屋の主人を横目に、ラウルは思わず嘆たん息そくした。『オールＡ』が弾を当てたのはこれ以上ないほどベストな好位置。あそこに命中しても落ちないってことは、つまり、この弾の威い力りよくじゃどうやったって落とせるハズがないってことだ。

「……分かったわ、落とせばいいのね？」

　店主の挑ちよう発はつに乗ったように、今度もまた同じゲーム機を狙うアイリ。

　すっかりあきれるラウルの前で、少女が引き金を引く。

「……っ⁉」

　弾かれたように棚の後ろに転がり落ちる、落とせるハズがないゲーム機の箱。

　ぽかんと口を開ける店主の前で、銃を手にしたアイリがふふんと笑ってみせた。

「……これで、文句ないでしょ？」







「わああっ、これっ、マジックステーションっていうんだろっ？　お店のマジヴィで宣伝やってるの見たことあるぞっ！」

「ほんと、よく落とせたな。さすがは『オールＡ』だ」

「べつに、たいしたことないわ」

　アイリがゲットした最新型ゲーム機にはしゃぐフィノと、感心したように呟つぶやくラウル。

　そんなふたりの前で、当のアイリはなんてこともないようにかぶりを振ふった。

「さっき主人と話してたときコルク弾にピンを仕込んで《時限回路タイム・サーキツト》を走らせたの」

「……って、それっ、反則だろっ⁉」

　その瞬しゆん間かん、思わず声をあげたラウルの前で、アイリが肩をすくめてみせる。

「だいたいあの銃の威力で落とせるわけないじゃない。『悪あく魔まの札には悪魔の札を』、ってね。向こうがイカサマで勝負するなら、こちらもイカサマで勝負するのが当然でしょ？」

「……ねえ、アイリ」

　……と。自信たっぷりに言い放つアイリのかたわらで、マジステの箱を眺ながめていたフィノがふと、口を開き、




「これ、真ん中に穴が空いてるんだけど……」




　……その、瞬間。

　フィノの手からマジステを奪うばうなり、アイリはその中央を貫く、勢いあまったコルク弾が空けたと思おぼしき穴をまじまじと見やって……。

　……引きつった笑みを浮うかべつつ。

　カノジョはやがて、なんだかいろいろと誤ご魔ま化かすみたいに蜂はち蜜みつ色の髪を搔きあげた。




　　　　＊　＊　＊




「うああああっ、これ、すっごく美味おいしいっ……！」

「ちょっ、みんなでお金出して買ったんだから、ひとりでぱくぱく食べないでよっ⁉」

「……おい、ケンカすんなって」

　紙箱に入ったクラブ＆チップス──王都名物の大蟹かにフライを三人でつまみつつ、ラウルがふと、切り出した。

「ところで、お前らの勝負はいったい、どうなってんだ？」

「へへっ！」

　ラウルが聞いたとたん、指についたソースを舐なめていたフィノがぱっと顔をあげる。

「チクタクドリのレースは、オレ様が選んだ赤いヤツが勝ったぞっっっ⁉」

「あ、あれは無効よっ！　あなたが選んだ鳥が私の鳥に体当たりしたからじゃないっ！」

「それに、カタヌキだって、オレ様はちゃんと成功してアメもらったしっ……」

「でも、あなたが選んだやつ、いちばん簡単なスライムだったでしょ？　私が選んだのはこれまで誰も成功したことがない最高難易度のヒュドラだったのよっ⁉」

「……複雑に絡からみあう九つの細い首だなんて、店のおっさんですらやめとけって言ってたのに、私に不可能はないとか意地張って手え、出すから……」

「そ、それでも七本までは成功したんだからっ！　いちおうあの店の新記録なのよっ？」

　威い張ばるように腕うでを組み、アイリがふふんと鼻を鳴らす。

「だから実質私の勝ちだけど、失敗は失敗だから差し引き五分で、引き分けってとこね」

「引き分け、なのか……？」

　アイリの言葉につい、半眼になってしまうラウル。

　……その時だった。




「生意気言ってンじゃねーぞっ！」

　不意に耳に飛び込んでくる怒ど声せい。

　思わず顔を向ければ、数軒けん先にある屋台の前で、いかにもガラの悪そうな若者たちが屋台の主あるじらしき中年男を囲んでいる。

　若者のひとりが台の上を手で払はらったとたん、石いし畳だたみに落ちたジュース瓶びんが耳障りな音とともに砕くだけ散ちり。

　悲鳴をあげる店主の胸ぐらを、べつの若者がぐいと摑つかんだ。




「……まったく。せっかくのお祭りに水を差すなんて、無ぶ粋すいよね？」

　なんだかあきれた顔をしつつ、チンピラグループに聞こえるようわざと大声で独りごちるアイリ。

　とたんに睨みつけてきたチンピラたちをちらりと一いち瞥べつし、少女は悠ゆう然ぜんとした口調でフィノに持ちかける。

「ねえ、フィノさん、あいつらを倒たおした方が勝ちってことで、どう？」

「ああ、分かったっ！」

　アイリの提案に頷うなずくなり、ぱっとラウルを見上げるフィノ。

「ラウルっ、これ持っててっ！」

「あっ、私のもお願いっ！」

「って、お、おい、ちょっとっっっ！」

　うむを言わさず両サイドから押しつけられる星魚のビニール袋や景品。

　すっかりうろたえたラウルが止める間もなく、ふたりの少女たちが飛び出した。




「お前ら、なに考えてっ……うわっ⁉」

　一いつ瞬しゆん遅おくれて叫さけんだラウルの目の前に突つき飛ばされてくる屋台の主人の身体からだ。

　とっさに地面を蹴けったラウルは、両手いっぱいに荷物を抱かかえたまま、どうにか店主を受け止める。

「だ、大だい丈じよう夫ぶですかっっっ？」

「あ、ああっ……」

　したたかに打ち付けた腰こしをさすりつつ、店主がおずおずと呟いた。

「し、しかし、あの子たちがっ……！」

　……店主が言いかけたとたん、ふたりの足あし下もとにごろりと転がってくるチンピラの身体。

　ラウルと店主が同時に顔をあげれば、摑み掛かってきた男の勢いを利用して逆に投げ飛ばしたアイリが、余よ裕ゆうの表情で手のひらを打ち払っている。

「まあ、こんなものかしら……って⁉」

　不意に辺りを駆かけ抜ぬける突とつ風ぷう。

　その瞬間、一番体格のいいチンピラの身体がなすすべもなく吹ふき飛ばされ。

　マジックファンを握にぎりしめたフィノが、木に背中を預けて勝ち誇ほこったような声をあげた。

「どうだっ、スゴイだろっ！！！！？」

「っ……」

　──マジックアイテムを介かいして放たれた、魔ま王おうの血を引くフィノのすさまじい魔力。

　あまりに常識外れなその威力に、アイリは思わず舌打ちする。

「っ……ま、まあまあねっ……？」

「ふははははっ、この調子で、他のヤツらも吹き飛ばして……って、あ、あれっ？」

　……と、余裕たっぷりに笑っていたフィノの声がふと、素に戻もどった。

「す、スイッチ入らないっ……！」

「って、馬ば鹿かっっっ！」

　焦あせったようなフィノの言葉に、ラウルが思わず叫ぶ。

「そんな安物にヒューズが入ってるわけないだろっ⁉　お前の魔力で構文が焼き切れちまったんだよっっっ！！！」

　反射的に飛び出すラウル。しかし、それより早く、チンピラのひとりが無力化したフィノへと襲おそいかかった。

「──フィノっっっ！」




　ラウルが叫んだその瞬間。身を捩よじったフィノのユカタの袖そでがひるがえり……。

　……ほぼ、同時に。

　なんだかひどく鈍にぶい音が、辺りに響ひびいた。




「なっ……」

　……ずるずると石畳に沈しずむチンピラの身体。

　いったいなにが起こったのか分からずにきょとんとするラウルのかたわらで、屋台の店主が驚おどろいたように息を吞のむ。

「あ、あれはっ……あの少女の衣装、もしや、東の島国に住まう種族の伝統的な近接戦せん闘とう服『ユカタ』ではっ……⁉」

「せ、戦闘服っっっ？」

　声をうわずらせるラウルに、屋台の店主が神しん妙みような面おも持もちで頷いた。

「ああ。内部に無数の鉄球が縫ぬい込まれた『タモト』と呼ばれる四角い袖は、振りまわすことによって非力な少女でも成人男性と互ご角かくに渡わたり合えるほどの攻こう撃げき力を発揮するうえ、『オビ』と呼ばれる腹部の布に仕込まれた鉄板が内臓を厳重にガードし……」

「って、店長フィノになんて服を着せてるんですかあああっっっ⁉」

　思わず叫ぶラウルをよそに、話を聞いていたフィノがニヤリと笑う。

「ふははははっ！　さすがは店長が貸してくれた服だなっっっ！」

　歓かん声せいとともにくるりと身をひるがえし、嬉き々きとしてタモトを振りまわし始めるフィノ。

　錘おもりの仕込まれた大きな袖が、チンピラたちめがけて襲いかかった！




「ぐあぁっ！」「ち、ちょまっ！」「いてえいてえいてえっっっ！」

「ふはははははははははははははっっっ！！！！！」




　身軽なフィノが繰くりだす地味に痛い攻撃に逃にげまどうチンピラたち。思いもよらぬ展開に、ラウルとアイリはつい、ぽかんと口を開けてしまう。……と。







[image: ]







「くそっ、舐なめた真似まねしやがってっ……！」

　不意に背後から腕を摑まれ、はっとした表情で振ふり返るアイリ。

　土で汚よごれた服と怒いかりに満ちた目。先ほど投げ飛ばしたチンピラが、すさまじい形相でアイリを睨にらみつけている。

　男の手に握られた、ジュースの屋台から取りあげたと思しきアイスピック。

　鋭するどく尖とがったその切っ先が、アイリの前で大きく振りあげられた。




「『オールＡ』っっっ！！！！！」

　……間かん一いつ髪ぱつ。先ほどアイリに押しつけられたマジステを突き出し、そこに空いた穴でアイスピックの切っ先を捕らえるラウル。禍まが々まがしい凶きよう器きをゲーム機ごと石畳に叩たたき落とし、流れるような動きで、ラウルはチンピラのみぞおちに拳こぶしを食らわせる。

　ぐえっと呻うめいて崩くずれ落ちるチンピラの身体。一いつ緒しよに倒れ込みそうになったアイリの手をすかさず摑んで引き起こし、ラウルが叫んだ。

「おいっ、大丈夫かっっっ！！！！？」

「っ…………」

　はにかむように目を逸そらし、蜂はち蜜みつ色の髪かみをした少女がやがて、ためらいがちに口を開く。

「あ、ありが……」

「ラウルっっっ！！！！！」




　アイリの言葉を遮さえぎるように、感極まったように声を弾はずませ飛びついてくるフィノ。




　少女の細ほそ腕うでがラウルの背中にまわされた、その瞬しゆん間かん。

　……相変わらずだだ洩もれな魔力の直ちよく撃げきを食らった少年が、声にならない悲鳴をあげた。




　　　　＊　＊　＊




「──ったく、心臓止まるかと思ったぜ」




　まだ祭りが続く大通りの喧けん噪そうに背を向け、帰りの道を歩きつつ。

　独りごちるラウルの隣となりでフィノがしゅんと肩かたを落とす。

「ご、ごめんっ……」

「……『オールＡ』、お前も、ケンカ売るくらいなら油断するなよな？」

「それは、そのっ……た、助かったわっ」

　ばつの悪そうな顔で謝るフィノと、おずおずと礼を言うアイリ。

　そんなふたりの少女を横目で見やりつつ、ラウルがふうと息を吐はいた。

「……ま、確かに、あいつら札付きのワルだったみたいだし、警察と屋台のおっさんには感謝されたけど……」

「お礼にジュースもらったしなっ……あっ、店長っ！」




　不意に声をあげて立ち止まるフィノ。

　少女の視線の先、私服姿のセアラ店長がビニール袋ぶくろを提げた手を上げて微笑ほほえんだ。

「あらあら、みんな、お疲つかれさま」

「店長、仕事、終わったんですかっ？」

「ええ。エアコンも無事、直ったし……」

「本当っっっ！！！！？」

　とたんにうれしげな表情を浮うかべるフィノに、店長がやさしい視線を向ける。

「今日、早めにお店を閉めちゃった分、明日あしたはいっぱい売らなきゃね」

「うん……っっっ！！！！？」




　店長の言葉に大きく頷うなずいた瞬間、なにかが爆ばく発はつするような音が辺りに響いて。

　びくっと身を強こわ張ばらせたフィノが弾はじかれたように顔を上げた。




「て、敵てき襲しゆうだっっっ！！！！！」

「へっ？」

「くそっ……いったいどこから撃うってるんだっ⁉　すぐ迎げい撃げきしないとっ……」

「……フィノ」

　あわてて駆け出そうとした少女の腕うでを摑つかみ、ラウルはなんだか面白そうな顔で空を指す。

「ほら、上、見てみろよ？」

「えっ……？」

　その言葉に、おずおずと顔を上げ……次の瞬間、フィノがぽかんと口を開けた。




「空に、大きな花が咲さいてるっ……──！」




　ぼうぜんと呟つぶやくフィノの目の前で空いっぱいに広がっては消えていく光の大輪。

　頭の後ろで腕を組み、ラウルも夜空を眺ながめて独りごちる。

「今年で三回目だけど……納のう涼りよう祭の締しめって言ったら、やっぱ、打ち上げ花火だよな」

「これも、人間の魔ま法ほうなのっ……？」

　蒼あおい瞳ひとみに花火を映しつつ、感動したように呟くフィノ。

「すごい、きれいっ……」

　……うっとりと呟くフィノのかたわらで、アイリがふと、口を開いた。

「でも、ここからだと、建物の陰かげに隠かくれて、ちゃんと見えないわね……」

「ふふっ」

　その言葉を聞きつけたようにイタズラっぽく微笑むセアラ店長。

「良かったら、みんなもついてきて？　とってもよく見える場所、知ってるんです」

　ふわふわした栗くり色いろの髪を揺ゆらしながら、店長がくるりときびすを返した。







「うわっ……ねえ、見たっ⁉　いまのっ、すっごく大きかったぞっ！」

「あー……あれなー、一発50万ゴールドくらいするんだぞー？」

「っ、あれ、最新型のマジヴィより高いのっ⁉」

「……てゆーか、考えてみりゃあ、おれの二ヶ月分の給料より高いんだよなー……ううっ、花火爆発しろおおおっ……」

「……いや、もう爆発してますから」

　恨うらみがましげに呟く副店長にツッコミを入れ、ラウルはふと独りごちる。

「けど、うちのお店の休きゆう憩けい室の窓からちょうど、花火が見えるなんて……」

「そう言えばラウルくん、去年の今日はお休みでしたね。お祭りの屋台で夕ご飯を買ってきて、みんなで花火を見ながら食べるのが、うちのお店の恒こう例れいなんですよ？」

　にっこりと微笑みながら、セアラ店長がテーブルの上を指した。

「アブラ豚ぶたの串くし焼やきに、ミレル貝のフリット、ノラマンボウの炒いため麵めんに、ヒバリツグミのスープ……いっぱい買って来ましたから、遠えん慮りよせず食べてくださいね」

　休憩室のテーブルにところ狭せましと並べられた色とりどりの軽食や飲み物。

　琥こ珀はく色の目を細める店長の隣であっと声をあげたフィノが、ラウルの袖そでを引っぱった。

「ねえっ、ラウル見たっ⁉　いまのやつっ、最後にキラキラしたぞっっっ！」

　興奮したようにまくしたて、ふと、手にしたビニール袋へ視線を向けるフィノ。

　まるで星みたいに光る魚を見やりつつ、フィノが幸せそうにため息をついた。

「今日はほんと、楽しかったな……」

「って、フィノ、お前、魔ま界かいに帰りたかったんじゃなかったのか？」

　感かん慨がい深ぶかげに呟くフィノの言葉につい、ニヤリとして。

　からかうようにラウルが訊たずねたとたん、フィノがぶんぶんと大きく首を振る。

「ううんっ……ちょっと暑いけど、オレ様、人間界が大好きだぞっ！」

　満面の笑みを浮かべて花火を見上げ、少女はその蒼い目を、そっと細めた。

「オレ様、人間界にっ……このお店に来て、ほんとに良かっ……ぐはぁっ」

　……と。

　なんだかよさげな台詞せりふも半ばに、まるで勇者に倒たおされた魔王みたいなうめき声をあげてテーブルの上に倒れるフィノ。……って！

「フィノちゃんっ？」「フィノさんっ！」「ふ、フィノ君っっっ⁉」

「おいっ、フィノっっっ！！！！？」

　騒そう然ぜんとする休憩室。

　と、なにかに気づいたようにはっとしたアイリが、机の上へと手を伸のばした。

「……やっぱり」

　……さっきからフィノが口にしていた瓶びん入りジュース。

　その成分表示ラベルを見るなり、額を押さえたアイリが呻く。

「このジュース、保存料として聖水が入ってるやつだわ」




　……王都の空いっぱいに弾はじける花火の光を浴びながら。

　ぐるぐる目を回した魔人の少女が「ふええ……」と情けない声をあげた。
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　第四章　「魔王の娘むすめさんが商品を受注するようです。」







「ねえ、ラウルっ、見てっっっ！」




　──さらさらした銀の髪かみと、やわらかそうな白い頰ほお。

　休憩に出ていたラウルが戻もどってくるのを待ちわびていたみたいに駆かけ寄よってくる後こう輩はいバイトの少女。彼女が得意げに突つきつけてきた紙を見たとたん、ラウルは目を丸くした。

「って、フィノっ、これっ……」

「さっき、お客さんから注文もらったんだっっっ！！！」

　いくつもの欄らんに細かく区切られた一枚の紙。マジックショップ・レオンのロゴ入り注文書控ひかえをひらめかせつつ、蒼い目をきらきらさせたフィノが興奮したように言い募つのる。

「さっきまですっごく混んでてっ、誰だれも手が空いてなくってっ……受注ってこれまで任せっきりだったけど、いつもラウルがやってるの見てたから、思い切って挑ちよう戦せんしてみたんだっ！　９８０ゴールドのインク一個だけど、オレ様がはじめて受けた注文だぞっっっ⁉」

「お前っ……」

　小こ柄がらな身体からだで胸を張り、誇ほこらしげに報告してくる魔人の少女。彼女がはじめてひとりで書きあげた注文書を前に、教育係のラウルはつい、声を詰つまらせ……って。

「……おいっ、これ連れん絡らく先さきが空くう欄らんじゃねえかっ！　商品が入ったあと、いったいどうやってお客さんに連絡するつもりなんだよっっっ⁉」

　……その、瞬しゆん間かん。

　しまったとばかりに面おもてを強こわ張ばらせたフィノがやがて、おずおずと口を開いた。

「そ、そのっ……か、勘かんの良さそうなお客さんだったし、テレパシーでっ……」

「伝わらねえよっっっ！！！」

「じゃあっ、のろしを上げてっ……」

「入荷連絡で店から不ふ審しん火び出すなっっっ！！！」

「くっ、うちの親父おやじだったら世界中の空に映像浮うかべて入荷連絡できるのにっ……！」

「たかがインク一個にそんなんされたらお客さんもびっくりするわっ！　そういうのは最終戦争アルマゲドンの宣戦布告だけにとどめとけっっっ！！！！！」

　悔くやしげに呟くフィノにツッコむなり、ラウルはあらためて注文書に目を落とす。

「……っていうか、これ、型番だけで肝かん心じんの色が書いてないけど、何色のインクが必要か、ちゃんと聞いたのか？」

「えっ」

　ラウルの問いにびくっと身を強張らせ、おろおろと瞳を泳がせたフィノが口を開く。

「え、ええと、その……あ、赤っ……」

「……赤でいいのか？」

「う、うんっ……」

　念を押すようなラウルの言葉に、フィノはなんだか自信なさげに頷うなずいて、

「そ、そのっ……なんか、いかにも赤が好きそうな感じの顔してたしっ……」

「って、誰もお前が抱いだいた印象とか聞いてねえよっっっ！！！」

「で、でもっ、クレヨンとか色いろ鉛えん筆ぴつとかフツーは赤がいちばん最初になくなるだろっ⁉　だからここはひとつ、いちばん手て堅がたいところでっ……」

「お客さんの注文を憶おく測そくだけで決めんなっっっ！　ていうかいつも真っ先に赤がなくなるとか、お前ら普ふ段だんどんだけ猟りよう奇き的な絵描かいてんだよっっっ⁉」

「ふはは、いいかラウル！　我ら魔人には、血の色を表す言葉が三十以上あってっ……」

「知りたくねえよそんな豆知識っっっ！　……あと、これ、もう発注は済ませたのか？」

「えっ……発注って、なんだ？」

「……いや…………なんつーか、俺が悪かったわ」

　……受注対応の仕方、一度、きちんと教えとくべきだったな。

　きょとんとした顔で聞き返してくるフィノの前で、ラウルは思わず額を押さえた。




　──長きにわたって人類を脅おびやかしてきた魔人の王が倒されてから早三年。勇者制度廃はい止しによって夢を絶たれ、しぶしぶマジックショップに就職した元勇者志望の少年ラウル・チェイサーと、奇くしくも一いつ緒しよに働くことになった元魔王の娘フィノ・ブラッドストーン。

　その出自ゆえ少々常識や感覚に問題があるものの、基本的には真ま面じ目めな魔人の少女がこの店のバイトになってから数ヶ月。基本的な仕事はひととおり教えたものの、それなりの商品知識が必要とされる受注対応はずっと、正社員のラウルが代わりにやっていて……。

　……けど、こいつもだいぶ慣れてきたことだし、そろそろ新しい仕事を教える頃ころ合あいかもしれない。なんたって、こいつ、ゆくゆくは店長を目指してるんだから。

「……よし、今日は受注対応の手順、教えてやるよ」

「う、うんっ！　お願いっ……！」

　ラウルの言葉に、不備だらけの注文書を手にしたフィノが神しん妙みような面おも持もちで頷いた。







「──あのう、取り寄せて欲しい商品があるんですけど……」

　──いたって平へい穏おんな、平日午後のマジックショップ。

　女性客に声をかけられたとたん待ってましたとばかりに顔を上げ、レジカウンタのフィノがとびきりの笑顔を浮かべて返事する。

「はいっ、承うけたまわりますっっっ！」

　……にこにこするフィノと、なんだか困ったような顔で固まってしまうお客さん。

　かたわらで見ていたラウルはつい、横から口を挟はさんだ。

「……フィノ、注文書は？」

「えっ……あっ、は、はいいっっっ！」

　ラウルの言葉を聞いたとたん、はっとしたみたいに息を吞のんで。魔ま法ほうレジ下に設しつらえられた引き出しから一枚の紙を引っ張り出したフィノがうわずった声をあげる。

「え、ええとっ、で、ではっ、こちらに記入お願いしまっ……」

「……って、これ、マジカルクレジットの申込用紙じゃない」

「あっ……ご、ごめんなさいっっっ！」

　お客さんの指し摘てきにあわてふためき、すっかりテンパった様子で引き出しを開けるフィノ。

　そんな少女を見やりつつ、ラウルは横からさらに助言を重ねた。

「って、そっちじゃなくて右の引き出しっ！　……っておいっ、違ちげえよっ！　そこは各種魔法保険の契けい約やく書しよでっ、そこは魔法判の保管場所っっっ！」

「えと、あ、あのっ、お客さんっ！　こ、ここに記入をっ……」

「って、ここって……まさか、価格の欄も私が好きに書いていいってわけ？」

「えっ……」

　……その瞬間。動きを止めたフィノが、顔色をうかがうようにラウルをチラ見する。

「あ、は、はい……た、たぶんっ……」

「って、いいわけねえだろっ！　お客さんに書いてもらうのは名前と連絡先の欄だけっっっ！　商品名と価格はこっちで書くんだっっっ！！！」

「ご、ごめんなさいごめんなさいっっっ！！！」

　ラウルの怒ど声せいにびくっとし、フィノはおろおろしながらお客さんへ向き直った。

「それでっ、ご注文のお品物はっ……」

「ええと、ヴィクター社のマジカルイヤホン、Ｎシリーズなんですけど……」

「え、ええとっ、[image: う゛]ぃくたーしゃ、マジカルイヤホン、えぬしりいず……」

「……おい、フィノ」

　……復唱しながら注文書にペンを走らすフィノを見やり、ラウルは静かに口を開く。

「他にも、なにかお客さんに確かく認にんしておくことがあるんじゃないか？」

「えっ……あ、ああっ！」

　その指摘に、ようやくそれを思い出したように。がばっと顔を上げたフィノが、うわずった声で確認する。

「お、お客さまっ！　こ、こちらのイヤホンは主に音を聞くためのアイテムとなりますがっ、よ、よろしいですかっ？」

「えっ……は、はいっ、よろしいですけどっ……」

「って、なんの確認だよっっっ！！！！？」

　……フィノの問いを受け、面食らったように頷くお客さん。

　思わず声を荒あらげるラウルの前で、フィノがたじろぎながら声をあげた。

「だ、だってこれっ、知らない人が見たらきっと、途と中ちゆうで二ふた股またに分かれてて先せん端たんに丸い飾かざりがついた、ちょっと個性的なデザインの紐ひもかと思……」

「思わねえよっ！　イヤホンが音を聞くアイテムだってことくらいお前以外はみんな知ってるからっ！　って、そうじゃないだろってっっっ！！！」

　言いながらカウンタ下に手を伸のばし、ラウルは取りだしたカタログをめくってみせる。

「ほら、このアイテムも、インクと同じでカラーバリエーションがあるだろ？　いったいどの色にするか、お客さんに確認しないと頼たのめないだろうがっ！」

「ふ、ふええっ……」

「……ねえ、ラウル・チェイサー」

　……と。

　ペンを握にぎったまま泣きそうな表情でカタログと睨にらめっこするフィノを見下ろしつつ、あきれ顔をしていたお客さんの少女がふと、口を開く。

「……やっぱり、この子に受注対応させるの、無む謀ぼうなんじゃない？」

　蜂はち蜜みつ色の髪を搔かきあげてあきれたように呟つぶやくお客さん……もとい、お客さん役を務めるもうひとりの後輩バイトの少女こと、通つう称しよう『オールＡ』のアイリ。

　少女の言葉を受け、ラウルは思わずため息をついた。

「……ま、でも、はじめはこんなもんだよな……」




　──同業他社の大手マジックアイテムショップ、アマダ・マジックから転職してきたアイリは、店に来てから日は浅いものの、既すでにここのシステムをすっかり吞み込んでる。

　そんな少女の協力を得、ラウルはシミュレーション形式でフィノを教育しようとしたのだけれど……どうやら、前ぜん途とは多難みたいだ。

「ま、とりあえず、注文書の書き方はあとにまわすとして……次は商品の発注の方法を教えてやるよ。フィノ、さっきのインクの注文書、持ってるな？」

「うんっ！」

　ラウルの問いにぴょこんと頷き、エプロンのポケットから注文書を取り出すフィノ。

　手て渡わたされた注文書を眺ながめ、ラウルは考えこむように独りごちる。

「キャロル社のインクか……たしかこれ、ベーシック社から注文できたよな」

「えっ、キャロルって会社の商品なら、キャロルに注文すればいいんじゃないのっ？」

「いや、キャロルとうちは直接取引してないから、問屋を通さなきゃいけないんだよ」

「と、とんやっ？？？」

　聞きなれぬ単語に首を傾かしげて不思議そうに聞き返すフィノ。

　かたわらで嘆たん息そくしたアイリが、フィノを諭さとすみたいにひとさし指を立てた。

「いい、フィノさん？　うちのお店には何百ってメーカーの商品が置いてあるでしょ？　それをいちいち全部それぞれの会社から仕入れてたらものすごい手間になるじゃない。だから、ほとんどの商品は問屋さんっていうお店のお店みたいなところから仕入れてるの」

「お店のお店みたいなところっ⁉　え、ええとっ……」

「そうだな……もしもお前の親父が直属の精せい鋭えい部隊を作るとして、魔ま王おう自ら兵士ひとりひとりと面接して選ぶんじゃ大変だから、普ふ通つうは四天王かなんかに集めさせるだろ？」

「なるほどっ！」

　ラウルの説明に納得したように、フィノが大きく頷うなずいて、

「つまり『とんや』というのはお店の代わりにアイテムを集めてくる、魔王の四天王みたいなものなんだなっ！」

「……まあ、ほんとはうちよりも問屋さんの方が大きい会社なんだけどね」

　……感心したように呟くフィノの言葉を受けてぽつりと独りごちるアイリ。

　と、魔法レジ一体型ＭＩＴ端末マジコムの画面を見ていたラウルがふと、声をあげた。

「ああ、やっぱこのインク、ベーシック社で扱あつかってるな。ほら、フィノ、来い」

「う、うんっ……わあっ、なんかっ、数字がいっぱい並んでるっ……！」

　招き寄せられるままディスプレイをのぞき、フィノが大きな目を丸くする。

「うちの問屋の中でもいちばん大きなベーシック社は、こうやってレジのマジコムに型番打てば在庫が確認できて……ここの倉庫は王都のすぐ近くにあるから、夕方までに注文すれば、次の日の午前中には、お店に商品が届くんだぞ？」

「次の日の午前中っ⁉　うわあっ、『とんや』って、すごいんだなっっっ！」

　──ＭＩＴネットを活用した、ベーシック社自じ慢まんの即そく日じつ出荷システム。

　感動したように叫さけぶフィノの隣となりでマジコムに向かったまま、ラウルが独りごちた。

「お客さんが頼んだのがどの色か分からないから、とりあえず今回は全色分発注しとくか。ま、これくらいなら、店に置いとけばそのうち売れるだろうし……ほら、こうやって商品選せん択たくして、最後にここの注文ボタン押すんだ。フィノ、やってみろ」

「分かったっ！」

　ぴょこんと頷くなり、おそるおそるキーボードに触ふれるフィノ。

　画面に示された郵便竜りゆうが空を飛ぶアニメーションと注文受付メッセージを確認するなり、ラウルはねぎらうように少女の肩かたを叩たたいてやった。

「これで、マジコムからの発注は完かん了りよう……べつに、そんなに難しくなかったろ？」

「うんっ！！！」

　ラウルの言葉に顔を上げ、フィノがうれしそうに笑ってみせる。

「くくっ、これでまたひとつ、店長に近づいたというわけかっ……！　よーし、これからはオレ様ひとりでも、完かん璧ぺきな受注対応を見せてやるからなっ！」

「……まだ注文書書くのすら怪あやしいくせに、なに言ってるのよ」

「さ、さっきは緊きん張ちようしてたからでっ……つ、次からは、ちゃんとやれるぞっ⁉」

「……さあ、どうかしらね？」

　頰ほおを膨ふくらませて抗こう議ぎするフィノと、あきれたように呟くアイリ。

　そんなふたりの前で注文書をひらひらさせ、ラウルが口を開いた。

「そうそう、フィノ。発注終わった注文書は、この引き出しに入れるんだ」

「了りよう解かいっ！　……あれっ？」

　……と。

　ラウルに言われて引き出しを開けるなり、フィノが目を丸くする。

「ラウルっ、これ、副店長の注文書だっ！」

「えっ……ああ」

　フィノが取り出した一番上の注文書を見やり、ラウルはあきれたように呟いた。

「副店長、自分が欲しい商品をしょっちゅう自分で取り寄せてるからな。なんでも、毎月の給料の半分は、うちの店レオンに注ぎ込んでるってのが口くち癖ぐせで……」

「ん、どーした、ラウル君？　もしかしておれのこと、呼んだかいー？」

　……と。

「あっ、副店長、お疲つかれさまです」

　……ウワサをすれば、なんとやら。

　ふらりと売り場から現れた赤毛の男……バイザー副店長の姿に、ラウルが顔を上げる。

「いまフィノに受注対応教えてて、注文書の見本を見せてたとこで……」

「ねえっ、副店長が注文してるこれ、いったいなんなんだっ？」

「ん？　あー、これなー……」

　注文書を指して訊たずねるフィノに、副店長が顎あごをさすりながら頷いた。

「これ、マジコムの部品なんだわー。今度インペリアル社から新しいマジックチップセットが出るから、うちのマジコムに組み込んでみよーと……」

「ま、まじこむの部品っっっ⁉」

「副店長、もしかして、マジコムの改造なんて出来るんですかっ？」

「ああ、まーな。魔法構文マジツクプログラムもいじらなきゃいけねーし、ＭＥマジツクエンジニア以外じゃちーっと難易度高たけーかもしれねーけど……？」

「さすが、副店長ですねー……」

　感心したように呟く部下たちの前で得意げに胸を張る副店長。

　……と、数枚束ねられた注文書をぺらぺらとめくっていたフィノがふと、声をあげた。

「ねえ、これはっ？」

「「「へっ？」」」

　その言葉に、一同は揃そろってフィノの手の中の注文書へ視線を落とす。

「──『いけない女僧そう侶りよ！　ぬるぬるモンスター地じ獄ごく』、『女勇者のヒミツのおしごと　スライム篇へん』、『濡ぬれた吟ぎん遊ゆう詩人、秘められし背徳のほこら』……よく分かんないけど、濡れたら着き替がえないと風邪かぜ引くぞ？」

　……なんだかいかがわしいＭＶＤマジカルビデオデイスクタイトルに不思議そうな顔をするフィノ。

　無む邪じや気きに首をひねる少女の前で、気まずげに視線を泳がせていた副店長がくるりときびすを返した。

「そ、そのっ……おれっ、用事思い出したからーっ……」

　……言い残すなり、そそくさと売り場に消えていく副店長。

　思わず半眼になってしまうラウルとアイリの前で、ふたたび引き出しに目をやったフィノが声をあげる。

「あっ、アイリの注文書もある……」

「って！！！　ちょ、ふ、フィノさんっっっ！！！！！」

　とたんに飛び上がったアイリが、注文書を奪うばおうとあわてたように手を伸ばし……。

「『みるみる育つ！　エリクサー成分配合マジカルバストアップキット』っ……？」

「～っっっ！！！！！」

　……間かん一いつ髪ぱつ、間に合わず。

　フィノが商品名を読み上げたとたん、みるみるうちに赤くなるアイリの頰。

　どちらかといえば控ひかえめな少女の胸をチラ見し、ラウルはつい、ぽつりと呟いてしまう。

「『オールＡ』……」

「し、失礼ねっっっ！　こ、これでもＢはあるんだからあっっっ！！！！！」

　いろいろと含ふくむもののあるラウルの視線に、Ｂカップ（自じ称しよう）の胸を両りよう腕うでで覆おおったアイリが涙なみだ目めで声を荒あららげた。

「だいたいっ、あなただってこの前マジカルシークレットブーツ頼たのんでたじゃないっ！」

「って、ちょっ、おまっ、なんでそれ知ってんだよっっっ！！！！？」

「入荷したとき私が荷受けと検品したんだから当然でしょっ⁉　あんなもので身長誤ご魔ま化かすなんて男らしくないわよラウル・チェイサーっ⁉」

「べ、べつにいいだろっっっ⁉　それ言うならお前こそっ、こないだの休みにスーパーで見み掛かけたとき、胸が不自然に人並みサイズでっ……」

「なっ、ど、どこ見てるのよーっっっ⁉」

「いや、見ようとしなくても普通に気づくだろっ⁉　あれ、どう見てもパッド……」

「みみみ見損なったわラウル・チェイサー！　私だって、あなたがこの間えっちなゲーム注文してたの知ってるんだからっ！　あれ、パッケージはとってもかわいいけど、内容はドロドロのっ……」

「あああああああっっっ！　違ちがっ！　あれはそのっ、こないだ本部のエリックがぜったい感動するって勧すすめてきたからっ……ていうか、お前元勇者のなんとかブートキャンプってダイエットマジカセ注文してたろっ⁉　あれ、ちゃんと続けてるのかよっっっ⁉」

「ばっ……つ、続けてるに決まってるじゃないなに言ってるの当たり前でしょっ⁉　あなたこそ前に注文してた黒の指ぬきマジカルグローブっ、いつも得意げに着けてるけど、カッコいいって思ってるのはあなただけでっ……」

「くっ……！」

「ぐっ……！」

　しばし、ぎりぎりと睨にらみ合って……やがて、アイリがおずおずと口を開く。

「……ね、ねえ、互たがいの傷をえぐる不毛な争いは、ここまでにしない？」

「あ、ああ……」

　……互いに視線を交わしつつ、後ろ向きな休戦協定を結ぶふたり。

　そんなふたりを尻しり目めに、相変わらず引き出しをあさっていたフィノがまた顔を上げた。

「なあ、店長の注文書もあったぞっ！」

「「えっっっ⁉」」
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「『ＭＨＫライブラリ　生きもの神秘紀行38　─悪用厳禁！　猛もう毒どくを持つ魔ま物もの特集─』『チャレンジ！　身近な物で作るゲリラトラップ　─殺さつ戮りく編─』『プロフェッショナル仕事の美学４　手段は選ぶな、口を割らせろ　─拷ごう問もん吏しクラッシュの挑ちよう戦せん─』……」

　注文書を読み上げるフィノの前で、ラウルたちは微び妙みような面おも持もちになってしまう。

「て、店長って……」

「……やっぱ、店長は怒おこらせない方がいいな」

　……と。

「あらあら、呼びました？」

「あっ、店長っ、お疲れさまですっ！」

　……ウワサをすれば、なんとやら。

　通りかかった栗くり色の髪かみの美少女……セアラ店長の姿を認めるなり、ラウルが顔を上げる。

「いま、フィノに受注対応教えてて、注文書の見本見せてたとこで……」

「あらあら。もしかしてフィノちゃん、受注対応出来るようになったの？」

「うん、ラウルに教えてもらったっっっ！」

「ふふっ、えらいわね」

　得意げに胸を張るフィノの頭を撫なでながら、店長が琥こ珀はく色の目を慈いつくしむように細めた。

「……ねえ、フィノちゃん」

　……ややあって。

　目線を合わせるみたいに腰こしをかがめた店長が、そっとフィノに問いかける。

「フィノちゃんは受注対応でいちばん大切なこと、なんだか分かるかしら？」

「えっ……？」

　とうとつな質問に、フィノはなんだか戸と惑まどったみたいに蒼あおい目を瞬しばたたかせた。

「え、ええと、笑顔とかっ……」

「ふふっ、それもとっても大切だけど、もっと、べつのことです」

「えっ……じ、じゃあっ、注文書を書き間ま違ちがえないことっ？」

「ううん。もっとシンプルで、もっと大切なこと」

「もっと大切なことっ……？」

　オウム返しするフィノを見やりつつ、セアラ店長がふふっと微笑ほほえんで、




「──お客さんとの約束は、かならず守ること」




「お客さんとの約束を守ることっ……？」

　店長の言葉に大きな目を丸くするフィノ。

　あたたかなまなざしを向けながら、セアラ店長がやさしく話しかける。

「もちろん、約束を守るのはいつだって大切だけど、お客さんの信しん頼らいはぜったい、裏切っちゃいけないの。……フィノちゃんは約束、守れるかしら？」

「うんっっっ！」

　穏おだやかな口調で訊たずねる店長に、フィノは大きく頷うなずいて、

「お客さんとの約束は、なにがあってもかならず守るぞっっっ！！！！！」

　力いっぱい宣言するフィノの姿に、セアラ店長がにっこりと微笑んだ。







　と、そんなことがあって──。




「いらっしゃいま……ラウルっっっ！」

　──ラウルがフィノに受注対応を教えてから数日後。

　入店してきたラウルの姿を認めるなり、レジカウンタで段ボール箱と格かく闘とうしていたフィノがうれしそうに面おもてを輝かがやかせる。

「ラウルっ、今日はお休みなのにっ、どうしたのっっっ⁉」

「いや、ちょっと、買う物があってさ」

　月の曜日の正午前。お客さんもまばらな店内を見み渡わたしつつ、ラウルはまっすぐレジカウンタへ歩みよった。

「……っと、たしか今日は『オールＡ……アイリも休みだったよな。フィノ、レジの仕事、お前ひとりで大だい丈じよう夫ぶか？」

「うんっっっ！！！！！　ここまでレジ金の差異出てないしっ、ラウルとアイリがいっぱい受注対応やらせてくれたお陰かげで、もう注文受けるのだってぜんぜん問題ないぞっ！」

「へえ、そりゃ、心強いな」

「……へへっ！」

　ラウルに褒ほめられて照れたように頷くなり、フィノはふたたび、カウンタ床ゆかに置かれた段ボール箱へカッターナイフを押し当てる。

　……と。

「っ……？」

　目の前の段ボールを開けるなり怪け訝げんそうな顔をするフィノ。面を曇くもらせて少し考え込んだあと、少女は襟えり元もとに留められたマジックインカムマイクへ手を伸のばした。

「ね、ねえっ、店長っ、副店長っ！　今日入荷した荷物ってこれだけっ？　……えっ！　宅配便の業者さんっ、今日の分はもう、全部来ちゃったのっっっ……？」

　マイクに触ふれたまま、なぜか固まってしまうフィノ。

　……すっかり蒼ざめた少女の横顔にイヤな予感を覚え、ラウルは思わず声を掛かけた。

「……おい、フィノ、どうしたんだ？」

「ら、ラウルぅっ……」

　ラウルの声にはっと我に返ったように。ラウルを見上げたフィノが、レジカウンタ台の上に伏ふせてあった一枚の紙をおずおずと差し出してくる。

「これっ、昨日オレ様が受けた注文なんだけどっ……」

「アプリアのマジカルｉタブレットのセカンドモデル？　たしか、廃はい番品の……」

　注文書に目を落とすラウルの前で、フィノが備考欄らんの『翌日納品！』のメモを指した。

「このお客さん、どうしても明日あしたの夜までに欲しいって言っててっ。マジコムのラウルに教えてもらったやつで調べたら一個だけ在庫あったし、まだ夕方前だったからお客さんに明日かならず入荷しますって言ったんだけど、今日入荷した商品の中になくって……で、でもっ、問屋さんに在庫があれば、翌日の午前中にはぜったい届くんだよねっっっ？」

「……フィノ」

　思わず、額に手を押し当てて。目をすがめたラウルが苦々しげに舌打ちする。

「昨日は、日の曜日だったな……？」

「えっ……う、うんっ……」

「日の曜日は問屋が休みだから翌日出荷で、店につくのは翌々日になるんだよっ！」

「えっ……！」

　とたんに顔色を失うフィノの前で、ラウルはぎりぎりと奥歯を嚙かんだ。そういや俺、問屋が休みの日は納期がずれること、こいつに教え忘れててっ……くそっ、俺のミスだっ！

「待ってろっ、フィノっっっ！」

　真っ青な顔で固まってしまったフィノにそう言い放つやいなや、今日が公休日だということも忘れたように私服でレジカウンタへ飛び込んで。端はしに置かれたマジックフォンを取りあげるなり、ラウルは問屋に繫つながる短縮番号を押す。

「──もしもし、ベーシック社ですかっ？　はい、マジックショップ・レオン王都店ですが、昨日注文した商品の件でっ……はいっ、アプリアのっ……」

「ラウルっ……」

「くそっ！！！！！」

　……マジックフォンを切るなり、ラウルは大きく首を振ふった。

「問屋の方、ちょうどいま配送業者に商品渡わたしちまったらしくって……明日ここに届くまで手が出せないっ！」

「で、でもっ、明日じゃ間に合わないっ！　お客さん、今日の夕方に来ちゃうのにっ！」

　蒼い目をじわっと潤うるませるフィノの不安に押しつぶされそうな表情。

「ど、どうしようっ……オレ様っ、お客さんに大丈夫って言っちゃったのにっ……お客さんと約束したのにっ……約束、かならず守らなきゃいけないのにっ……！」

「っ……」

　いまにも泣き出しそうな顔をする少女の前で。マジックフォンを握にぎりしめたまま、ラウルがやがて、口を開いた。

「……まだ、諦あきらめるのは早い！」

「えっ……」

　はっと顔を上げたフィノを勇気づけるように、ラウルは力強く頷いてみせる。

「たしかにｉタブレットのセカンドモデルは生産終しゆう了りようしてるけど、問屋に在庫があったくらいだし、もしかしたらまだどこかに新品在庫が残ってるかもっ……フィノ、そこの魔ま法ほう通話帳取ってくれっ！　王都中のアイテムショップに片かたっ端ぱしから問い合わせるぞっ！」







「──はいっ！　……そうですかっ。すみません、ありがとうございますっ……」

　ぶっ通しで喋しやべり続け、からからに渇かわいた喉のどと舌。

　受話器を握る右みぎ腕うでは痺しびれたように重たく……それでもまた、ラウルは通話ボタンを押す。

「──もしもし、ちょっと商品を探してまして、アプリアのっ……そ、そうですか……」




「ありがとうございますっ！　三点で合計、１２００ゴールドでっ……」

　ひたすらマジックフォンを掛けるラウルの視界の端に、銀の髪をした少女の姿。

　胸に広がる不安を懸けん命めいに押し殺してお客さんへ笑顔を向けるフィノは、レジ対応が切れるたびに、気き遣づかうようなまなざしをラウルへと向けてくる。

　そんな少女の視線に目をすがめ、魔法通話帳の文字を指でなぞったラウルはまた、次の番号を入力した。

「──すみません、そちらにアプリアｉタブレットのセカンドモデルは……えっ⁉」

「っっっ！！！！？」

　──その、瞬しゆん間かん。

　びくっと顔を上げたフィノが、転がるようにラウルのところへ駆かけ寄よってくる。

「あ、可動展示品ですか……その、探してるのは新品で……はい、すみません、ありがとうございます……」

「っ……」

　……スイッチを切るラウルの前で肩かたを落とし、すごすごとレジへ戻もどっていくフィノ。

　くそっ、俺のせいでっ……。

　胸に渦うず巻まく罪悪感を吐はき出すように嘆たん息そくし、ラウルはまた、受話器を耳へと押し当てた。

「──……もしもし、すみません。そちらに、ｉタブレットのセカンドは……」

　……と。

「は、はいっ！　ぜひお願いしますっっっ！」

「ラウルっっっ！！！！？」

　にわかにトーンを上げたラウルの声に、ふたたび駆け寄ってくるフィノ。

「はいっ、では、すぐっ、はいっ……」

　ラウルの服の袖そでをぎゅっと握りしめ、まっすぐこちらを見上げてくるフィノ。期待と不安の入り混じった真しん摯しな瞳ひとみに、受話器を置いたラウルは大きく頷き返してみせた。

「あったぞっ！　エンディミオン王都東店に、ひとつだけ新品在庫が残ってるって！」

「ラウルっっっ！！！！！」

　その、瞬間。安あん堵どの表情を浮うかべたフィノが、思いきりラウルの胸に飛びついてくる。

「って！　ふ、フィノっっっ！！？」

「ラウルぅっ……よかったあっ……これでお客さんとの約束、守れるっ……」

　背中にまわされた細い腕うでと、へその辺りに押し当てられるとびきりやわらかなふくらみ。

　いつになっても慣れない少女の抱ほう擁ように、ラウルは思わず声を裏返す。

「ちょ、は、離はなれろっってっ！　おいっ、まだ安心するのは早いんだよっ！」

「っっっ⁉」

　はっとしたように腕を解くフィノの前で、ラウルが腕の時計を指した。

「なんか、たまたま、同じ商品の問い合わせがあったみたいで……さいわい、そっちのお客さんはまだ来てないらしいけど、俺たちの方が後だから取り置きは出来ないって言うんだよっ！　だからいますぐ向かわないとっ……フィノっ、俺っ、行ってくるっ！」

「ま、待ってっ！　オレ様も行くっ！」

「でもっ、お前はレジが……っ⁉」

　不意に、肩に手を置かれて。

　びくっとして振り返かえったラウルの視界に、ふわふわした栗くり色の髪かみが飛び込んでくる。

「て、てんちょうっっっ⁉」

「ラウルくん、お疲つかれさま。せっかくのお休みなのに、いったい、どうしたんですか？」

　琥こ珀はく色の目を瞬またたかせ、不思議そうに訊たずねてくるセアラ店長。

　そんな店長のエプロンをぎゅっと摑つかむなり、フィノが大きな声をあげた。

「店長っっっ！！！」

「あらあら、フィノちゃん、なにか、あったのっ？」

「お、オレ様っ、お客さんに納期の案内間ま違ちがいしちゃってっ……！」

「って、店長違うんですっ！　俺がフィノにちゃんと教えなかったからっ……」

「ううんっ、オレ様、もう全部ひとりで出来ると思って、かならず今日届くなんてこと、誰だれにも確かく認にんせずに自分だけで言っちゃったのがいけなかったんだっ！　でも、ラウルがあんなに頑がん張ばって商品探してくれたからっ、オレ様も、なにかしないとっ……！」

「フィノっ……」

「ねえ、店長っ、お願いっ！　抜ぬけた分はあとでぜったい埋うめ合あわせするからっ、お客さんが注文してくれた商品取りに行ってもいいっっっ⁉」

　店長のエプロンの端を握りしめ、思いつめたようなまなざしで言いい募つのるフィノ。

　……やがて。

「……フィノちゃん」

　ふるえる少女の肩に、そっと触れて。

　穏おだやかな微笑ほほえみを浮かべたセアラ店長が、やさしく頷うなずいた。

「お店の方は大丈夫。だから、お客さんとの約束、守りに行ってください」







「フィノっ！　パラトム地区に行くなら、乗り合い竜車がいちばん早いっ！」

「うんっっっ！」

　──ぎゅっと握りしめたフィノのやわらかな手のひら。

　レオンの前の通りを駆けながら、ラウルは腕時計にちらりと目を落とす。

　ここからいちばん近い乗り場はアマダ王都本店の前。エンディミオン王都東店があるパラトム方面行き乗り合い竜車はたしか二時間に一本で、出発時間は十分後の十二時ちょうど。もしこれを逃のがせば竜タクシーを拾うしかないけれど、そのためには一度メインストリートに出る必要があって、乗り合い竜車で行くよりずっと時間が掛かってしまう。

「このまま走れば、なんとか十二時に間に合うハズっ……」

　言いながら、通りの角を曲がって。

　……とたんに飛び込んできた光景に、ラウルはあんぐりと口を開けた。




「──って、なんでこんなときに限って道路工事してんだよおおおっっっ⁉」

「あー、兄ちゃんすまんねー。ここは通れないから、迂う回かいしてくれー」

　ヘルメットのおっさんにうながされ、フィノの手を引くラウルは舌打ちとともにきびすを返す。仕方ない。かなりぎりぎりだけど、一本向こうの道を行くしか……って！




「ちょっ、な、なんだよこの人混みっっっ……！！！！！」




「きゃああっ！　神しん出しゆつ鬼き没ぼつの奇き術じゆつ師トロンのゲリラ奇術ショーよっ！」「うわっ、幻まぼろしの奇術師と名高いあのトロン様のっ⁉」「で、でも、どうしてこんな裏通りでっ……」「ばっか、そーいう気まぐれがいいんじゃねーか！」「すげっ、あんな小さな帽ぼう子しからあんなものが惜おしげもなくあふれ出てっ……」「おい小こ僧ぞうっ！　割り込むんじゃねえっっっ！」




「って、嫌いやがらせかよチクショウっっっ！！！！！」

　……ラウルたちが飛び込んだ路地を埋め尽つくす、奇術師トロンとやらの路上公演目当てに集まった大勢の人々。密集してざわめく人混みはかき分けて進むなんてとても出来そうにない。目的の竜車乗り場は、ここを抜ければ目と鼻の先なのにっ……！

　思わず時計を見れば、長針は既すでに『12』の文字に差し掛かかっている。これ以上迂回してたら、どうしたって間に合わないっ！

　すっかり焦あせるラウルの視界にふと飛び込んでくる、銀色のかたまり。

　ふわふわと浮かぶアルミ風船を目にした瞬間がばっと顔を上げ、ラウルが叫さけんだ。

「あのっ、すみませんっ！　それっ、譲ゆずってもらえませんかっっっ⁉」

「「っ？？？」」

　見知らぬ少年の申し出にぽかんとする若いカップル。

　……ややあって、彼女の方が、おずおずと彼氏を見やる。

「た、タっくん……なんかよく分からないけど、譲ってあげたら……？」

「えっ……ま、まあ、ナっちゃんが、そう言うならっ……」

「ありがとうございますっ！　フィノっ、魔ま力りよく貸せっっっ！」

「えっ……う、うんっ！」

　戸と惑まどいの表情を浮かべながら小さな手を差し出すフィノ。

　やわらかな指先がラウルの左手に触ふれた瞬間、マジックアイテム化された少年の身体からだに、魔王の血を引く少女の魔力が流れ込んでくる。……よしっ！

「フィノ、俺に摑まれっ！　……行くぞっ！　《起動ブート》っ──！！！！！」




　ラウルが走らせた《魔法回路サーキツト》に覆おおわれてまばゆく輝かがやくアルミ風船。

　少年の回路と少女の魔ま力りよく。ひとつになった魔法の力が、風船に大きな浮ふ力りよくを与あたえて。




　──次の、瞬間

　魔力を帯びた風船を手に、ラウルが足あし下もとの石いし畳だたみを思いきり蹴けった。




「って、おい、上っ！」「なんだあれっ⁉」「奇術師トロンの芸よりすげえぞっっっ！」




「ラウルっっっ！！！！！」

　輝く風船を片手に人混みを飛とび越えるふたりの身体。

　ラウルの腰こしに腕をまわして抱だきつきながら、きらきらと瞳を輝かせたフィノが感極まったように声をあげる。……と。




「おいっ、あの女のコ、スカートの中がっ……」「おいっ、マジだっ！」「うわっ、すげえ絶景っ……」「って、おいっ、押すなっっっ！」




「～っっっ！！！！！」

　……片方の手で風船を握にぎり、もう片方の手でフィノを支えるラウルと、そんなラウルに必死でしがみつくフィノ。それぞれ両手の塞ふさがったふたりに、風をはらんでふわりと膨ふくらむスカートを押さえることなんて出来るハズもなく。

　また足下から聞こえてきたひときわ高い歓かん声せいに、耳まで真っ赤になったフィノが涙なみだ目めで「ふええ……」と洩もらした。







「ら、ラウルぅっ、み、見られちゃったよおおおっ……ね、ねえっ、もしも子どもができちゃったら、どうしよっ……！」

「って！　で、できねえよっっっ！！！」

「ほ、ほんとっ？　ねえっ、ほんとに大だい丈じよう夫ぶっっっ？？？」

「あ、ああっ！　そのっ、それくらいじゃできないから、安心してっ……」

　って俺、いったいなに言ってんだよっっっ！！！！？

　……半泣きで言い募るフィノをなだめながらつい赤くなるラウルの頰ほお。

　これ以上ないほど赤面するフィノの手を握りしめ、カップルの助力ととっさの機転でショートカットに成功したラウルは、いままさに出発しようとしていた乗り合い竜車の中へとどうにか転がり込む。




「っ、まっ、間に合ったっ……」

「ら、ラウルっ、こ、これでっ……」

「い、いや、まだ分からないけどっ、少なくともベストは尽くしたっていうかっ……あ、あとは、このまま店に行くだけっ……」

　……と。




「ふははははははははははアっっっ！！！！！」




　ぜえはあと息をつくラウルたちの前。さっきからごそごそしていた中年男が高笑いとともに立ち上がり、乗客へ刃は物ものを突つきつける！

「いいか、この竜車はおれがジャックしたっっっ！　命が惜しけりゃ、このまま南にあるライフレッズ市まで……」




「って、いまはそれどころじゃねえんだよおおおおおっっっ！！！！！」




　……次の、瞬しゆん間かん。

　喚わめきながら飛びかかったラウルの一いち撃げきで、凶きよう器きを手にした中年ハイジャック犯は乗り合い竜車の床ゆかへあっさり沈しずんだ。







「っ、らっ、ラウルっっっ！」

「っ、ふ、フィノっ、あと少しっ、そこの角っ、曲がったとこっ……！」

　──業界第二位、マジカル・エンディミオングループが展開するマジックショップチェーン・エンディミオン王都東店。

　入り口ドアを破らんばかりの勢いで店内へ駆かけ込んだふたりは、そのまま一直線にレジへと押し掛ける。

「あのっ！　さっきｉタブレットの件でマジックフォンした者ですけどっ……！」

「ねえっ、まだあるっ？　まだ残ってるっっっ！！？」

「え、あっ、は、はいっ……」

　……とつぜん飛び込んできたふたりの剣けん幕まくに目を瞬しばたたかせる、レジカウンタの中にいた黒くろ縁ぶち眼鏡めがねの女性店員。

「そ、それでしたら、あちらのガラスケースの中にっ……」

「くださいっ！　それっ、くださいっ！」

「お姉さん早くっ！　おねがいっっっ！」

「は、はいっ！　た、ただいまっっっ！」

　あわてたようにガラスケースの鍵かぎを摑つかんで走っていく女性店員を見送りつつ、エンディミオンのレジカウンタにもたれたラウルは思わずほっと息をついた。

　とりあえず、これで一安心っていうか……と。

「…………」

　……不意にラウルの胸を過よぎる微かすかな不安。

　そう言えば、なんか俺、ものすごく大事なこと、忘れてるような……って。

「お、お待たせしましたっっっ！」

　ラウルの耳に飛び込んでくる、黒縁眼鏡の店員の声。

「こちらが、アプリアｉタブレットのセカンドモデルで……お色はブラックになりますが、よろしいですか？」

「「っっっ！！！！！」」




　……ブラックとホワイトの二色があるアプリアのｉタブレット。

　ぴしりと凍こおりつくフィノのかたわらで、ラウルはいまさらながら、注文書に書かれていた型番の末まつ尾びを思い出す。

　黒を表す「Ｂ」じゃなく、白を表す「Ｗ」……その瞬間、少年はがくりとうなだれた。




「ど、どうしようっ……！」

　ショックのあまりその場にぺたんと座り込み、フィノが声を震ふるわせる。

「せっかく来たのにっ……これっ、お客さんが欲しいって言ってた色じゃないっ……」

　……放心したように呟つぶやくフィノの頰をつたう、ひとすじの涙。

「約束したのにっ……っ、お客さんとやくそくっ……したっ……のにっ……」

　……見ているこっちまでつらくなるような表情。

　ぎゅうっと寄せられた眉まゆの下、少女の蒼あおい瞳ひとみが、見る間にじわりと滲にじんで……。




「……あなたたち、なにやってるの？」

　不意に聞こえてきた声にはっとして。顔を上げたラウルは思わず叫んだ。

「って、お、『オールＡ』っっっ！　お前っ、どうしてここにっ……っ⁉」

「どうして、って……いつも使ってるマジカルボールペンの芯しん、ここしか置いてないのよ。商流の関係でレオンじゃ扱あつかえないメーカーだし……ていうか、あなたはともかく、フィノさんは今日、仕事のはずじゃ……って！」

　ぼろぼろと涙を流すフィノを見たとたん、アイリははっと息を吞のむ。

「見損なったわラウル・チェイサーっ！　あなた、フィノさんになにしたのっっっ⁉」

「って、違ちがっっっ！　そのっ、俺たち、ちょっと受注でミスっちまってっ、ｉタブレットのセカンドモデルのホワイト探しててっ……」

「ｉタブレットのセカンドモデル？」

　──ラウルの言葉を聞いた、瞬間。

　なんだかきょとんとした表情を浮うかべ、アイリが藍あい色いろの目を瞬かせた。







「いらっしゃいませっ、お待ちしておりましたっ！」

　──その日の夕方、約束通りレオン王都店に来られたお客さん。

　ｉタブレットのセカンドモデル（ホワイト）の箱を前に、青年は満足げに頷うなずいてみせる。

「ありがとうございましたーっっっ！！！」

　ぺこりと頭を下げるフィノの前で袋ふくろを抱かかえて、うれしそうに帰っていくお客さん。

　……そんな青年の後ろ姿を見送りながら、ラウルがぽつりと呟いた。

「ま、まあ、どうにかなったな……」

「う、うん……」

　なんだか微び妙みような面おも持もちで頷くフィノ。少女の心を代弁するように、ラウルが嘆たん息そくする。

「……けど、旧型のｉタブレットが、まさか、あんなところにあったなんて……」




『──ああ、それなら、アマダ王都本店に行けばまだいっぱい在庫あるハズよ？』

　……出先でたまたま顔を合わせた元アマダ従業員、アイリの情報を聞きつけて。半信半疑でライバル店へ向かったラウルたちを待ち受けていたのは、巨きよ大だいなガラスケース内に収められた、大量のｉタブレットの山だった。

「廃はい番品の在庫までストックあるなんて、さすがは業界首位っていうか……」

「……ねえ、ラウル。あのお客さん、はじめからアマダで買えば良か……」

「……言うな、フィノ」

　ぼやくフィノの言葉を遮さえぎって、ラウルが静かに首を振ふる。……と。




「──ラウルくん、フィノちゃん、納品、お疲つかれさまです」

「「店長っっっ！！？」」

　まるで、一部始終をずっと見守っていたみたいに。

　ふたりがぱっと振り返るなり、いつの間にかそばに立っていたセアラ店長が微笑ほほえんだ。

「フィノちゃん。お客さんとの約束、守ることができて良かったですね……？」

「店長っ……」

　──トラブルを乗り越こえたフィノをやさしくねぎらうセアラ店長。

　あらためて、フィノは握にぎりしめていたままの注文書へ目を落とす。




　たったいま注文書の右上に戴いただいたばかりの、お客さんの受領サイン。

　まぶしげに目を細めるなり顔を上げたフィノが、とびきりうれしそうに頷いた。
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　第五章　「魔ま王おうの娘むすめさんが新年会に参加されるようです。」







「「「「「「初売りセール、お疲れさまでしたーっ！」」」」」」




　──マジックショップ・レオン王都店二階にある従業員休きゆう憩けい室。

　鍋なべ敷しきの上でぐつぐつ音を立てるコンロの要らない熱源内蔵セルフヒート型魔法土ど鍋なべを囲み、一日の仕事を終えたスタッフたちがはればれした顔で乾かん杯ぱいする。

「ふふっ、今年最初のお仕事、ご苦労さまでした」

　銅製のゴブレットを手にスタッフたちをねぎらうセアラ店長。

　ふと、向かいの席を見やり。元勇者志望の少年ラウルは目を丸くした。

「副店長、その手て袋ぶくろ、どうしたんですか？」

「あ、いや、ちょっとなー……」

　手袋が嵌はめられた左手を隠かくし、バイザー副店長は話を逸そらすように口を開く。

「しっかし、今日は大入りだったなー。ライバル店アマダの初売りがみんな二日からってこともあるだろーけど、無理ゲーな予算も達成できちまったし、新年そうそう幸さい先さきいいわー」

「ほんと、すごかったな……っ！」

　さらさらした銀ぎん髪ぱつと、きらきらした蒼い瞳。ゴブレットに注がれたはちみつドリンクを夢中で飲んでた少女……魔王の血を引くバイトのフィノが、ぴょこんと顔を上げた。

「開店する一時間も前からお客さんが並んでてっ、レジもずっと忙いそがしくてっ、お昼ご飯食べるヒマもないくらいでっ……オレ様、あんなにいっぱいお客さん見たの初めてだっ！」

「……ま、今日の初売りは、うちの店レオンが一年でいちばん混む日だからな」

　開店と同時になだれ込んでくる大勢のお客さんたち。人いきれとざわめき。魔法拡声器の声。あわただしく駆かけまわるスタッフたちの間でひっきりなしに飛び交うインカムの声。みるみる減っていく福ふく袋ぶくろや特価品の山。途と切ぎれることのない会計待ちの行列……まるで戦場のような昼間の喧けん噪そうを思い出し、ラウルは思わず嘆息してしまう。

　……けど、頑がん張ばった分、仕事の後の達成感はひとしおで。身体からだはくたくただけど、なんか、すげえ充じゆう実じつしてるっていうか……お店が繁はん盛じようして忙しいのって、いいよな。




「ねえ、ラウル」

　……不意にラウルの袖そでを引っぱって、フィノが不思議そうに訊たずねてくる。

「ところで、今日お客さんたちが買ってた赤い袋ってなんだったの？　朝から並んでたお客さんたちがみんな買ってって、すぐに売り切れちゃったけどっ……」

「赤い袋ふくろ……ああ、福袋な」

　フィノの言葉に頷いて、ラウルが面白そうにひとさし指を立てた。

「あれ、一個三千ゴールドなのに、一万ゴールド分のアイテムが入ってるんだぞ？」

「えっ……それって、七千ゴールドもお得じゃないかっ！」

「しかも、中には一台十万ゴールドするＭＩＴ端末マジコムやマジカメが入ってる大当たり袋もあるんだぜ？　ま、数量限定だから、早い者勝ちなんだけどな」

「うわあっ、福袋ってすごいんだなっ！　くっ、オレ様も買えばよかったっ……！」

「……ラウル・チェイサー」

　と、しれっとした顔で説明するラウルを一いち瞥べつし、端はしに座っていた蜂はち蜜みつ色の髪かみの美少女……通つう称しよう『オールＡ』のアイリがあきれたように口を挟はさんでくる。

「あなたね、フィノさんをからかうのも、ほどほどにしたら？」

「えっ、ら、ラウル、どういうことっ？」

「その……お買い得だけど、中にいったいなにが入ってるかは分からないんだよ」

　咎とがめるようなアイリの視線に頭を搔かきつつ、ラウルが説明した。

「つまり、すげえいいものが入ってるかもしれないし、いらないものが入ってるかもしれないし、それも含ふくめて年の初めの運試しってやつなんだ。お前だって、いくら三千ゴールドで一万ゴールド分のアイテム買えても、中身が全部聖水だったりしたら困るだろ？」

「せ、聖水っっっ……」

　その言葉を聞いたとたんびくっとするフィノ。……魔人であるフィノは聖水が大の苦手で、最近では聖水の棚たな付近に近づこうとすらしないくらいだ。

　ちなみにレオンのマジヴィゲームソフトコーナーにはえっちなタイトルも若干含まれているけど、間ま違ちがえてフィノが手に取ったりしないよう、セアラ店長の手によって周辺の床ゆかに聖水が撒まかれているのがスタッフ公然の秘密だったりする。

「……ていうか、今回のは高確率で聖水入ってんだよな。少し前のブーム当て込んで本部が大量に仕入れたけどぱったり売れなくなって、消費期限がやばくなったらしくて……」

「って、ラウル、どうして知ってるのっ⁉　さっき、中身は分からないってっ……」

「フィノさんがお休みの日に、本部の指示書見ながら私たちで袋にアイテムを詰つめたの」

「そうだったのっ……⁉」

　アイリの答えに目を丸くし、フィノが羨うらやましそうに洩もらす。

「いいなっ、それ、すっごく面白そうっ！　ううっ、オレ様も手伝いたかったなっ……」

「……フィノ。いくら運試しでも、ミミックとか入れるのはナシだからな？」

「えっ、ダメなの？」

「ダメに決まってんだろっっっ！」

　意外そうな顔をするフィノに思わず声を荒あららげるラウル。

　ゴブレットを呷あおりつつ、副店長が呟つぶやいた。

「……まー、福袋なんて、店にとっちゃ体ていのいい在庫処分だったりするんだよなー。去年のうちのやつなんざ、『鬱うつ袋ぶくろ』なんて呼ばれてネットで晒さらされてたしー……」

「あら、ちゃんと本部の指示通り振り分ければハズレなんてできないのに、面めん倒どうだからってマジカセテープを五千ゴールド分同じ袋に入れたの、いったい誰だれだったかしら？」

「て、店長、どーしてそれをっ……あ、あれはそのっ、もしかしたらマジカセテープが大好きなお客さんに当たるかもしれねー確率もなくはねーかなーと思って、ついっ……」

「ふふっ、今月のバイザーくんのお給料、福袋の現物支給でいいかしら？」

「……すみませんでした」

　にこにこしながら訊ねるセアラ店長と、深々と頭を下げる副店長。

　ゴブレットを手にしたフィノが、なんだか誇ほこらしげに口を開いた。

「でも、あんなにいっぱいお客さんが来てくれるなんて、昨日の夜、みんなで残ってセールの準備した甲か斐いがあったな！」

「……って、フィノさん、値付け作業の途と中ちゆうでラベラー握って寝ね落おちしてたじゃない」

「だ、だってっ、展示のマジヴィから、なんか眠ねむい感じの曲が流れてくるからっ……」

「……まったく。人間の深い情念がこめられたマジカル演歌の良さも分からないだなんて、しょせんは魔人よね？」

「いや、ＭＨＫ紅白後半のマジカル演歌タイムは正直、俺もキツかったけど……」

「って！」

　なにげなく呟いたとたん、アイリが信じられないといった表情をする。

「あなた、元勇者志望のくせにサブちゃんの良さも分からないのっ？　歴戦の勇者から大物演歌歌手へ華か麗れいなる転身を果たした『北国の勇者』サブミット・フォーム氏こと通称サブちゃん！　いくらあなたでも、『勇者は魔人斬きるーヘイヘイホー♪』っていうあの大ヒット曲くらいは、聞いたことっ……」

「いや、俺、勇者には興味あるけど芸能人には興味ねえし……それに、演歌ってなんか、みんな同じように聞こえて……」

「み、見損なったわラウル・チェイサーっっっ！！！」

　思いきり眉まゆを吊つり上げるアイリを横目で見やりつつ、副店長がだるそうにぼやいた。

「……だから、おれは紅白より、裏番組の『絶対に笑ってはいけない魔王城24時』にしようって言ったのに……」

「……って、そんなの、それこそフィノが仕事どころじゃなくなっちゃいますって」

「大おお晦日みそかはやっぱり、紅白を見ないと雰ふん囲い気き出ないですしねえ」

　ラウルに同意するように頷うなずいて、セアラ店長がふふっと笑う。

「魔法構文マジツクプログラムをいっぱい使った大物女性歌手の魔ま法ほう衣装、今年もとっても素敵だったわ」

「なんか年々スケールアップしていきますよね……まさか三段階変身を遂とげた直後ドラゴンに吞のみ込まれ、そのあと輝かがやく世界樹と一体化して舞ぶ台たい中央から生えてくるだなんて。衣装っていうかあれ、舞台装置に歌手が組み込まれてるだけなんじゃ……」

「舞ぶ台たい裏うらじゃ、何百人ものＭＥマジツクエンジニアがデスマーチで死んでんだろーなー……」

　ラウルの言葉にぽつりと呟く元ＭＥ……マジックアイテムに魔法構文マジツクプログラムを書き込む仕事をしてた副店長。たしかに、あの規模の構文を書くのは並なみ大たい抵ていのことじゃないだろう。

　……と、紅白の話で思い出したように、フィノが「そういえば」と口を開いた。

「昨日の夜、店長が出前取ってくれてみんなで食べた料理、なんて言うんだ？　茶色いスープに灰色の麵めんが入ってたやつ、すっごくおいしかったぞっ！」

「ああ、年とし越こしそばな」

「と、『トシコシソバ』？」

「人間界の風習なんだよ。ほら、そばって細くて長くて栄養があるだろ？　だから、昔から健康長ちよう寿じゆの縁えん起ぎを担かついで年越しに……」

「トシコシ……年越し……なるほど！」

　ラウルの言葉をオウム返しし、納得したように独りごちるフィノ。

「人間は年越しに『そば』を啜すするのか！　魔人が年越しに生き血を啜るのと同じだな！」

「同じじゃねえよっ！！！！！」

「ほら、生き血って赤くて温かくて栄養があるだろ？　だから、昔から阿あ鼻び叫きよう喚かんの縁起を担いで年越しに……」

「魔人が縁起を担ぐな！　ていうか阿鼻叫喚の縁起ってなんだよっっっ！！！！？」

　声を荒げるラウルの前で、フィノがえへんと胸を張った。

「ちなみに魔界では年明けに親父おやじが配下の魔人集めて隠し芸げい大会を開くのが恒こう例れいなんだ！　失敗すると生け贄にえにされちゃうからみんな真しん剣けんで、すっごいクオリティ高いんだぞ？」

「って、なにやってんだよ魔王っっっ！」

「ちなみにオレ様は四天王コントが好きだったな！　四天王ナンバー１がナンバー２にツッコんだ瞬しゆん間かん、強大な魔力同士の干かん渉しようによって歪ゆがんだ時空に観客たちが吞み込まれ……」

「隠し芸大会でお客さんを隠すなっっっ！！！」

「そのあと四天王が前に出て新年の抱ほう負ふを発表するんだ！　夜よ更ふかしせず早はや寝ね早はや起おきするとか、よく嚙かんで食べるとか、腹八分を心こころ掛がけるとか、親父の前で誓ちかいを立てて……」

「四天王が新年の抱負を誓うな！　ていうかなんでお前ら妙みように健康志向なんだよっ⁉」

「じつは、ちょっと前まで魔界でも中年魔人のメタボリックシンドロームが深刻な問題になってたんだけど、親父が魔王城の周りを一周五キロのジョギングコースとして開放してからは劇的に改善されたんだぞ！」

「なんかお前の親父案外いいヤツだなっっっ！！！！？」

　……さわやかな汗あせを流す魔人たちの憩いこいの場になっている魔王城を想像してなんとなくげんなりしてしまうラウル。フィノが語る魔界の話に、魔人にはいろいろ借りがある元勇者志望のアイリも複雑な表情を浮うかべ……と。




　──鍋なべ敷しきの上の土ど鍋なべから聞こえてくるピィッという魔法音。

　花はな柄がらの鍋なべ摑つかみをはめながら、セアラ店長がにっこりと微笑ほほえんだ。

「そろそろお鍋、煮にえたみたいですね。みんなが持ち寄ってくれた材料で作った寄よせ鍋、美味おいしくできたかしら？」

　言いながら店長が蓋ふたを持ちあげたとたん立ちこめる湯気とたまらぬいい匂におい。

　そういや俺、今日は忙しくって、昼飯ビスケットで済ませたんだっけ……。

　とたんに胃を締しめつけはじめる空腹感。期待とともに鍋を覗のぞき、ラウルは唾つばを吞む。

「……って、なんだ、これ？」

　……ぐつぐつと躍おどる食材たちの中で明らかな異い彩さいを放つ蒼あおい塊かたまり。

　怪け訝げんそうに呟くラウルのかたわらで、フィノが「ああ」と頷いた。

「それ、オレ様が用水路で捕つかまえてきたドクウナギだけど……」

「ドクウナギだけど、じゃねえよっっっ！！！！！」

　まるで熱湯に落とされたハグルマエビみたいな勢いで飛び退すさり、全力でラウルが叫さけぶ。

「お前、なんで鍋にそんなもん入れやがったあああっっっ！！！！？」

「なんで、って……まるまるしてて、脂あぶらのってて、すっごくおいしそうだろっ？　オレ様、何度もつまみ食いしようと思ったけど、みんなで食べようと思って我が慢まんして……」

「そういう問題じゃねえよっっっ！　ていうかそれ名前に思いっきり毒って入ってるだろうがあああっっっ！！！！？」

「あら、物事を名前で判断するのは良くないわよ、ラウル・チェイサー？」

　と、青筋を立てるラウルを一瞥するなり、アイリが小さなため息をつく。

「そんなこと言ってたら、私が裏山で見つけてきたこのアポカリプスモウドクタケだって食べられないじゃない？」

「だからお前らどうして寄せ鍋にそういう明らかに寄せちゃいけないもん入れるんだよおおおっっっ！！！！？」

　……蒼いウナギに紫むらさきのキノコ。ぷかぷかと鍋に浮かぶまがまがしい食材に、空きっ腹を抱かかえたラウルは思わず涙なみだ目めになってしまう。……そりゃ、ネタに走るのも悪かないけど、最低限食えるもの入れるのがルールだろっ⁉　それともこいつら、どうしても王都新聞の三面を飾かざりたいっていうのかよおおおっっっ！！！！？

「っ⁉」

　……不意に、肩かたを叩たたかれて。

　びくっと振ふり返かえったラウルに、セアラ店長がやさしく笑いかける。

「……大だい丈じよう夫ぶですよ、ラウルくん？」

　天使のように穏おだやかで、慈じ愛あいに満ちた表情。

　琥こ珀はく色の瞳ひとみでラウルを見つめた店長が、にっこりと微笑んだ。

「ちゃんとどくけしそうも入れましたから、安心してください」

「安心できませんっっっ！！！！！」

「わーい、いただきまーすっ！」

「いただきます」

「って、おいっっっ！！！！！」

　ラウルが止める間もなく、取り皿によそわれた鍋料理を口へ運ぶフィノとアイリ。




　……次の、瞬間。

　ふたりの動きが、ぴたりと静止した。




「…………」

「…………」

　具材を口に含ふくんだまま、凍こおりついたように動きを止める後こう輩はいの少女たち。

　不安に締めつけられる心臓に、ラウルは思わず声をあげた。

「おい、お前らっー！」




「「──おいしいっっっ！！！！！」」

　蒼と藍あい色の目を丸くし、感動したように叫ぶフィノとアイリ。

　……一いつ瞬しゆん、あっけにとられて。やがて我に返ったラウルが叫んだ。

「お、お前ら、なんともないのかよっ⁉」

「ふふっ、大丈夫ですよ、ラウルくん」

　そんな少年の前で、お玉と取り皿を手にした店長がにっこり笑う。

「地方生まれのラウルくんは知らないかもしれないけど、王都に住むドクウナギやモウドクタケはとっても美味しい食材なんです。あんまり美味しいから狩かり尽つくされないよう、わざとこんな名前がつけられたそうなの。もちろん、どちらも無害なんですよー？」

「へっ……」

　思わず目を丸くするラウルの前で、副店長が面白そうに口くちの端はしをつり上げた。

「おいおいラウル君。王都民ならこれくらい、常識だろー？」

「……って、てっきり冗じよう談だんで言ってるかと思ったら、まさか本当に知らなかったの？　あなた、勇者予備校で首席だったくせに……」

「ふはは、ほら見ろラウルっ！」

　ラウルの前で勝ち誇ほこったように笑いつつ、取り皿を手にしたフィノが胸を張る。

「ま、オレ様もぜんぜん知らなかったけどな！」

「……って、おい、ちょっと待て！」

「さあ、ラウルくんもどうぞー？」

「っ……！」

　……差し出された皿の上に載のるいかにも危険そうな具材。店長にうながされたラウルは、おそるおそる箸はしを伸のばし……そのとたん、思いきり目を瞠みはった。ど、ドクウナギとモウドクタケ、マジでめちゃくちゃうめえ……っ！




「あらあら、ラウルくんが持ってきてくれたやくそう、すごく美味しいわ？」

　濃のう緑りよく色しよくの野菜を箸で持ちあげつつ、驚おどろいたように目を丸くするセアラ店長。

「あー、たしかに。やくそうって普ふ通つう、もっと独特のクセがあるよなー」

「それに、とっても甘いし……」

「……ああ、それ、実家のなんです」

　店長たちの言葉に、ラウルは少し照れたように口を開いた。

「年末に、うちの親とミュリがいろいろ送ってくれたんです。うちの村のやくそう、霜しもが降りる時期になると甘みが増して野菜みたいな感じで食えるんですよ。だから、虫食いで農協に出せないやくそうとか、母がよく夕飯に出してくれたりして……ちなみに、バター炒いためとか、さっとゆでてカツオブシを載せたおひたしもうまいんですよ？」

「ふふっ、だからラウルくん、とっても身体からだが丈じよう夫ぶなんですね？」

　誇らしげに語るラウルを見やり、やさしく目を細める店長。

「あれっ？」

　……と、お代わりしようと鍋をかき回していたフィノがふと、怪け訝げんそうな声をあげた。

「どうしたんだ、フィノ？」

「フィノさん、なにかあったの？」

「ら、ラウルっ、アイリっ」

　思わず声を掛かけるラウルとアイリの前で、お玉を片手におずおずと振り返るフィノ。

「な、なんか、これっ、人間のっ……」

「「っ！！！！？」」

　……鍋の底から出てきたのは、手のひらみたいな大きさで、厚みで、五本の指が生えて、爪つめがあって……つまり、どう見たって手のひら以外のなにものにも見えない肉の塊かたまり。

　その瞬間、すっかり声を失って固まるラウルたちの前で、向かいの席に座るバイザー副店長がニヤニヤしながら口を開いた。

「あー、それ、おれの手なー。よーく味わって食ってくれよー？」

　あっけらかんと言いながら、もったいぶった手つきで左手の手て袋ぶくろを外す副店長。

　副店長が外した手袋の下に、あるべきはずの手のひらはなく……ぷつりと途と切ぎれた手首の先を目にしたとたん、少女たちが声にならない悲鳴をあげた。




「……って」

　……大人げない上司を見やり、ラウルがあきれた顔をする。

「副店長、いくらなんでも、さすがに悪あく趣しゆ味みがすぎるっていうか……あんまりフィノを脅おどかすのはやめてください」

「って、なんだよー。ラウル君はノリが悪いなー……」

　やれやれと目をすがめつつ、副店長がぷつりと途切れた手首の先を撫なでたとたん、一瞬前まで無かったはずの手のひらが浮かびあがった。

「っ……！」

「なっ……ど、どういうことですかっ⁉」

　驚いたように蒼い目を瞬しばたたかせるフィノと声をうわずらせるアイリ。ふたりの前で、たったいま脱ぬいだばかりの二枚目の手袋をひらひらさせた副店長が得意げに説明する。

「これ、光学迷めい彩さいの《魔法構文マジツクプログラム》が書かれた最新型の魔ま法ほう手袋でなー、着けると向こうが透すけて、まるで手首から先が消えちまったよーに見えるんだ。脱ぐとスイッチ切れるからどこに置いたか分からなくなっちまう心配もねーし。……ちなみに、鍋に入れたのはピクシー印のいたずらソーセージな。爪の部分の作り込みとか、けっこうリアルだろー？」

「……ったく。どうせ、そんなことだろうと思いましたよ」

　……定期的に郵送されてくるとあるメーカーの最新カタログ。たしか先月辺りに見た魔法手袋のページを思い出し、ラウルは半眼になってしまう。

「ていうか、確かその手袋めちゃめちゃ高かったですよね。まさか、こいつらを脅かすためだけに買ったんですか？」

「……ラウル君、サプライズってやつはプライスレスなんだぞー？　ほら、投資を惜おしまなかったお陰かげで、アイリ君もフィノ君もこーんなに、驚いて……」

「副店長の手はポン酢ずが合うな！」

　……言いかけた副店長の言葉をさえぎるように、フィノの弾はずんだ声。

「味は普通だけど、また生えてくるならお得だな！　次はぜひ生で食べてみたいぞっ？」

「……なんか、フツーに副店長の手だと思って食ってるみたいですけど」

「さすがは魔人ね……」

「…………」

　なんだか物欲しげなフィノの視線に、副店長がそっと、左手を隠かくした。




「ねえ、そういえばあなた、やくそう以外にもなにか食材、持ってきてたでしょ？　店長と一いつ緒しよで、後で入れるって言ってたけど……」

「あっ、忘れてたっけ」

　アイリの指し摘てきにその存在を思い出して。席を立ったラウルが冷蔵庫から包みを取り出したとたん、フィノがぐっと身を乗り出してくる。

「わあっ、ラウルなにっ⁉　それなにっっっ⁉」

「ふふっ、驚くなよ、フィノっ！」

　自信たっぷりに言いながら、ラウルが包みの紐ひもをしゅるんと解いた。

「見ろっ！　これが《完かん璧ぺきなる獣けもの》こと、ベヒーモスの肉だっっっ！！！！！」

「わああああっっっ！！！！！」

　薄うす紙がみの中に収められた、絹みたいにきめ細かな極上肉。目をハートマークにしてかぶりつくフィノの後ろで、アイリがわなわなと声を震ふるわせる。

「う、うそっ、こんな高い肉っ……！」

「ほー、ラウル君、ずいぶん奮発したなー」

「はいっ、店にはお世話になってますし、たまには俺だって、このくらい……」

　……と。

「あらあら、かぶっちゃいましたね？」

　マジカルクーラーボックスを抱かかえ、琥珀色の目を丸くするセアラ店長。

「じつはね、わたしも、ベヒーモスさんのお肉を持ってきたんです」

「ってっ！！！？」

　……言いながら店長がテーブルに載せた、重さ数キロはありそうな肉にく塊かい。

　思わずぽかんと口を開けてしまうラウルの隣となりで、フィノがさらなる歓かん声せいをあげた。

「わあっ、すごい！　おっきいっ！」

「し、しかも、霜しも降ふりっ……」

　……ラウルが買ってきたぺらぺらの赤身肉とは違ちがい、全面に粉雪みたいなサシが入った最上級のベヒーモス肉。

　ごくりと唾つばを吞のみ込むフィノの前で、セアラ店長がふふっと笑ってみせる。

「お得意さんのお肉屋さんに手配してもらった、とっても希少なＡ５ランクのベヒーモス肉なの。ふふっ、新年だし、ちょっぴり贅ぜい沢たくしちゃいました」

「ほーっ、さっすが店長、スケール違うなー……」

「な、なんて肉なのっ……⁉」

「わーい、店長大好きーっっっ！！！！！」

　……感心したように呟つぶやく副店長に、初めて見る高級肉に圧あつ倒とうされ、つい手をあわせて拝みはじめるアイリと、とびきりの笑顔を浮うかべてセアラ店長に抱だきつくフィノ。

　すっかり存在感を奪うばわれてしまった薄うす切ぎり肉を見下ろし、ラウルは胸中で独りごちた。

　べ、べつに、みんなにいいとこ見せようと思って買ってきたわけじゃねえしっ！　だからっ、そのっ……ううっ、くそっ。




　　　　＊　＊　＊




「──なんか、ようやくひとごこちついたって感じですねえ……」

　……あれだけあった鍋なべもあらかた食べ尽くして。ほどよく満たされた腹に手を当てるラウルの前で、副店長があくび混じりに呟く。

「まー、フツーの飲み会なら、この辺で王様ゲームとかが、定番だろーけど……」

「『おうさまゲーム』？」

　……と。不思議そうな顔でオウム返しするフィノに、副店長が気け怠だるげに頷うなずいてみせた。

「ああ。数人でクジ引いてなー。王様引いたやつが他のやつに命令できるゲームで……」

「わあっ！　それ面白そうっっっ！　ねえ、ラウル！　王様ゲームやろっっっ！」

「って、そう言われても……」

　無む邪じや気きにせがむフィノを見下ろし、ラウルは困ったように頭を搔かいてしまう。合コンじゃないんだし、男女混合で、しかも職場のメンツで王様ゲームってのは、どうかと……。

「ふふっ、じゃあ、やってみましょうか、フィノちゃん？」

「って、店長っ⁉」

「おー、了りよう解かいー。じゃ、いまクジ作っから待ってろよー？」

「ふ、副店長までっっっ！」

「わーいわーい、王様ゲームーっっっ！」

　両手をあげて叫さけぶフィノ。すっかり乗り気な店長たちに戸と惑まどいながら、ラウルは思わずアイリを見やってしまう。王様ゲームなんて遊び、こいつ、嫌いやがるに決まって……！

「あら、ラウル・チェイサー。あなたは参加しないの？」

「へっ？」

　……目が合った瞬しゆん間かんに質問され、ついマヌケな声をあげてしまうラウル。

　そんな少年の反応に、アイリがあきれたように肩かたをすくめた。

「王様ゲーム……っていうの？　初めて聞くけど、けっこう面白そうじゃない。それともあなた、負けて命令されるのが嫌なわけ？」

「……い、いや」

　……予想外な発言に、ラウルはなんだか半眼になってしまう。こいつ、この歳としになるまで王様ゲームも知らずに……ま、友だちいなそうだもんな。人のことは言えないけど。

「さー、クジできたぞー？　そーだな、じゃ、まずはフィノ君からどうぞ？」

「わあっ、副店長、ありがとっっっ！」

　無邪気にお礼を言うなり差し出された割わり箸ばしクジを真しん剣けんに吟ぎん味みしはじめるフィノ。天てん真しん爛らん漫まんな少女の様子を見やりつつ、ラウルはつい、反省してしまう。

　そ、そうだよな。店長もいるんだし、このメンツで変な流れになるハズがない。単に俺が意識しすぎなだけでっ……なんか、妙みような期待をしてあわててた自分が恥はずかしいな。




「わあっ、オレ様が王様だっっっ！」

　王おう冠かんマークが描えがかれた割り箸を掲かかげて誇ほこらしげに名乗りをあげるフィノ。

　そんな少女を見下ろし、バイザー副店長があごをさすりながら口を開いた。

「おっ、フィノ君は運がいいなー。じゃ、さっそく配下に命令できるぞー？」

「うんっ！」

「ちなみに、王様が指定できるのは名前じゃなく番号なんだぞー？　つまり、フィノ君が『１番』に命令すると、『１番』を当てたヤツが命令を聞くことになるワケだなー」

「なるほど、誰だれが命令を聞くのか、王様には分からないのか……！」

　副店長の説明に頷いて。

　居並ぶスタッフたちを見み渡わたしたフィノが、悠ゆう然ぜんと腰こしに手を当てた。

「ふはははは！　では、王の名にて命ずる！　１番をっ……」

　自分のクジに書かれてた『１番』の番号を思い出し、ラウルはごくりと唾を吞む。

　……どうやら、いちばん最初に命令を聞くことになるのは俺らしい。でも、フィノはいったい、どんな命令をしてくるんだろう？

「くくくくくっ……」




　──一いつ瞬しゆんにして張りつめる空気。

　含ふくみ笑わらいをしつつ、いまいちどスタッフたちを睥へい睨げいして。

　右みぎ腕うでを振ふり上げたフィノが、自信たっぷりに命令した。




「１番を、魔ま界かい軍総司令大元げん帥すいに任命するっっっ！！！！！」

「任命すんなっっっ！！！！！」
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　……その瞬間、反射的にツッコミを入れる魔界軍総司令大元帥ラウル。

　まさかの反論に、フィノが戸惑うように目を瞬しばたたかせた。

「で、でも、王様の命令ってこういうのだろっ？　あとは、遠えん征せいさせるとかっ……」

「たかがゲームで戦地にやられてたまるっっかっ！　そういうリアリティじゃなくて、もっとしょうもないことを命令すればいいんだよっ！　１番が服を脱ぬぐとか、ジュースを一気飲みするとか、顔に落書きされるとか、一発芸を披ひ露ろうするとか、キスとかっ……」

「あっ、じゃあ、それでいいよ？」

「へっ……？」

　……さらりと放たれた少女の言葉につい、きょとんとしてしまうラウル。

　そんな少年の前で腕うでを組み、蒼あおい目を細めたフィノが悠然と口を開く。

「１番は王様にキス！　……なんかいいことみたいだし、ラウルばっかりソニアさんとしててずるいしっ、オレ様も一度してみたかったんだ！　お店のみんななら大好きだし、『カノジョ』じゃなくても、キスしてもいいぞっ？」

「ふ、フィノっっっ！！！！！」

　動どう揺ようにぎゅうっと締しめつけられる心臓。

　思わぬ展開に声をうわずらせ、ラウルがあたふたと言い募つのる。

「お、俺が言ったのはあくまで喩たとえでっ！　そのっ、こういうのでキスするのはっ……」

「……っ！」

　そんなラウルの様子にはっとして、アイリが眉まゆをつり上げた。

「わ、私は１番じゃないしっ、店長も副店長も違うみたいだしっ……まさかあなたが１番なのっ、ラウル・チェイサーっ⁉」

「え、えっと、そ、それはっ……」

「あらあら」

「ほー……」

　琥こ珀はく色の目をぱちくりさせる店長と、なんだかにやけた笑えみを浮かべる副店長。

　蒼い目を輝かがやかせたフィノが、うれしそうに顔を上げる。

「わあっ、ラウルが１番なのっ⁉　ラウルがオレ様にキスしてくれるのっっっ⁉」

「そ、それはっ……」

「ねえっ、はやくっ！　はやくキス、しよっ？」

　──まっすぐ見上げてくる少女の期待に満ちたまなざし。

　ほんのり色づいたくちびるはさくらんぼみたいにみずみずしく、ぜひその感かん触しよくを確かめたいという欲よつ求きゆうを抑おさえるのが困難なくらい、やわらかそうで……って！

　……ど、どうするっ？　いまにも爆ばく発はつしそうなくらい早はや鐘がねを打つ胸の鼓こ動どうを感じつつ、ラウルは自分に問いかける。

　目の前でキスをせがんでくるとびきりかわいい後こう輩はいの少女。そりゃ、こいつとキスしてみたいけど、でも、みんなの前だしっ、だいたい、キスの意味も知らないようなやつにこういうことするのはよくないっていうかっ……で、でも、こんな機会っ、もうっ……。




　……逡しゆん巡じゆんのあまり、すっかり固まってしまうラウル。

　そんな少年を見上げながら、蒼い目を細めた少女が、いたずらっぽく囁ささやいた。




「ラウル……王様の命令だぞっ？」

「っ……」




　……その言葉に、覚かく悟ごを決めて。

　フィノの肩を摑つかんで引き寄せたラウルが、そっと顔を近づけた。




「…………」

　──くちびるに触ふれる、うっとりするような感触。

　やわらかくて、ふわふわで、すべすべしてて。ぴったり重なった部分から、愛くるしい少女の体温が伝わってきて……。




　……たったいまキスしたフィノの額からそっと、顔を離はなし。

　おずおずと後退ったラウルの前で、蒼い目をすがめた少女がぽつりと呟つぶやいた。

「なんか、ソニアさんとしてたのと違ちがうっ……」

「そ、それはっ……」

　なんだか不満げなフィノの表情に、ラウルがあわてて言い訳する。

「ほ、ほら身長とかっ！　お前はちっちゃいから、額でいいんだよっっっ！」

「そんなのっ、言ってくれれば背せ伸のびしたのにっ……！」

「き、キスはキスだしこれでお前の命令は終わりっ！　ほ、ほら、次行くぞっ？」

　頰ほおを膨ふくらませて言い募るフィノの言葉をさえぎり、明るい声をあげるラウル。

「ま、まあ、そうなるわよねっ」

　ほっとしたように呟くアイリの後ろで、副店長が「……情けねー」なんてぼやいた。







「おっ、次はおれが王様かー……」

　赤毛頭を搔かきながら面めん倒どうくさげに呟くバイザー副店長。

「んー……」と唸うなっていた副店長がやがて、なにか思いついたようにニヤリとした。

「じゃ、１番は２番の、２番は３番の、３番は４番の、４番は１番の服を一枚脱がすこと。どーせみんな冬服だし、上着の一枚くらい脱いだって、どーってことねーだろー？」

「……ま、まあ、そうですね」

　副店長の命令にしぶしぶ頷うなずくアイリ。

　１番と書かれたクジを掲げ、アイリが他メンバーの顔を眺ながめ渡わたした。

「１番は私だけど、２番は……」

「…………」

　……アイリの声に、おずおずと手にしたクジを挙げるラウル。

　その瞬しゆん間かん、はっと息を吞のんで。ラウルの前に出たアイリが不満げに口を尖とがらせる。

「な、なによ、よりによってあなたなのっ、ラウル・チェイサーっ？」

「い、いやっ、なんか、ごめんっ……」

「……まったくっ、な、長なが袖そでのトレーナーなんて、脱がせにくいじゃないっ」

　ぶつぶつと文句を言いながらラウルの服へ手を伸のばすアイリ。どぎまぎするほどたおやかな指先で服をめくり上げられつつ、妙みような気き恥はずかしさにラウルは赤面してしまう。

「っ……ほ、ほらっ、腕、上げなさいよっ。引っかかって脱がせられないでしょ？」

　胸までめくりあげたところで行き詰づまり、ぶっきらぼうに命令してくるアイリ。そんな少女を見やりつつ、副店長がにやにやしながら付け加える。

「おっと、そういや言い忘れてたけど、脱がされる方が動くのはＮＧなー？」

「っ……」

　……副店長の言葉に目をすがめ、やがて、アイリがすっと手を伸ばした。

「……っ⁉」

　二の腕の内側に触れられたとたん、ぞくぞくと背筋を走る感覚。

　いかにも女のコらしいきれいな手のひらでラウルの腕を支え、アイリがぽつりと独りごちる。

「……なんか、見た目よりがっしりしてるのね」

「へっ？」

「あ、そ、そのっ！　あ、あなたの腕っ、重すぎて持ちあげにくいのよっっっ！」

　不ふ機き嫌げんそうに声を荒あらげつつ、袖そでからラウルの腕を抜ぬこうとするアイリ。

　しかし、思うようにいかず四苦八苦しているうちに、せっかくめくりあげた服の裾すそがずり落ちてしまって。

　舌打ちとともにふたたび服をまくりあげ──不意に、アイリが身体からだを寄せてくる。

「って、お、『オールＡ』っ……⁉」

「っ、し、静かにしてよっ！」

　……今度こそ落ちることがないよう、めくったラウルの服の裾を自分の肩かたで押さえつつ。

　ぴたりとラウルに密着したまま、アイリがまた、ラウルの二の腕に触れた。

　ふわりと香かおるシャンプーの匂におい。

　思わず言葉を失う少年の腕を持ち上げながら、アイリが苛いら立だたしげに言い募る。

「っ、もうっ、なんで脱げないのよっ！　いったいどこに引っ掛かかってるのっ⁉」

「って痛っ！　ちょっ、おいっ、無理に引っぱるなってっ！」

「パーカーとかジャンパーならっ、こんなことしなくて済んだのにっ……」

　なんだか悔くやしげにくちびるを嚙かみつつ、羞しゆう恥ちに頰を染めたアイリが半泣きでわめいた。







「っ……ううっ……」

　……悪戦苦く闘とうの末、ようやく脱がされることに成功して。

　無理やり引っぱられて痛む腕を撫なでるラウルの前で、セアラ店長がやさしく微笑ほほえんだ。

「ラウルくん、３番はわたしです。よろしくお願いしますね？」

「ってっ……」

　……セアラ店長が羽織っているのはピンク色のカーディガン。いまにもボタンがはち切れそうなボリュームの胸を前に、ラウルは思わず唾つばを吞む。……こ、これっ、店長の胸に触れずにボタンを外すのって、至難のワザなんじゃっ……。

「……どうしたの？　早く、脱がしてください」

「は、はいぃっっっ！」

　店長の言葉に声を裏返しつつ、ラウルはカーディガンのボタンに手を伸ばした。

　震ふるえる手でボタンを外すたび少しずつ露あらわになっていく白いブラウス。透すけそうに薄うすい布地を持ちあげる胸のふくらみが、呼吸とともにゆっくり上下してるのが分かって……。

「ふふっ。ラウルくん、とっても上手ですよー？」

「あ、ありがとうございますっっっ！」

　ラウルを見上げ、琥珀色の目を細めて微笑むセアラ店長。思い切り声をうわずらせつつ、ラウルは胸中で独りごちる。こ、これ、なんか変な気持ちになるっていうかっ……。

「…………ろぉぉぉ……」

　……不意に、背後から放たれるものすごいマイナスオーラ。

　思わずラウルが目を向ければ、そこでは王様ことバイザー副店長が歯ぎしりしながらラウルを睨ねめつけている。

「くそっ、ラウル君を脱ぬがしたり脱がされたりする屈くつ辱じよく的なリスクを恐おそれて自分を交ぜなかったのが敗因っ……いや、でも、店長が３番なんて分からねーし、立場上、関係ねー部下を脱がすわけにもいかねーし……くっ、とりあえずラウル君爆発しろおおおお……」

「…………」

　……なんだかいろいろと残念すぎる上司の呪じゆ詛そに目をすがめつつ。ボタンを外し終えたラウルが腕うでを伸ばし、セアラ店長のカーディガンを脱がした。







「来たっ！　私が王様だわ……っ！」

　──都合十回目になるくじ引き。その間、フィノに頭を撫でられたり、店長に抱だきしめられてなだめられたり、ラウルに肩かた車ぐるまされたり、一発芸を披ひ露ろうさせられたり、恥はずかしい話を告白させられたり……なんの因果か集中砲ほう火かのように命令をこなし続けてきたアイリだったが、王様を引き当てたのはこれが初めてだ。

　王おう冠かんが描えがかれたクジを握にぎりしめ、これまでの雪せつ辱じよくを果たそうとするかのようにガッツポーズを決めるアイリ。

　なんとなく嫌いやな予感を覚えるラウルの前で、アイリがメンバーの顔を見み渡わたした。

「そうね、じゃあ、１番……」

「っ！」

　アイリが『１番』と口にしたとたんにびくっと背筋を伸ばすフィノ。

　あまりに分かりやすすぎる反応に、アイリが小さく首を振ふる。

「……いえ、やっぱり３番にしようかしら。それとも、４番に……」

『４番』と聞いた瞬間、ラウルもつい、目を逸そらしてしまう。もちろん、手の中のクジは４番だ。

「…………」

　そんな少年の様子を見み逃のがさず。

　テーブルの上を指したアイリがやがて、、おずおずと口を開いた。

「じ、じゃあっ……４番は、王様とスティッキー・ゲームをすること」

「へっ……」

　アイリの指の先にあるのは、中にジャムが仕込まれたスティッキーと呼ばれる細長いビスケット菓が子し。スティッキー・ゲームは、このお菓子の両りよう端たんをふたりでくわえて食べ進め、先に口を離した方が負けという合コンの定番ゲームで……って！

「ま、前になにかで見て面白そうだなって思ってたの。ほら、ちょうどスティッキーもあることだしっ……」

　なんだか言い訳めいた口調で呟きつつ、アイリがすっと顔を上げる。

「さ、さあっ、４番は誰だれっ？　フィノさんっ？」

「ううんっ、オレ様は１番だぞっ？」

「あー、おれは２番なー」

「ふふっ、わたしは３番ですよー？」

「っ…………」

「あらっ、もしかして４番はあなただったのっ、ラウル・チェイサーっ？」

　……まるで、たったいま知ったとでも言わんばかりの顔をして。蜂はち蜜みつ色の髪かみを搔きあげたアイリが困ったようにため息をつく。

「ま、まったく、ま、まさかあなた相手だなんて、失敗しちゃったわっ……？　で、でも、王様が前言撤てつ回かいするワケにもいかないしっ……は、始めましょうか？」

「って、そのっ……」

　スティッキーをつまみ上げてじっとラウルを見み据すえるアイリ。造り物めいて整った顔立ちの中、白い頰ほおにうっすら朱しゆが差して……って、こいつなに考えてるんだよっ⁉　フィノの時はやり過ごしたものの、今度こそほんとに、みんなの前でっ……い、いやっ！

　ゲームのルールを思い出し、ラウルはほっと胸を撫で下おろす。先に口を離はなした方が負けならさっさと折っちまえばいいんだ。もちろん、もったいないとは思うけど、後でなに言われるか分かったもんじゃないし……それに、下心より恥ずかしさの方が勝る。

「……わ、分かった」

　ごくりと唾を吞み込みつつアイリに向き直るラウル。

　そんな少年の瞳ひとみを覗のぞき込み、アイリがふと、口を開いた。

「……まさか、わざと折る気じゃないでしょうね？」

「っ！」

「いい、これは真しん剣けん勝負よ？　……本気出さないと、あなたのこと、見損なうから」

　……心の中を見み透すかすように釘くぎを刺さされて、つい言葉を失ってしまうラウル。

　そんな少年の目の前で、スティッキーをくわえたアイリがすっと顔を近づけた。

「…………」

　ほんのスティッキー一本の距きよ離りにある、つい見とれてしまうほどきれいな少女の顔。

　ばくばくする心臓を必死で押さえ込み。意を決してスティッキーの端はしをくわえたとたん、甘あま酸ずっぱいジャムの香りが口の中に広がって。

　さくり、さくりと、べつに示しあわせたわけでもないのに交こう互ごにビスケットをかじっていくラウルたち。その度に、スティッキーで繫つながったふたりの顔が少しずつ近づいていく。

　いまにも鼻の頭がぶつかりそうな距離。すぐそこに少女のくちびるの体温を感じつつ。最後のひとくちを残したまま、ラウルは硬こう直ちよくした。

　あと、たったひとくち。たったひとくちで、俺、アイリと……っ！

　これ以上ないほど熱くなる頰。

　自分の番だというのに動こうとしない少年に痺しびれを切らしたみたいに。藍あい色の目を細めたアイリが、最後のひとくちを進めようと──。




　──その、瞬しゆん間かん。

　ガラスが割れる大きな音が、休きゆう憩けい室に響ひびいた。
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「「っっっ？」」

　衝しよう撃げきに背中を押され、ふたりの間で折れるスティッキー。こつんとおでこをぶつけ、赤面したままのふたりは目を白黒させる。

「おやおや、お楽しみのところ、邪じや魔ましちまって申し訳ねえが……」

　……場にそぐわぬ下げ卑びた声。

　反射的に振り返った少年の視界の中、無残に割られた窓の前で、見知らぬ黒ずくめの男がバイザー副店長に銃じゆうをつきつけていた。




「「「副店長っっっ！」」」

「おっと、動くなよっ？」

　たまたま窓の近くに座っていた副店長を人質に、ニヤリと笑う侵しん入にゆう者。

「俺の目当ては今日の売上げだ。なんでも、ずいぶん繁はん盛じようしてたみてえじゃねえか？」

「……あー……新年そうそう強ごう盗とうとか、風ふ情ぜいのねーヤツだなー……」

「……うっせーな。てめえの顔吹ふき飛ばすぞ？」

　ぼやく副店長のこめかみを銃でこづき、休憩室を見渡した男がセアラ店長に目を留める。

「おい、そこの女、売上げ金を持ってこい」

「あらあら」

　強盗に命令され、琥こ珀はく色の目を丸くするセアラ店長。

「それは、ちょっと困ります。もう金庫にいれちゃいましたし、金庫を壊こわすと本部の人に怒おこられちゃいますし……」

「って、てめえ、こいつの頭がどうなってもいいのかよ？」

「あら、どの頭ですか？」

「てめえ、なにふざけてっ……っ」

　とぼけたようなセアラ店長の言葉に声を荒あらげつつ、強盗は副店長に向き直り……。

　……その瞬間、あんぐりと口を開けて固まった。




　──セアラの言葉どおり、銃の先に人質の頭はなく。

　首から上の部分がぷつりと途と切ぎれた男が、そこに……。




「～っっっ！！！！！」




　刹せつ那な、悲鳴とともに首のない副店長を突つき飛ばす強盗。

　その隙すきを見計らったかのように、ラウルとアイリが動く。

　目にも留まらぬ早さで男の右みぎ腕うでを摑つかみ、銃を叩たたき落おとすラウル。かたわらのアイリがすかさず男の左ひだり腕うでをねじ上げる。

「い、痛いてええええっっっ！！！！！」

「っ、も、もうちょっとだったのにっ……！」

　なぜか悔くやしげに吐はき捨すてながら、男のみぞおちに思い切り肘ひじを入れるアイリ。

　ぐぇっという声をあげ、強盗の身体からだがその場に崩くずれ落ちた。







「「副店長っ！」」

「バイザーくん、大だい丈じよう夫ぶですか？」

「……っつー……ったく、突き飛ばさなくてもいーじゃねーかーっ……」

　恨うらみがましげに呟つぶやきながら、強盗の目を盗ぬすんで頭に被かぶった光学迷めい彩さい手て袋ぶくろを脱ぐ副店長。

　だるんと伸のびた手袋を広げつつ、副店長が嘆たん息そくする。

「あーあ、すっかり伸びちまったぜ……くそっ、高かったのになー……」

「ま、イタズラ以外に役に立ってよかったじゃないですか、副店長」

「……まあ、そうだけどなー」

　ラウルの言葉に、ぐしゃぐしゃになった赤毛頭を搔かく副店長。……と。

「──あらあら」

　割れたガラスに交じって床ゆかに散らばる王様ゲームのクジ。そのうちの一本をなにげなく拾い上げたセアラ店長が、王おう冠かんマークに目を留めて微笑ほほえんだ。

「ふふっ、これ、拾っちゃいました。今度は、わたしが王様ですねー？」

「ええと……」なんて呟きつつ、ラウル、フィノ、アイリ、バイザー副店長……居並ぶスタッフたちの顔を順に見渡して。

　栗くり色いろの髪をふわりと揺ゆらしたセアラ店長が、にっこりと笑った。




「じゃあ……１番から４番は今年も仲良く、よろしくお願いしますねー？」

「「「「……はいっ！」」」」




　──いたずらっぽく片目をつぶってみせるセアラ店長の命令に。

　明るい表情を浮うかべたスタッフたちが、大きく頷うなずいた。
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　第六章　「魔ま王おうの娘むすめさんが隠かくしごとをしているようです。」







「……フィノ、お前、なにか隠しごとしてないか？」

「っっっ！！！！？」




　マジックショップ・レオン王都店の二階の片かた隅すみ。スタッフたちの間で『開かずの倉庫室』なんて呼ばれてる、埃ほこりまみれの部屋へと繫がる古びた木製扉とびらの前。

　たまたまその姿を見み掛かけたラウルが声を掛けたとたんに小こ柄がらな身体をびくっと震ふるわせて、牛乳瓶びんとニボシの大おお袋ぶくろを抱かかえた後こう輩はいバイトの少女がはじかれたように振ふり返った。

「か、隠してない隠してないっ！　隠しごとなんかしてないぞっっっ」

　銀色の頭をふるふるふると全力で振り、まるでねぐらを守ろうとするキツネウサギみたいな必死さで小さな背中を扉に押しつけるフィノ。

　純じゆん粋すいというか、素直というか、単純というか……いろいろと筒つつ抜ぬけすぎる少女のあからさまな動どう揺ようを観察しつつ、ラウルは重ねて問いかけた。

「でも、お前、さいきん様子がおかしいっていうか。なんだか、落ち着かないし……」

「お、オレ様が落ち着かないのはいつものことだろっ⁉」

「って、自覚してんのかよ！　それに、仕事中も時計ばっかり気にして……」

「そ、それはっ……こ、こないだお客さんから聞いた、ふたつの針が重なりしとき文字盤ばんの向こうより現れるという異界の神の伝説を確かめようとっ……」

「そんな一日二十体強のペースで出てこられても対応に困るわ異界の神！　あと、朝とかも、すげえ早く出勤して……」

「ま、魔界には『早起きはデーモンの得』ということわざがあってだなっ！」

「それを言うなら三文の得だろ⁉　すっかり悪あく魔まに魅み入いられてんじゃねえか！　……そうそう、他にも、休憩室の冷蔵庫に、お前の名前が書いてある牛乳瓶が何本も……」

「れ、冷蔵庫に食べ物入れるときはちゃんと名前書くのが店長が定めし絶対のルールだろっ⁉　オレ様が大事にとっといたスライム印のいちごミルクプリンが忽こつ然ぜんと消え失うせたあの悲劇的事件から、ラウルはいったいなにを学んだんだっ！！？」

「あれは単にお前が自分で食ったの忘れて騒さわいだだけだったじゃねえか！　……ま、俺もてっきり副店長が犯人に違ちがいないって店内裁判で吊つるし上げて悪いことしたと思……って、そうじゃなくてっ！　お前、なんでまたいきなり牛乳なんか飲み始めたんだよ？」

「え、ええとっ……お、オレ様ちっちゃいから、もっと大おっきくなりたくてっ……そ、それに、牛乳ってのは牛の生き血でできてるんだぞっ？　ふはは、まさに魔人の王の血を引くこのオレ様に相応ふさわしい飲み物ではないか！」

「牛乳に変な属性つけんな全国の酪らく農のう家のみなさんに謝れっっっ！　……で、お前はどうしてその牛乳の瓶とニボシを抱えて、倉庫の前をうろついてるんだ？」

「あっ……そ、倉庫でニボシをつまみに牛乳飲むのがマイブームなんだっ！　薄うす暗ぐらい倉庫の中、爽さわやかな埃を感じながら飲む牛乳は格別なんだぞっ？　ラウルも試ためし……」

「誰だれが試すか！！！」

「ぎ、牛乳を飲むときはねっ、だれにも邪魔されず、自由で、なんというか救われてなきゃあダメなんだっっっ！　独りで静かで豊かでっ……」

「ていうかなんなんだよお前の牛乳に対するその謎なぞの思い入れはっっっ！」

　──がたん。

　まるでラウルのツッコミに答えるかのように、フィノの背後の倉庫室から物音がして。

　さっと顔色を変えたフィノの前で、ラウルが怪け訝げんそうに呟いた。

「……あれ、なんかいま、倉庫から物音がしたような」

「えっ、そ、そうっ？　オレ様ぜんぜんなんにも聞こえなかったぞっ⁉　きっとラウルの気のせいでっ……」

　──……ごそごそ、ごそごそ。

　……フィノの言葉をばっさり斬きり捨てるかのように、扉の向こうでなにかが動く気配。

　まるで鍋なべで煮にられたスライムみたいな顔をするフィノを見下ろし、目をすがめたラウルがぽつりと洩もらす。

「……お前、たしかこの間、アパートで三つ隣となりの部屋のヤツがティッシュ取る音だって聞き取れるレベルの地じ獄ごく耳みみだって、言ってたよな？」

「そ、それはっ……た、たしかに物音はするみたいだけどっ、なんにもいないっ、なんにもいないったらっ！　倉庫マスターのオレ様が言うんだから絶対だぞっっっ！」

「へえ……なんにもいないなら、べつに倉庫の中覗のぞいて確認しても、問題ないよな？」

「え、そ、それはっ、え、えーとっ、えーとっ……」

　……牛乳瓶とニボシの袋ふくろを抱えたまま倉庫の扉に背中をくっつけ、しどろもどろな声をあげるフィノ。そんな少女を半眼で見やりつつ、ラウルがふと、口を開いた。

「……知ってるか、フィノ。一度にいっぱいウソをつきすぎると、鼻が伸びるんだぞ？」

「えっっっ！！！！？」

　とたんにぴょんと飛び上がり、あわてたように鼻を触さわるフィノ。

「や、やだっ、ラウルどうしよっ⁉　は、鼻が伸びるのやだようううっっっ！」

　大きな瞳ひとみに涙なみだを浮かべつつ、つんとしたかわいらしい鼻の頭を撫なで……いまにも泣き出しそうな顔をするフィノを前に、ラウルは嘆息してしまう。

「冗じよう談だんだよ、冗談。……ていうか、その様子じゃやっぱ、ウソついてんじゃねえか」

「じ、冗談……？」

　……一いつ瞬しゆん、きょとんとして。

　やがて一いつ杯ぱい食わされたことに気づくなり、フィノは涙目でラウルを睨にらんだ。

「～っっっ！　ず、ずるいぞラウルっ！　そんな悪魔じみた奸かん策さくを弄ろうしてオレ様を謀たばかるだなんてっ！　勇者目指してたくせにそういうことしていいのっっっ！！！！？」

「先にウソついたのはお前の方だろ？　……ほら、諦あきらめて白状しろって」

「う、ううっ……」

　ラウルの言葉にすっかり観念したように。

　力なく扉から離はなれたフィノが、しゅんとした様子で口を開いた。

「……ラウルっ、黙だまっててゴメンなさいっ……そ、そのっ……こないだの雨の日、お店の前の通りの角で段ボール箱に入って捨てられてたの見掛けて、つい、拾っちゃって……」

「……ったく、そんなことだろうと思ったよ」

　途と切ぎれ途切れに告白するフィノを見下ろし、ラウルは思わず目をすがめる。

　──ここ数日のフィノのなんだかそわそわした様子にくわえ、冷蔵庫の牛乳瓶や荷物棚だなのニボシの大袋に、フィノが足あし繁しげく通う倉庫から聞こえる謎の音……これだけみえみえの手がかりを与あたえられれば、大方の予想はつく。

「フィノ、うちの店、ペットの持ち込み禁止なんだぞ？　店内放送でもちゃんと言ってるし、入り口に貼はってある注意書きにも、はっきりそう書いてあるだろ？」

「うん、知ってる……だって、店内放送吹ふき込んだの、オレ様だもん……」

「……それなら、どうすればいいか分かるよな？」

「で、でもっ、あの子、雨でずぶ濡ぬれになって、ぶるぶるしてたんだっ……」

「だからって……」

「──……ラウルっ」

　言いかけたラウルの言葉をさえぎって。

　蒼あおい瞳を伏ふせたまま、フィノがおずおずと口を開く。

「……街の中でね、雨に濡れてひとりぼっちでいるのって、すっごくつらいんだ……。窓の向こう側で、建物の中で、あったかい光に囲まれて楽しそうにしてる人が見えたりして、なんで自分はあそこにいけないのかなあって思うと、胸がぎゅうってしてっ……」

「フィノ……」

「だから、なんか、放っておけなくて……」

　……そうか、こいつも、この店に来る前、ひとりぼっちで、街を……。

　目の前で肩かたを震わせて途切れ途切れに訴うつたえるフィノ。

　ただでさえ小さなその身体からだが、なんだか余計に小さく見えて……やがて、ラウルは小さく息を吐はいた。

「……分かった。俺も協力するよ」

「本当っっっ⁉」

　驚おどろいたように顔を上げるフィノ。

　期待に満ちたまなざしに、ラウルは「ああ」、と頷うなずいてやる。

「……ま、さすがに、ずっとここで飼うわけにはいかないだろうけどさ。店長に事情を説明すれば仔こ猫ねこの一いつ匹ぴきや二匹、引き取り手を探す間くらいなら……」

　言いながら倉庫室の扉を開けたラウルが、なにげなくその中を覗き込んだその瞬しゆん間かん。

　……少年の顔から、表情が消えた。




　──ほの暗い部屋の中、床ゆかに敷しかれた段ボールの上で身じろぎする、輝かがやく鱗うろこに覆おおわれた蒼色のかたまり。

　全長二メートルはあろうかという硬こう質しつな羽の間に鎌かま首くびをもたげた怪かい物ぶつは、倉庫室の入り口に立つラウルを、瞼まぶたのない瞳でじろりと睨みつけ……。

　ドアノブを握にぎったまま硬こう直ちよくするラウルの隣で、フィノがおずおずと呟つぶやいた。




「……仔猫じゃなくて、仔リヴァイアサンなんだ」

「捨ててこいっっっ！！！！！」




　……《海を支配する悪魔の竜》ことリヴァイアサン。

　蒼水すい晶しようの鱗を持ち、《全てを吞み込む嵐の息ブレス・オブ・テンペスト》を吐く水の眷けん属ぞく最強にして最凶きようのドラゴンで、勇者必ひつ携けいの書たる魔ま物もの事典に記き載さいされた危険度ランクは最上を表すＳのさらに上位にあたるＲランク……伝説レジエンド級だ。

　俗ぞくに竜りゆう神じんとまで称しようされる伝説級ドラゴンと店の倉庫でまさかの邂かい逅こうを果たして。

　反射的に声を荒あらげたラウルの前で、リヴァイアサンを抱だきしめたフィノがいやいやするように頭かぶりを振ふる。

「や、やだっ！　太た郎ろうは捨てないぞっ！！？」

「太郎ってそのリヴァイアサンのことかーっっっ！！！！？」

「ち、ちゃんと面めん倒どう見るからっ！　毎日お散歩にも連れてくからっっっ！」

「レジェンド級ドラゴンを街に放つなっ！　ていうかなんで竜神が段ボール箱で捨てられてんだよっっっ⁉」

「も、もしかしたら捨てられてたんじゃなくて、落ちてた段ボール箱にたまたま潜もぐってただけなのかもっ！　ほら、こないだ展示マジヴィでやってたＭＨＫ『生きもの神秘紀行』の再放送で、狭せまいとこに潜ひそむ海の生きもの特集を……」

「じゃなくてっっっ！！！！！」




　いまいち緊きん迫ぱく感のないフィノの言葉にラウルが叫さけんだ。

「フィノ、いますぐ離れろっ！　そいつは危険度Ｒ級の魔物なんだぞっっっ！！！！？」

　ああ、そうとも！　リヴァイアサンを睨みつつ、ラウルの背筋が怖おぞ気け立つ。かつて勇者を志してたラウルがほとんど暗記してる例の魔物事典によれば、遥はるか南海に住まうその怪物の性は凶きよう暴ぼうにして凶悪。残ざん忍にんにして狡こう猾かつ。その好物は……生きた人間。

「そいつを離せっ！　おまえなんざ、たったひと口で食べられちまうぞ！」

「やだっっっ！　太郎はそんなことしないもんっっっ！！！！！」

　ぶんぶんと首を振ふりながら、さらに強くリヴァイアサンを抱きしめるフィノ。

　と、少女の腕うでの中の竜が、不意にぐるりと首をもたげた。




「って、フィノっ！　危ないっっっ！」

「えっ……」

　あわてて叫ぶラウルと、きょとんとするフィノ。

　そんなフィノの背後で、リヴァイアサンが彼女の頭よりも大きな口を開く。

「フィノっっっ！！！！！」




　フィノの頭の上に鋭するどい影かげを落とす竜の牙きば。

　全身の血が引くような感覚。

　少女を守ろうとしたラウルが反射的に手を伸のばすが、しかし、間に合わず──。




　──ラウルの目の前で、なすすべもなく閉じられるリヴァイアサンの口。

　ぼうぜんとする少年の耳に、骨のように硬かたい物が嚙かみ砕くだかれる音が聞こえた。




「──ほらなっ！」

　ドラゴンを抱だいたまま、フィノが得意げに胸を張る。

「太郎は、オレ様なんかより、ニボシが好物なんだぞっ⁉」

「……は、はあ」

　……フィノが抱かかえた袋に顔を突つっ込こみ、お徳用のニボシをぽりぽりとうれしそうに齧かじる《海を支配する悪魔の竜リヴアイアサン》。

　ついぽかんとしてしまうラウルの前で、フィノが自じ慢まんげに口を開いた。

「最初はなに食べるか分からなくて、適当に生肉とか小動物とかあげてみたんだけどぜんぜんダメで、試し行こう錯さく誤ごの末にこのニボシと牛乳にたどり着いたんだ！　店長がいつも言ってるけど、やっぱりカルシウムって大事なんだな！」

「いや、そういう問題じゃ……」

　フィノの腕にすっぽりと収まり、ごろごろと機き嫌げん良さそうに唸うなるリヴァイアサン。

　なんだかすっかり毒気を抜ぬかれつつ、ラウルは眼前のドラゴンを観察する。

　──希少な蒼水晶の鱗や、竜りゆう王おうの威い厳げんに満ちた顔つきは間ま違ちがいなくリヴァイアサンだけど、その羽はまだ未成熟で牙も揃そろってない。成せい獣じゆうは全長三十メートルをゆうに超こえるそうだから、このサイズなら赤ちゃん程度。とりあえず、危険はないか……って、いやっ！

　リヴァイアサンとフィノの和なごやかな雰ふん囲い気きに吞まれかけ、ラウルは思わず首を振った。

　魔物事典の記述を思い出せ！　凶暴にして凶悪。残忍にして狡猾。好物は生きた人間。たとえ赤ちゃんだとしても、悪の竜リヴァイアサンが安全なハズがないだろ⁉

　……けど、どうすればいいんだ？　改めて、ラウルは頭を抱えてしまう。

　とりあえず、当初の予定通りお客さんに声掛かけたりチラシ配って引き取り手を探しつつ、しばらく面倒を見て……ってねえよ！　竜神だぞっ⁉　どこのアットホームなご家庭が迎むかえ入れてくれんだよっっっ⁉

　で、でも、どうにかフィノのやつを説とき伏せて保健所に連れてったとしても、竜神を引き取ってくれるかどうかは分からないし……。




「っ⁉」

　悩なやめるラウルの思考を遮さえぎる無愛想なアラーム音。

　タイムアップを告げた腕時計を見やり、ラウルが舌打ちした。

「……って、もう休きゆう憩けい上がる時間か」

　──ラウルが入っていたのは二度目の休憩こと十五分のショート休憩。いろいろと規格外れな後こう輩はいバイトの相手してれば、メタリックスライムの徒競走くらいあっという間だ。

　いまいちど、フィノとリヴァイアサンを見比べ……ラウルは諦めたように首を振った。

「とりあえず、この件は仕事終わるまで保留な。店長にどうやって説明するか考えるから、ちょっと待ってくれ」

「う、うんっ……」

「あと、これは俺の個人的なお願いなんだけど……なにがあるか分からないから、終業までそいつには近づかないこと。いいか？」

「わ、分かった！」

　ラウルの言葉に頷き、そっとリヴァイアサンを下ろすフィノ。

　フィノの手から離はなれたリヴァイアサンが「ぎゃおーん」と小さく啼ないた。







　と、そんなことがあって──。




「ラウルっ！　モップ掛け終わったぞっっっ！」

　つい先ほどまで流れていた『蛍魚の光・レオンバージョン』の余よ韻いんが残る王都店内。ぱたぱたと走ってきたフィノはカウンタに身を乗り出すなりラウルの耳元へ口を寄せる。

「ねえっ、太郎のことだけどっ……」

「あ……」

　そわそわしながら訊たずねるフィノの前で、ラウルが気まずげな顔をした。

「その、ごめん、後半に面倒な見積もりが入っちまって忙いそがしかったから、まだ……」

「ラウルぅっ……」

　がっかりしたように頰ほおを膨ふくらますフィノに、ラウルがあわてたように言葉を足す。

「いや、ちゃんと今日中には決着つけるってっ！　先にレジ締しめ終わらせて……ん？」

　弁解しながら書類の束をめくりつつ、ふと、ラウルが首を傾かしげた。

「……って、あれっ、今日の分の仕入れ伝票、一枚足りないぞ？」

「それ、もしかしてキャロル社の？　あそこの伝票なら、さっきアイリが持ってたぞ？」

「サンキュ。……ていうか『オールＡ』のやつ、いったいどこに伝票置いたんだよ」

　フィノに礼を言いつつ、ラウルは困ったように頭を搔かく。……ラウルの勇者予備校時代の同期で、いまはこの店で後輩バイトとして働いている少女、通つう称しよう『オールＡ』のアイリ。あだ名の通りなにごともそつなくこなす彼女にしては、めずらしい不手際だ。




「──おーいっ、『オールＡ』っ！」

　その場で声を張りあげたものの、どこからも反応はなく。売場を見み渡わたしても、はっと目を引くあの鮮あざやかな蜂はち蜜みつ色の髪かみは見当たらない。

　……って、あいつ、どこに行ったんだ？

「あらあら」

　ふわふわした栗くり色の髪と琥こ珀はく色のまなざし。

　たまたま通りかかったセアラ店長が、ラウルを認めてにこにこしながら口を開く。

「アイリさんなら倉庫室ですよー？　さっき、フックを取ってきてってお願いして……」

「「倉庫室っっっ！！！！？」」

　ラウルとフィノが声を揃えた、その瞬間。




「──きゃああああああああっっっ！」




　──間かん髪はつを容れず聞こえてくる悲鳴。

　ぱっと顔を見合わせるなりバックヤードへ走ったラウルとフィノが、トツゲキウオのような勢いで階段を駆かけ上った。




「「アイリっっっ！！！！！」」

　倉庫室に飛び込んだとたん目に映る、竜と睨にらみ合う少女の姿。

　威い嚇かくするように羽を広げたリヴァイアサンと対たい峙じしつつ、店長からの頼たのまれものと思おぼしき三十センチメートル長のフックを構えたアイリが肩かた越ごしに振り返った。

「ラウル・チェイサー！　倉庫にドラゴンがっ！　……《起動ブート》っっっ！」

　起動ブート命令を唱えつつ少女が指を走らせたとたん浮うかびあがる光。売場でマジックメモリなんかを陳ちん列れつするのに使われる長フックが魔ま力りよくを帯びて輝かがやきはじめ……って！

「おいっ、『オールＡ』っっっ！」

「た、太た郎ろうを倒たおしちゃダメーっ！！！！！」

　あわてて制止しようとしたラウルの脇わきをすり抜け、いまにも太郎と一戦を交えようとするアイリの腰こしへ飛びつくフィノ。

　背後からの予期せぬタックルに、アイリが思いきりつんのめった。

「～っ！！！！！」

　……もつれ合ったまま倉庫室の床ゆかへ転がるアイリとフィノ。

　めくれたスカートから覗のぞくふとももに、ラウルはあわてて目を逸そらす。

「ふ、フィノさんっ、なにするのよっ⁉」

　床ゆか板いたに打ちつけた腰をさすりながら抗こう議ぎするアイリ。

　そんな少女の肩かたをぎゅっと摑つかむなり、顔を上げたフィノが真しん剣けんな面おも持もちで言い募つのった。

「アイリっ、太郎を倒さないでっ！」

「はぁっ、太郎っ……？」

「太郎も暴れちゃダメーっっっ！」

　ぽかんとするアイリから身体からだを離して竜りゆうへ駆け寄よるフィノ。フィノにやさしく首を撫なでられ、すっかり牙を収めた竜が気持ちよさそうに啼く。

「……って、どういうことなのっ？」

「あ、ええと、その、話せばいろいろと長いことに……」

　戸と惑まどうように呟つぶやきながら、床に尻しり餅もちをついたままの格好でフィノと太郎を眺ながめるアイリ。そんな彼女の問いに、ラウルはつい、口ごもってしまう。……と。

「おい、お前ら、いったいなんの騒さわぎっ……って！！！！？」

　騒ぎを聞きつけて倉庫室を覗き込んだとたん、あんぐり口を開けるバイザー副店長。

　その後ろから顔を出したセアラ店長が「あらあら」と声をあげた。







「リヴァイアサンを拾ってくるなんて、さすがは魔人ね……」

　床に敷しかれた段ボールの上で身体を丸める《海を支配する悪魔の竜リヴアイアサン》。

　あきれ顔で呟きつつ、アイリが首を傾げた。

「でも、どうして王都にリヴァイアサンがいるのよ。たしか、ここよりずっと南の海域に棲すむドラゴンなのに」

「あ、俺もそれ、気になってて……」

「……そういえば、おれ、前に聞いたことがあるぞー……？」

　ラウルたちのやりとりを受け、副店長が神しん妙みような面持ちで指を立てる。

「なんでも王都の下水道には、ペットとして持ち込まれたあげく持て余されて捨てられちまった、野生化した白いリヴァイアサンたちの群れがー……」

「それは単なるウワサですよっっっ！」

「た、太郎は白くないぞっ？」

　思わず副店長にツッコむラウルと、戸惑うように首を傾げるフィノ。

　と、先ほどからなにかを考えこんでいたセアラ店長がふと、口を開いた。

「──なるほど、お話は分かりました」

「っ……」

　その言葉にびくっとし、ばつの悪そうな顔をしたフィノがおずおずと頭を下げる。

「て、店長っ、内ない緒しよにしててごめんなさいっ……！」

「ペットの持ち込み禁止……フィノちゃんも、お店のルールは知ってますよね？」

「っ……」

　静かに訊ねる店長の言葉に声を詰つまらすフィノ。

　なんだか見ていられなくなって、ラウルがつい横から口を挟はさむ。

「店長っ！　そのっ、今回のことは俺も知ってて、だから、俺も共犯でっ……」

「……ラウルくん。ちょっと黙だまっててくれるかしら？」

　うむを言わせぬ店長の声に圧あつ倒とうされ、ラウルは思わず口をつぐんでしまう。……まずいな、店長、本気で怒おこってるみたいだ。

「……ねえ、フィノちゃん。ルールにはね、それだけの理由があるんですよ？」

「は、はいっ……」

「うちのお店は埃ほこりが苦手な精密アイテムや食品も扱あつかってるし、お客さんには動物が苦手だったり、アレルギーを持ってる人もいるの。それに、お店の建物は会社のものだから、私用に使ったりして傷いたませたりしちゃ、いけないわ」

「っ、は、はいっ……」

　ひとことひとこと、嚙かんで含ふくめるみたいに諭さとすセアラ店長。

　……ま、こうなるよな。目にいっぱい涙なみだを溜ため、いまにも泣き出しそうな顔で頷うなずくフィノを横目に、ラウルは少しだけほっとしてしまう。凶きよう暴ぼうにして凶悪な人食い竜。フィノにはかわいそうだけど、やっぱりあんな危険な竜を飼わせるわけにはいかない。店長にダメだって言われれば、きっと、フィノも素直に諦あきらめるハズだ。

「ですから……」

　ルールを破った罪悪感に胸を痛め、心の底から反省している様子のフィノ。そんな少女を見下ろしていたセアラ店長が、やがて、ふっと表情をゆるめた。

「……ですから、その理由にさえ掛かからなければ、許可します」

「「えっ」」

　その瞬しゆん間かん、思わずマヌケな声をあげてしまうラウルと、大きな目を丸くするフィノ。

　穏おだやかな微笑ほほえみを浮かべたまま、店長が言葉を続ける。

「太郎くんは無毛種竜だから、竜用洗せん剤ざいで洗ってあげたあと、専用の飼料を三日与あたえれば衛生上の問題は解決できます。あと、お店の商品に手を出させないこと、お客さんを驚おどろかせたりしないこと、建物を傷ませたりしないこと……あと、休きゆう憩けい室の冷蔵庫はみんなが使うものだから、太郎くんのための牛乳瓶びんでいっぱいにしちゃうのは、ダメですよー？」

「ちょっ、店長待ってくださいっっっ！　こいつっ、人食い竜っ……」

「わああああっっっ！！！！！」

　あわてて言い募るラウルの声をさえぎるように歓かん声せいをあげるフィノ。みるみる明るくなっていく少女の表情に、店長がにっこりと微笑んだ。

「さすがに、ずっとお店に置いておくわけにはいかないけど……フィノちゃんがちゃんとお約束できるなら、しばらくの間、うちのお店で太郎くんを預かってもいいですよ？」

「うんっ、約束するっっっ！」

　いたずらっぽくウインクしてみせる店長に、満面の笑みを浮かべたフィノが頷き返す。

「店長、ありがとっっっ！！！！！」

「……まー、店長がそう言うのは、分かってたけどなー」

　と、ことの成り行きを見守っていた副店長が、ニヤニヤしながら口を開いた。

「なんたって、店長もちっちゃい頃ころは、よく犬や猫ねこやスライムなんかを拾ってきちゃあ、エルトに内緒で……って」

「がうっ」

　……かぷり、と、ついそんな擬ぎ音おんを書き加えたくなるような構図で副店長の足に嚙みつくリヴァイアサン。

　すっと蒼あおざめる副店長の前で、あわてたようにフィノが叫さけぶ。

「こらっ、太郎っ！　副店長はエサじゃないぞっっっ！」

「って、ほら、言わんこっちゃない！　副店長、大だい丈じよう夫ぶですかっっっ⁉」

「待ってて下さい！　いま、下からやくそう持ってきますっ！」

「い、いや、ラウル君、アイリ君、大丈夫っ、血は出てねーからっ……」

「……ふふっ、バイザーくん、すっかり気に入られたみたいですねー？」

　太郎のヨダレまみれになったズボンをつまんで情けない声をあげる副店長に、セアラ店長がふわふわと微笑んだ。







「ぎゃおーん」

「こらっ、大人しくしろっ！」

　──ざあざあと、すりガラスの向こうから聞こえてくるシャワーの音。

　雨だれのような水音に交じって竜の咆ほう哮こうと、鈴すずを振ふるような少女の声が聞こえてくる。

「やっ、こ、こらっ、大人しくしろって言ってるだろっっっ⁉　っ、こらっ、だめだって！　や、やだっ、くすぐったいよぉっ」

「…………」

　──『まったく、ラウルは心配性だなっ！』

　勇者の剣けんを胸に抱だいて風ふ呂ろ場ばの前に座り込み。無む邪じや気きに笑う少女の顔を思い出しつつ、ラウルは胸中で独りごちる。……ったく、お前が無防備すぎるんだよ！




「──り、リヴァイアサンを風呂にっ⁉」

「ああっ、店長に言われた竜用洗剤、このとおり買って来たしな！」

「って、ドラゴンなんて、店の外のホースの水で洗えばいいじゃねえか！」

「ダメっ！　ちゃんとお湯で洗ってあげなきゃかわいそうだろっ⁉」

「ていうか、そもそもうちのアパートだってペットは禁止でっ……」

「あ、洗うだけならいいだろっ？　道ばたで拾ってきた服とかオモチャをお風呂場で洗うのと同じだしっ……それに、洗ったあとはちゃんとまた、お店に連れてくるからっ！」

「って、そもそも、そういう問題じゃなくてっ！　人食いドラゴンと一いつ緒しよに風呂みたいな密室にこもるだなんて危険すぎんだろっ！　なにかあったらどうするんだよっ⁉」

「だから、太郎は大丈夫っ……」

「とにかく、絶対にダメだっっっ！！！！！」




　……先のやりとりを思い起こし、ラウルは思わず嘆たん息そくする。

　そんなこんなで強ごう引いんに見張りを申し出たものの、浴室から聞こえてくるのは楽しげな声ばかり。正直、居づらいっていうか……これじゃまるで見張りはただの口実で、単に風呂を覗きたかっただけみたいな感じに……い、いやっ！

　魔ま物もの事典の記述を思い出し、ラウルは首を振る。いくら懐なついてるように見えたって、あいつの本性は人食い竜なんだ。フィノの代わりに俺が警けい戒かいしててやらないとっ……！

　剣の柄つかをぎゅっと握にぎりしめ、決意を新たにするラウル。

「あっ」

　……そんな少年の背後のすりガラスの向こうから、なんだか甘い声が響ひびいた。

「やっ、だっ、だめっ、そこっ、舐なめちゃだめっ、やっ……やだっ、あっ……」

　浴室から聞こえてくる、少しあわてたようなフィノの声。

「だめっ、こらっ、だめだってっ！　……ふあっ、そ、そっちもだめっ！　ぞくってするっ！　やっ、やだっ、やめっ……んっ……」

「って、ふ、フィノ、大丈夫かっ」

「う、うんっ、太た郎ろうがじゃれてるだけ……あっ、やっ、だめっ！　っ、舌っ、ざらざらしててっ……やっ、だめっ、舐めるのだめぇっ……」

　……くそうっ。フィノの声を聞きつつ、ラウルは歯ぎしりする。リヴァイアサンの野や郎ろうただじゃおかねえっ！

「──痛っ！」

　……不意に、短い叫び声ごえ。

　驚きと戸と惑まどいの混じったその声に、ラウルの身体からだが反射的に動いた。

「フィノっっっ！！！！！」

　扉とびらを開けたとたん視界に飛び込んできたのは、浴よく槽そうの縁ふちに腰こし掛かけたＴシャツ姿のフィノと、その足元にぺたんと伏ふせる蒼いドラゴン。

　涙目でひとさし指をねぶっていたフィノが、きょとんとした顔でラウルを見上げてくる。

「ラウル、どうしたの？」

「いや、お前が声あげたから……」

　……てっきり、ついに本性を現した太郎がフィノに襲おそいかかったかと思ったのに。

　想定していたのとなんだか違ちがう平和な光景に、ラウルは思わず頭を搔かいてしまう。

　ふたたび指をくわえ、フィノがしょんぼり顔で呟つぶやいた。

「太郎洗ってたら指切っちゃったんだ。なんか、角の後ろあたりに、尖とがったのがっ……」

「……って、なんだこれ？」

　太郎の角の後ろに穿うがたれた小さな穴。いままで気づかなかったけど、そこに針金が通され、小さなプラスチック片が括くくりつけられている。

「……ラウル、それ、なんだ？」

「人工物……だよな？　なんかのタグみたいだけど……もしかして、迷子札か？」

「迷子札っ⁉　それって、太郎にほんとの飼い主がいるってことっ⁉」

「いや、まだ分からないけど……」

　がばっと顔を上げるフィノの前で、ラウルは外した札をいろんな方向から眺ながめまわす。

「一見、ただのプラスチックに見えるけど、ちょっと厚みがあるし、マジックアイテムかも……って、ふ、フィノっ！」

「？」

　無防備に身体をすり寄せ、ラウルの手元を覗のぞき込む魔人の少女。

　いくら服を着ているとはいえ、シャワーから跳はねたしずくをたっぷり吸ったＴシャツは肌はだに張りつき、ほとんど全ぜん裸らと変わりないくらい少女の身体の曲線を惜おしげもなく……。

「と、とりあえず、これは明日あした、副店長にでも見てもらおうぜっ！」

　あわてたように立ち上がり、ポケットに札をしまったラウルが提案した。
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「ラウルっ！　ラウルっっっ！」

　──翌日の朝。売場に顔を出したラウルを見つけるなり、リヴァイアサンを連れて駆かけ寄よってきたフィノが興奮したように叫ぶ。

「オレ様、太郎に芸を教えたんだ！　太郎、すっごく頭良いんだぞっ！」

「そりゃ、残ざん忍にんにして狡こう猾かつな人食い竜りゆうなんだし、頭もいいに決まって……」

「ねえっ、見ててっ！」

　半眼でぼやくラウルの言葉をさえぎって、フィノがすうっと息を吸った。

「……『お手』っ！」

「ぎゃおーん！」

　鎌かま首くびをもたげ、フィノが差し出した手にちょこんとあごを載のせるリヴァイアサン。

　よく訓練されたその動きに、さすがのラウルも目を丸くする。

「へえ、すごいな」

「へへっ！」

　ラウルの言葉に得意げに胸を張り、フィノがさらに命令を続けた。

「『おすわり』っ！」「ぎゃおーん！」

「『ふせ』っ！」「ぎゃおーん！」

「『おまわり』っ！」「ぎゃおーん！」

「『せんめつ』っ！」「ぎゃおーん！」

「って、おいっっっ！！！！！」




　フィノが『殲せん滅めつ』を命じたとたんに竜りゆう器官を膨ふくらませ、喉のどの奥にドラゴンブレスの粒りゆう子しを集め始める太郎。

　あわてて叫ぶラウルにきょとんとし、「待て！」と命令したフィノが怪け訝げんそうにこちらを見やった。

「……どうした、ラウル？」

「どうした、じゃねえよっっっ！　お前太郎になに教えてんだよっっっ⁉」

「ふふっ、太郎は筋がいいから、すぐに一個大隊を相手にできるぞ！」

「どんな想定だっっっ！」

「あとねっ、さっき散歩に行ってきたんだけど、すっごく楽しかったぞ！　途と中ちゆうで会ったおばちゃんに、見慣れないけどかわいい竜ねって褒ほめられて……」

「おばちゃんそれリヴァイアサンだから逃にげてーっっっ！！！！！」

　……と。

「あー……おはよう、ラウル君、フィノ君……」

「あ、副店長っ！」

「副店長、おはようございます」

「なんつーか、君らはほんと、朝から元気だねえ……」

　バックヤードからふらりと現れ、だるそうにあいさつするバイザー副店長。

「……太郎君も、今日はおれの足、嚙かむんじゃないぞー？」

「あっ、そう言えば……」

　太郎を見下ろしてぼやく副店長に、ふと昨日の件を思い出したラウルが懐ふところを探った。

「副店長、ちょっと見てください。太郎の角から見つけたんですけど……」

「きのう一緒にお風呂に入ってるとき、ラウルが見つけてくれたんだっ！」

「ほー、ラウル君と一緒に風呂、ねえ……」

「って、副店長っっっ！」

　興味深げに反はん芻すうする上司に抗こう議ぎの声をあげつつ、ラウルが例の札を出す。

「そうじゃなくって！　これ、マジックアイテムじゃないですか？」

「んー、どれどれー……」

　ラウルの手から札をつまみ、「《展開オープン》」と唱える副店長。

　浮うかびあがった《魔ま法ほう領域》を一いち瞥べつするなり、副店長が「ああ」と頷うなずいた。

「たしかに、ラウル君の言うとおりマジックアイテムだなー。猛もう獣じゆうなんかに付ける魔ま力りよく封ふうじのタグで、えーと……って」

「ど、どうしたんですか？」

「……おい、これ、市し販はん品じゃねーぞ？」

　淡あわく輝かがやく《魔法構文マジツクプログラム》をなぞりながらぎょっとしたように呟く副店長。

　その表情が、みるみるうちに蒼あおざめていく。

「ここも、ここも、この構文をこーやって繫つなげるのは思いっきり違い法ほうだろー？　ここんとこの数値も明らかに法定基準無視してるし、ていうか……」

　赤毛頭に手を突つっ込こみ、副店長がぽつりと洩もらした。

「これ……発信器になってるぞ……」

「発信器っっっ⁉」

　思わずラウルが目を丸くしたのとほぼ、同時に。

　耳をつんざくような音と衝しよう撃げきが、開店前の店内に響いた。




「「「っっっ！！！！？」」」




　ちぎれ飛ぶ金属シャッターと、床ゆかに散らばる無数のガラス片。

　店の入り口に下ろされたシャッターごとガラス戸を突き破やぶり、覆ふく面めんを被かぶった男たちが店内になだれ込んでくる。

「ひ、ひいいっ……！」

　とっさに両手を上げる副店長。

　とつぜんの乱入者たちを前に、フィノが焦あせったような声をあげる。

「ま、まだ開店前だぞっ⁉　申し訳ありませんが、三十分後にっ……」

「って、どう見てもお客さんじゃあねえだろっっっ！！！！？」

　反射的にツッコミつつ、ラウルがフィノの腕うでを摑つかんで持ち上げた。

「ほらフィノっ、お前も手え上げろっっっ！！！！！」




　副店長に倣ならって手を上げるラウル。抵てい抗こうするのは良策じゃない。……それに。

　リーダーらしき男が手にしている輝きを帯びた剣けん。おそらく店のシャッターとガラス戸を切り裂さくのに使われたそれは、勇者になるための鍛たん錬れんを積んだ者にしか使えないハズの魔ま法ほう剣けん。

　……少なくとも、こいつら、単なるチンピラとは違う。うかつに動くのは危険だ！

「……そのまま大人しくしてろ。邪じや魔ましなければ、命までは取らない」

　降服の意を示すラウルたちを一瞥し、見下すように言い放つ剣の男。

　店内を見み渡わたしていた覆面たちの目が、ある一点に注がれる。

「あっ、太郎っっっ！」

「……しっ、フィノっ、黙だまれっ！」

　売り場の床にうずくまる蒼いドラゴンへ迫せまる男たち。

　動どう揺ようするフィノの腕をぎゅっと摑み、ラウルが強い口調でたしなめた。

　……どうやら、ヤツらの狙ねらいは太郎ことリヴァイアサンらしい。

　太郎の角の発信器つきタグと、おそらくはそれを追って太郎を回収しに来た、違法武装したこの覆面たち──くそっ、こいつら、密輸組織か！

　リヴァイアサンの蒼水すい晶しようの鱗うろこは希少価値が高く、角や牙きばは薬の材料になる。成せい獣じゆうには手が出せなくても、太郎みたいな幼よう獣じゆうなら扱あつかいも楽だし、生かしておけば鱗や角は何度でも『収しゆう穫かく』できる。

　……たぶん、太郎はエヴァレッド港に停てい泊はくしてた密輸船から逃げ出したところを、フィノに拾われたんだ。




　太郎に近づいた覆面のひとりが手を伸のばし、その首を乱暴に摑む。

　ぎゃあっと声をあげてじたばたする太郎の姿に、たまらずフィノが叫さけんだ。

「太郎っっっ！！！！！」




　……しっかりと摑んだフィノの身体からだがぶるぶると震ふるえているのが分かる。

　蒼い瞳ひとみに悔くやし涙なみだを溜ためる少女の横顔に、ラウルの胸が痛んだ。

　──……たしかに、俺は最初から、リヴァイアサンみたいな人食い竜を飼うのなんて反対だった。だから、あいつらがこのまま太郎を連れ去ってくれれば好都合かもしれないけど……でも、こんな別れ方じゃ、フィノが悲しむじゃねえか！

　せっかくあんなに仲良くなって、さっきだって、あんなに楽しそうに命令をっ……⁉

「っ……！」

　……先ほどのやりとりを思い出したとたんに浮かぶ、ある考え。

　僅わずかに目をすがめたラウルが、かたわらの少女を見やる。

　いまにも太郎を抱かかえて出て行こうとする覆面男たちの様子を窺うかがいつつ、くやしげにくちびるを嚙むフィノ。そんな少女の耳元に口を寄せ、ラウルが囁ささやいた。

「……フィノ。お前、太郎に芸を教えてたよな？」

「うんっ……太郎、すっごく、頭よくて……っ！」

　そのとたん、はっとしたように瞳を揺ゆらすフィノ。

　もの言いたげにこちらを見上げた少女に、ラウルは頷いてやる。

「っ……」




　……ラウルのかたわらで、すうっと息を吸って。

　覆面男たちに運ばれていく太郎を見み据すえたフィノが、思い切り叫んだ。




「太郎、『せんめつ』っっっ！！！！！」

「ぎゃおーんっ！！！！！」




　命令と同時に男たちの腕から飛び出し、しゅたっと床に降り立つリヴァイアサン。

　首の竜器官が膨らみ、喉の奥で収束したドラゴン・ブレスの粒子が発光する。




　──次の瞬しゆん間かん、辺りを包む風と水しぶき。

《全てを吞み込む嵐の息ブレス・オブ・テンペスト》……リヴァイアサンを海の王者たらしめるドラゴン・ブレスが、周囲の覆面男たちに襲おそいかかった。







「まったく、朝っぱらからひでー目に遭あったわー……犯罪者なんざ、みーんな爆ばく発はつしちまやあいーのにーっ……」

　……水みず浸びたしになった店内を見渡し、すっかり消しよう耗もうしきったように嘆たん息そくするバイザー副店長。

　破は壊かいされた店の入り口を眺ながめつつ、セアラ店長が困ったように眉まゆ根ねを寄せる。

「とりあえず、今日は一日、おかたづけするしか、ありませんねえ……」

「まあ、どーせすぐ警察も来るだろうし、仕事にゃなんねーだろ……」

　面めん倒どうくさげに投げられた副店長の視線の先。覆面を剝はがされ、ロープで縛しばられた男たちがレジカウンタ前にごろごろと並べられてる。まだ幼獣のそれとはいえ、リヴァイアサンのドラゴン・ブレスをまともにくらったからにはまだ当分は目覚めないだろう。……と。

「ねえ……」

　レジカウンタの上で行ぎよう儀ぎよく『おすわり』する太郎の首を撫なでてやりながら、フィノがぽつりと呟つぶやいた。

「太郎、これからどうなるの？」

「あー……」

　そんなフィノの問いに、副店長が気まずげに目を逸そらす。

「今回のことはどーも、でけー犯罪組織が絡からんでるみたいだからなー……警察が来たら証しよう拠こ品として押収されて、そのあとは、竜園で保護されるか……」

「でも、太郎って、こいつらに無理やり、故郷から連れて来られたんだろっ？」

　床に転がる男たちを見やり、フィノがラウルを見上げた。

「ねえ、ラウル、太郎のこと、なんとかして家に帰してあげられないの……？」

「……とは言っても、リヴァイアサンの故郷は数千キロ離はなれたトラン・ザーム海域だからな。成獣ならここからでも泳いで帰れるだろうけど、こいつじゃ、さすがに……」

「トラン・ザーム……」

　……と、ラウルの言葉をオウム返しにしたセアラ店長が、ふと、副店長を見やる。

「バイザーくん、ちょっとケータイ貸してもらえますか？」

「え……あ、ああ、いーけど……」

「ええと、たしか、店てん舗ぽ一覧に……」

　副店長から受け取ったスマートマジックフォンの画面に指を走らす店長。

　なにかを調べていた店長が、やがて、ふっと表情をゆるめた。

「ああ、やっぱり……フィノちゃん、もしかしたら、なんとかなるかも」

「本当っっっ⁉」

　とたんに身を乗りだす少女に、セアラ店長がぱちんとウインクしてみせる。

「ええ。……ちょっと、お友達にツテがあるの」







「──……こんなことするのは、今回限りですよ？」

　──すっかり日も暮れたエヴァレッド港の埠ふ頭とう。

　山積みのコンテナに囲まれ、バインダーを抱えたスーツ姿の黒くろ髪かみ美女が淡たん々たんとした声で言い放つ。

「店舗間移送の社内便を私的に使うのは、会社に対する背信行こう為いです。この私、アマダ王都本店副店長カレン・ディレクトリの権限でも、そう易やす々やすとは……」

「ありがとう、カッちゃん」

　栗くり色の髪かみを潮風になびかせ微笑ほほえむセアラ店長。昔のあだ名で呼ばれたとたん、ポーカーフェイスを崩くずしたカレンが声を荒あららげる。

「ですから、カッちゃんって呼ぶのはやめて下さい！」

「ふふっ、本当にありがとう。こんなこと、親友のカッちゃんにしか頼たのめないもの」

「っ……」

　セアラの言葉にほんの僅かに頰ほおを染め、カレンがこほんと咳せき払ばらいした。

「ま、まあ、先日弊へい社しやがあなたがたにご迷めい惑わくをお掛かけした件でのお詫わびもまだ不十分でしたし。借りはこれで返させて戴いただいたということで……」

「ところでカッちゃん、マロンちゃんは元気にしてる？」

「ですからっ、そのことは忘れて下さいっっっっ！！！！！」

　整った顔を真っ赤にし、ぎりぎりと悔しげに奥歯を嚙かむカレン。……一見冷たく非情に見えるライバル店の副店長は、愛あい猫びようのマロンちゃんを溺でき愛あいする無類の猫ねこ好きらしい。

「しっかし、まさか絶海の孤こ島とうトラン・ザーム諸島にまで店舗があるだなんて、さすがは業界最大手のアマダだなー……」

「公式サイトにチラシ載のってましたけど、なんか見たこともない通貨単位でしたね……」

　あきれたようなバイザー副店長に相づちをうち、ふと、ラウルは視線を落とした。

「──太郎、良かったな……」

　ケージに入れられた蒼あおいドラゴン……太郎の首を撫でてやりながら、やさしく話しかける銀ぎん髪ぱつの少女。

　腕うで時計をちらりと見たカレンが、淡々と口を開く。

「そろそろ、積み込みです。お別れはそこまでにしてください」

「っ……」

　カレンの言葉に、名残なごり惜おしげに立ち上がるフィノ。

　フィノを見上げた太郎が、「ぎゃおーん」と小さく啼ないた。







「太郎っ……」

　船に積み込まれていくケージを見送りつつ、すっかり涙ぐむ少女。

　そんなフィノの肩かたに、ラウルがそっと手を置く。

「フィノ……」

　なんて言おうか、少しだけ迷って。

　……やがて、ラウルがちょっと照れくさそうに呟いた。

「太郎は帰っちまったけど、その……フィノには、俺がいるだろ？」

「ラウル……」

　そんなラウルの言葉に、フィノが目を丸くして、




「……うん」

　蒼い瞳に溜まった涙を拭ぬぐいつつ、フィノが微笑んだ。




　　　　＊　＊　＊




　──翌日の朝。

　早朝のチャイムで起こされたラウルが玄げん関かんのドアを開けるなり、見慣れた銀髪の少女がにこにこしながら声をあげる。

「ラウル、おはよっ！　『お手』っ！」

「へっ……」

　……差し出された小さな手を、寝ねぼけ眼まなこのままぼーっと見つめるラウル。

　そんなラウルを見上げ、フィノがぷーっとむくれてみせた。

「ラウル、太郎の代わりになってくれるんだろっ？」

「……はあ？」

「ほらっ、ラウルっ、『お手』っ！」

「……ったく」

　ラウルがしぶしぶ従うなり、きゅっと手のひらを握にぎってくるフィノ。

　そのままぐいっと引っぱられ、ラウルは思わず声をあげた。

「って！」

「ねえ、一いつ緒しよに朝の散歩行こっ！」

　ラウルの手を握ったまま振ふり返り、楽しげに微笑むフィノ。

　とびきり明るい少女の笑顔に、ラウルは思わずドキッとして……と。




　……不意にふたりの視界の端はしを過よぎる、なにか黒くて素早いもの。

　その正体を認にん識しきした瞬間、すっかり取り乱したフィノが胸に飛びついてくる。

「ご、ゴキブリアやだあああああっっっ！」

　足元の甲こう虫ちゆうを指し、涙なみだ目めで叫さけぶフィノ。




「ラウルっ、『せんめつ』っ！！！！！」

「……はいはい」




　……ったく、仕方ねえな。

　思わず苦笑しつつ、ラウルがこくりと頷うなずいた。
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　第七章　「魔ま王おうの娘むすめさんがラッピングを覚えるようです。」







「ラウル、ただいまっ！」




　──昼下がりのマジックショップ・レオン王都店。

　通り沿いの窓から差し込む穏おだやかな日差しの中、銀色の髪をした少女が少年の名を親しげに呼びながら、ぱたぱたとレジカウンタに駆かけ寄よってくる。

　すべすべふにふにした頰を紅潮させ。休きゆう憩けいから戻もどってきたばかりの少女は僅わずかに息を乱しつつ、手にした袋ふくろをずいっと差し出した。

「頼まれてたラッピング用品買ってきたぞっ？　これっ、領収書なっ！」

　こちらを見上げ、ボールを拾ってきた小犬みたいに得意げな顔をする少女。

　人類の仇きゆう敵てき、魔王の血を引く後こう輩はいバイト少女の、とてもそうとは信じられないくらい愛らしい笑顔。思わずぎゅっと抱だきしめたくなるような仕草にどきりとしつつ、ラウルと呼ばれた少年……かつて勇者を目指していたマジックショップの正社員は広告チラシを二つ折りにする手を止め、少し照れた表情を浮うかべてねぎらいの言葉をかけてやる。

「サンキュ、フィノ。……ていうか、休憩時間にお使い頼んで悪かったな」

「ううんっ、どうせ、お昼ご飯買いに行くついでだったしっ……」

「いや、マジで助かったよ。俺、包装紙の残りが少なくなってたのすっかり忘れてて、ついさっき、最後の一枚を使っちまったから……って」

　言いながら、フィノが差し出してきた領収書に目を落とし……

　……そのとたん、ラウルはぴしっと凍こおりついた。

「……ちょっと待て。どうしてこれ、肉屋の領収書なんだ？」

「え？」

　とびきりかわいらしい面おもてにきょとんとした表情を浮かべ、フィノがしれっと口を開く。




「だって、プレゼントって言ったら、生肉で包むのが常識だろ？」

「常識じゃねえよっっっ！！！！！」




　……その瞬しゆん間かん、いましがた覚えたばかりの甘あま酸ずっぱいときめきを光の彼方かなたへ弾はじき飛ばし。フィノの手から袋を奪うばい取ったラウルがその中を覗のぞき込むなり叫んだ。

「って、おい、マジじゃねえかっっっ！　お前なっ、ラッピング用品頼んだのにこんな肉ばっかり大量に買ってきちまってどうするつもりだよっっっ⁉」

「ふはは、見くびるな、ラウル！　もちろん、肉だけじゃないぞっ！」

　思わず声を荒あらげたラウルを尻しり目めに、フィノはふふんと鼻を鳴らす。

「そのままだとべたべたしちゃうから、片かた栗くり粉こも一緒に買ってきた！」

「って、だからなんで食品ラインなんだよっっっ⁉　ていうか、豚ぶたバラ肉で包んで片栗粉をまぶしたプレゼントってなんかもうそれほとんど料理の一種じゃねえかっっっ！」

「……やれやれ」

　いきり立つラウルをなんだか困ったような顔で一いち瞥べつし、魔ま界かい育ちの少女はため息交じりに肩をすくめた。

「ラウルはいい年して魔界常識も知らないのか？　バラ肉を用いるのは冠かん婚こん葬そう祭さいのときだけだろ？　もっとラフな普ふ段だん使いのプレゼントを包むときは、角が立つような新しん鮮せんなレバーを用いるものと相場が決まって……」

「知るかっっっ！！！！！」

　……少女がどや顔で語る魔界常識とやらについ大声を出してしまうラウル。

「ちなみに」とひとさし指を立て、フィノがえへんと胸を張った。

「魔界には花言葉ならぬ肉言葉というものがあってだな！　豚レバーの肉言葉は『鉄分豊富』、豚バラは『定番人気』、豚とんトロは『脂あぶらがノリにノってます』だ！」

「肉言葉っつーかそれ焼き肉屋のメニューに書いてあるコメントかなんかだろっ⁉」

「あと、同じ部位でも豚肉や牛肉、鶏とり肉にくや竜肉で肉言葉が違ちがうんだぞっ！」

「だからどうしたっっっ！！！！？」

「むーっ……」

　ラウルの態度に頰ほおを膨ふくらませ、なんだか不満げに少年を見上げたフィノが口を尖とがらせる。

「なんで分かってくれないんだっ？　食べられるラッピングなんてすごいエコロジーじゃないか！　もらった方だって、使い道のない紙なんかで包んであるよりずっとうれしいだろ？　オレ様たち魔人のそういう合理的なとこ、人間も積極的に真似まねすべきだと……」

「しねえよ！　ていうか、そもそも日持ちしねえよっっっ！！！」

「まあ、たしかに人間界は魔界と違って気候が温暖だけど、でも、大だい丈じよう夫ぶ！　そんなこともあろうかと、ちゃんと干し肉も買ってあるっ！」

「だからそういう問題じゃねええええっっっ！！！！！」

「あっ」

　……不意に声を立て、肩かた越ごしに振り返るフィノ。

　つられて顔を上げたラウルの視界に、きびきびとした足取りでレジカウンタへ駆け寄ってくるひとりの少女の姿が映る。

　流れるような蜂はち蜜みつ色の髪かみに、見とれてしまうほどすらりとした長い足。

　一台10万ゴールドもする一眼レフマジカメの箱を小こ脇わきに抱かかえた美しい少女……ふたりめの後輩バイトこと通称『オールＡ』のアイリは、ラウルの顔を見やるなり声をあげた。

「ラウル・チェイサー！　いまお客さんからマジカメのラッピング頼たのまれたんだけど、これ、お願いできる？」




「「ラッピングっっっ⁉」」




　顔を見合わせるラウルとフィノ。

　そんなふたりの反応に、アイリがなんだか怪け訝げんな顔をする。

「……な、なによ。まさか、包装紙切らしてるとか言わないわよね？」

「うっ……」

　……図星を指され、つい視線を泳がせてしまうラウル。

　そんな少年のかたわらで、フィノがごくりと唾つばを吞のんだ。

「……ラウル。こうなったら、魔界式にやるしかっ……」

「やらねえよっっっ！！！！！」

　無む駄だな決意にあふれたフィノの発言を瞬しゆん時じに却きやつ下かするラウル。

　マジカメの箱を抱えたまま、アイリが焦あせったような声をあげる。

「って、ちょっと、ほんとに無いのっ？　このマジカメ、ラッピング込みで成約したのよ？　それに私、もう、お客さんに『ラッピングできます』って言っちゃったしっ……」

「いやっ、そのっ、ちょっとした行き違いがあってっ……くそっ」

　アイリの言葉に言い訳しつつ、ラウルはあわてて周囲へ視線を走らせた。

「ええとっ、なにか包装紙の代わりになるようなものってないかっ？」

「ラウル！　紙ならここにっ……」

「って、肉を包んでたべとべとの紙を出すなっ！」

「あとは、さっきラウルが折ってたうちのお店の特売チラシとかっ……」

「そんなラッピング一部のマニアしか喜ばねえよっっっ！！！！！」

　額に汗あせを浮かべつつラウルは舌打ちする。

　申し訳ないけどお客さんに謝るしかっ……。




「──あらあら、どうしたの？」

　不意に、レジカウンタの前から聞こえてくる穏やかな声。

　はっと顔を上げたラウルの視界に、栗くり色いろの髪をした美少女の姿が映る。

「「「店長っ！」」」

　レオン王都店店長、セアラ・オーガスト。

　たまたま前を通りかかった上司に助けを求めるように、ラウルが声をうわずらせた。

「店長っ、ちょっとトラブルが……って」

「店長っ、それっ！」

「えっ？」

　ラウルとアイリの視線が同時に吸い寄せられたのは、店長が腕うでに抱えたパステルカラーの紙筒づつ。

　ふたりの反応に目を瞬またたかせ、腕の中の包装紙を見下ろした店長が「ああ」と小さく頷うなずいてみせる。

「この包装紙、売場の飾かざり付つけに使おうと思って、一枚もらっておいたんですけど……」

「助かったっ……！」

　……思わず、安あん堵どの息を洩もらし。

　レジカウンタのラウルは、店長に向かって大きく身を乗り出した。

「店長、すみませんっ！　お客さんにラッピング頼まれてるんですけど、包装紙切らしちまっててっ……申し訳ないんですけど、それ、使わせて貰もらえませんか？」

「あらあら、そうだったの」

　ラウルの申し出に、にっこりと微笑ほほえむセアラ店長。

「もちろん、かまいませんよ？　売場作りより、お客さんが最優先ですから」

「ありがとうございますっ！」

　礼を言いながら包装紙を受け取るラウルの前で、売り場のアイリがきびすを返した。

「じゃあ、私はお客さん呼んでくるから、先にそのマジカメを包んでおいてくれる？」

「ああ、了りよう解かい」「分かったっ！」

　……まるでラウルの声を押しのけるように、明るい声で返事するフィノ。

「このきれいな紙で包めばいいんだなっ⁉　ふはは、オレ様に任せろっっっ！！！！！」

「って、おいっっっ！」




　ラウルが止める間もなく、ばっと包装紙を広げたフィノがマジカメに飛びかかり……。




　……次の、瞬間。

　びりっという耳障りな音が、ラウルの鼓こ膜まくを震ふるわせた。




「…………」

「…………」

　……しばしの、沈ちん黙もく。

　ややあって、肩越しに振ふり返かえったフィノが泣きそうな声をあげる。

「ら、ラウルぅっ！」

「って、貴重な包装紙をあまりにも豪ごう快かいにーっっっ！！！！？」

「え、ええとっ……そ、そうだっ！　こういうときこそ水みず溶とき片栗粉でっ……」

「くっつかねえよっっっ！！！！！」

　……力任せにひねられてぐちゃぐちゃになったあげく、箱の角に引っかかって大きく破れた包装紙。片栗粉の袋ふくろを抱えてすっかりテンパったように走り出そうとするフィノの襟えり首くびを摑つかんで引き戻もどし、ラウルは思わず叫さけんだ。

「お前っ、最後の一枚の包装紙でなにやってんだよっっっ！！！！？」

「な、なんかっ、紙と肉って、思ったより勝手が違うっていうかっ……」

「当たり前だろっっっ！」

　……と。




「──お客さま、お待たせしました」

　売場の方から聞こえてくる、凜りんとした少女の声。

「ただいまお包みしておりますので、こちらでお会計を……って」

　……まるで包装紙惨ざん殺さつ事件とでもタイトルをつけたくなるような凄せい惨さんなレジカウンタを目にしたとたん、言いかけた言葉を吞み込むアイリ。

　……凍こおりつくラウルたちの前で、アイリが連れてきたお客さんがあんぐりと口を開けた。







「と、そんなことがありまして……」




　──閉店後のマジックショップ・レオン王都店。

　サポートカウンタの脇わきに置かれた商談テーブル。円えん卓たくを囲むスタッフたちを見み渡わたし、セアラ店長がかわいらしく嘆たん息そくする。

「お客さまは『仕方ないよ』なんて笑って許してくださったけど、こちらの不手際で期待を裏切ってしまったことは事実です。……フィノちゃんが買ってきてくれたお肉をお詫わびにおつけしたけど、本当に申し訳なかったわ」

「お客さんもまさか、マジックショップで肉もらうとは思ってなかったろーなー……」

　……だるそうに目を細めて呟つぶやくバイザー副店長。セアラ店長が小さく頭かぶりを振った。

「今日みたいなことがないよう、スタッフ全員がちゃんとラッピング出来るようにしておいた方がいいと思うの。わたしがこれまで特になにも言わなかったのが悪いんだけど、フィノちゃんもアイリさんも、これまで、ラッピングしたことないそうだから……」

「……って、フィノはともかく、なんでお前までラッピング経験ないんだよ？」

「だ、だって、アマダでは専門のスタッフがいたしっ……そもそも、ラッピングなんて紙の無駄って言うかっ……」

「ほら見ろラウルっ！　やっぱり、生肉を使うのが一番じゃないかっっっ！」

「保健所に怒おこられるわっっっ！！！」

　思わず声を荒あらげるラウル。と、向かいに座る店長がやさしく微笑んだ。

「フィノちゃん、お客さんの中にはお肉が苦手な人もいるし、お値段も高いから、うちのお店じゃ使えないの」

「えっ、そうなのっ⁉」

「だから、紙を使ったラッピングの練習、一いつ緒しよに勉強してくれるかしら？」

「うんっっっ！」

　素直に頷くフィノに目を細め、顔を上げたセアラ店長が提案する。

「というわけで、今日はラッピングの勉強会を行います。フィノちゃんとアイリさんだけじゃなく、他のみんなもいっぱい練習して、ばっちり技術を磨みがいてくださいね？」

「……って、練習すんのはいーけど、いったい何を包むんだ……？」

「ふふっ、それがね、ちょうどいいものがあるの」

「……『ちょうどいいもの』？」

「ええ」

　副店長の問いにいたずらっぽく頷き、セアラ店長がぴょこんとひとさし指を立てた。

「さて、とつぜんですが、バイザーくんとラウルくんにクイズです。そろそろ、毎年恒こう例れいの、あの時期ですね？」

「へっ」「……おい、まさか」

　唐とう突とつな質問にぽかんとするラウルと、厭いやな予感におののく副店長。

「はい、時間切れ」なんて言いつつ、店長がにこにこしながら口を開く。

「例のお客さんの注文、今年もお受けしちゃいました」

「って……」「うああ、マジかよぉぉぉっ……！」

　……とたんに揃そろって頭を抱かかえるラウルと副店長。

　先せん輩ぱいスタッフたちのただならぬ様子に、フィノとアイリがきょとんと顔を見合わせる。

「……例のお客さん？」

「ラウル、なんのことっ？」

「ああ……」

　口々に尋たずねるふたりの前で、ラウルは力なく目をすがめた。

「……店長のお客さんにエヴァレッド王国軍の人がいるんだけど、毎年この時期になると、いつも軍内ビンゴ大会の景品を大量に注文してくれるんだよ」

「ちなみに、今年はマジヴィを含ふくめて３００万ゴールド分もご注文戴いただいたんですよー？」

　半開きになった扉とびらの向こう、バックヤードに積まれた大量のコンテナを指してちょっぴり得意げな顔をする店長のかたわらで、バイザー副店長がおずおずと口を開く。

「……それで、今年の合計点数は？」

「あら、バイザーくん、数を聞くと、やる気がなくなっちゃいますよ？」

　相変わらずの笑顔を浮うかべたまましれっと答える店長。思わずラウルが嘆息した。

「……マジヴィみたいな大物はリボン掛かけるだけでいいんだけど、それ以外の小物類は全部、うちがサービスでラッピングするって話になってるんだ。ちなみに、去年は要ラッピングアイテムが五百個以上あって、一個一分でやったとしても八時間以上掛かる計算だけど、当然、そんなスピードで包めるワケがないし……」

「……たしか、あの日は店長が急病で休んじまって、おれとラウル君が二人で店に残って、徹てつ夜やでひたすらラッピングしたんだっけなー……」

　少年の言葉に目を細め、深々と息を吐はく副店長。ラウルの脳裏に、竜りゆうの墓場で鱗うろこを積むようなあの果てしないラッピング地じ獄ごくの想い出がよみがえる。

　お陰かげでどうにかラッピングはマスターしたものの、当時まだ新入社員だったラウルは、しばらく包装紙とリボンの悪夢にうなされることになって……。

「ふふっ、今年はわたしもいるし、フィノちゃんとアイリさんもいるから、きっと、もう少し早く帰れますよー？」

　……まるで死にかけのノラマンボウみたいな目をするラウルたちをフォローしつつ、セアラ店長がすぐ側に積まれたコンテナを指す。

「というわけで、これが包装紙とリボンです。注文品と一緒に手配しておいた分が、いまさっき届いたの」

「わあっ、いろんな柄がらが入ってるっっっ！」

　身を乗り出すフィノの前で、コンテナを抱えたセアラ店長がぱちんとウインクした。

「──さあ、ラッピングを始めましょう？」







「って、これ……？」

「お、王都新聞ですか？」

　手て渡わたされた灰色の紙をおずおずと見下ろす少女たち。セアラ店長が頷うなずいてみせる。

「ええ。……申し訳ないんだけど、包装紙の予備はほとんど無いから、未経験のフィノちゃんとアイリさんはまず、この新聞紙で練習してもらいますね」

「ほー、あの人気アイドルに熱愛報道発覚かー……。なになに、お相手は大河ドラマで勇者役を演じた、あの俳優とー……」

　……と、細いあごをさすりながら、フィノが手にした王都新聞に目を落とす副店長。そんな上司につられたように、ラウルたちも新聞記事を覗のぞき込む。

「『──ダイナ公国で小型ミミック大量発生　冷夏の影えい響きようか』……へえ、このタイプのミミックって、知能は低いけど凶きよう暴ぼうだし、大変だよな」

「『──毒消し草でデトックス！　ダイエットにも』っ……」

「わあっ、ブレイブアイランドのマオーくんっ、一日警察署長やるんだっ！」

「って、輸入やくそうの関税が撤てつ廃ぱいされるのかよっ⁉　俺の実家もやくそう作ってんだけど、大だい丈じよう夫ぶかな……」

　……と、思わずぼやくラウルの視線がふと、ある一点に吸い寄せられた。




「ゆ、勇者バイオスの手記っ、ついに完全版が発売されたってっっっ！！！！？」

「っ⁉」




　とつぜん声をあげたラウルにびくっとするフィノ。そんな少女の肩かた越ごしに思い切り身を乗り出し、ラウルは興奮したように叫ぶ。

「俺っ、この本すっげえ好きなんだよっっっ！　まだガキんとき、街に行った親父おやじが買ってきてくれた初めての勇者の本で、ボロボロになるまで読んでっ……うわっ、しかも今回は未発表だった幻まぼろしのエピソード初収録っ⁉　くそっ、今月マジで金欠なのにっ……」

「……相変わらず、どうしようもない勇者オタクね」

　悔くやしげに拳こぶしを震ふるわすラウルを冷ややかに見やり、あきれたように呟くアイリ。……と。

「ほらほら、雑談してると、どんどん時間が過ぎちゃいますよー？」

　スタッフたちの後ろでぽんぽんと手を鳴らしつつ、セアラ店長がよく通る声をあげた。

「まずは、わたしがお手本を見せます。フィノちゃん、アイリさん、よく見ててね？　バイザーくんとラウルくんも、よかったら参考にしてください」

　言いながらテーブルに包装紙を広げるセアラ店長。コンテナから景品の箱を取り上げ、店長はスタッフの顔を見渡しながら表情をゆるめてみせる。

「……とは言っても、べつに、そんなに難しく考えることはないんですよ？　ただ、紙で包めばいいだけの話なんですから。……ほら、ね？」

　ふふっと微笑ほほえみながら、たおやかな指をくるくるっと走らすセアラ店長。

　次の瞬しゆん間かん、テーブルの上にはきれいにラッピングされた箱が置かれ……って⁉

「……あー、店長、そのー……」

「ちょ、なんなんですかっ、いまの動きっ⁉」

「っっっ⁉　ら、ラウルっっっ！　いま、なにが起こったんだっっっ⁉」

「あ、あのうっ、速すぎて、見えなかったんですけど……」

「あらあら」

　……目にもとまらぬ早業に、思わず口々に言いい募つのるスタッフたち。

　ぱちぱちと琥こ珀はく色の目を瞬しばたたかせた店長が、かわいらしく首を傾かしげて呟いた。

「……ええと、じゃあ、もう一回、ゆっくりめにやってみますね？」

　ふたたびテーブルに包装紙を広げ、景品の箱を載のせる店長。今度こそ見み逃のがすまいと目をこらすスタッフたちの前で、店長が先ほどよりゆっくりと、手を動かす。

　たおやかな指先でふわりと持ち上げられた包装紙の端はし。

　華はなやかな柄がプリントされた包装紙が、箱の表面に重ねられて……。

「……ええと」

　……ややあって。

　店長の手元を注視していたラウルが、おずおずと口を開いた。

「その、ゆっくりでも、なにしてるかまったく分からないっていうか……」

「ど、どういうことなんだっ⁉　ね、ねえっ、オレ様、夢でも見てるのっ⁉」

「おかしいですよねっ？、いま、明らかに包装紙が変形しましたよねっ⁉」

　……まるで、なにか人じん智ちを超こえる存在を目の当たりにでもしてしまったかのように恐おそれおののくフィノと、どう考えても物理法則にそぐわぬラッピングに焦あせるアイリ。

　うろたえる部下たちを前に、赤毛頭に手を突つっ込こんだ副店長がぽつりと呟く。

「……さすが、魔ま女じよ……」

「？」

　……スタッフたちの反応に、きょとんとした表情を浮かべるセアラ店長。

　いろんな意味でチート級な上司に、ラウルたちは心底思い知らされる。……ダメだ。店長のラッピングは、俺たち一いつ般ぱん人には参考に出来ない！

「あ、お、俺が見本やりますっっっ！」

　テーブルに流れる微び妙みような空気を変えるように声をあげ、ラウルが包装紙を広げた。

「ラウルのラッピングだっっっ！」

　ラウルが名乗り出たとたんに瞳ひとみを輝かがやかせて叫さけぶフィノ。うれしげに身を乗り出す少女のかたわらで、藍あい色の目を細めたアイリが小さく鼻を鳴らす。

「ふうん、元首席のお手並み、拝見と行こうじゃない？」

「……って、べつにラッピングと勇者予備校は関係ないだろ？」

　……元ライバル・アイリの言葉につい半眼になりつつ、包装紙に軽く折り目をつけたラウルが口を開いた。

「俺は一番簡単なキャラメル包みしか出来ないけど……でも、これさえ覚えとけばシャツとかも包めるし、いろいろと応用利くんだぞ？」

　言いながら、たったいまつけた折り目に箱の辺を合わせるラウル。紙が余らないように、折り目が重なるように……細心の注意を払はらいつつ、少年は景品の箱を包んでいく。

「……っと、よし、完成っ！」

「わああっっっ！」

　まるで宝物にでも触ふれるような手つきでラウルが包んだ箱を取り上げるフィノ。ぴっちり包装された景品をためつすがめつしながら、フィノが興奮したように叫ぶ。

「すごいっっっ！　紙を使うと、こんなにきれいに包めるのっっっ⁉」

「……へえ、こんな風になるのね。まあまあ悪くない出来じゃない」

「ふふっ、さすがですね、ラウルくん。とっても上手に包めてますよー？」

「い、いや、それほどでもっ……」

　かわいい後こう輩はいたちに賛美されたうえ、尊敬するセアラ店長にまで褒ほめられて、ついつい表情がゆるんでしまうラウル。

　と、背後で見ていたバイザー副店長がふと、わざとらしい調子で肩かたをすくめた。

「……まったく、仕上がりはともかく、もたもたしすぎて見ちゃいられねーっての。一個包むのに、いったい何分掛かってんだよ……」

「って、ラッピングは丁てい寧ねいなのが一番ですって！　副店長こそ、速いけど雑すぎるってよく店長に怒おこられて、やり直しさせられてるじゃないですかっ！」

「ふっふっふっ……」

　思わず反論するラウルの前で指を振ふり、副店長がニヤリと笑う。

「それはもう遠い遠い過去のお話。とある秘密兵器の導入によって、いまのおれは生まれ変わったんだよ、ラウル君？」

「秘密兵器っ？」

「まー、見てなって」

　自信たっぷりに言いながら包装紙を広げるバイザー副店長。

　コンテナから取り出した景品を気取った手つきで置き、副店長が包装紙をぱちりと弾はじく。




　──とたんに、まるで生き物みたいに大きく波打つ包装紙。

　吸い付くように折りたたまれた包装紙が、一いつ瞬しゆんにして箱を覆おおい尽つくして……。

「すごいっっっ！」

　驚おどろいたように目を丸くするフィノ。

　あっという間に完成した包装に、ラウルもあんぐり口を開けてしまう。

「て、店長よりも速いって……」

「折り目もきっちり正確だし、とってもきれいな出来ね……」

「ねえ、副店長っ！　いまの、どうやったんだっっっ⁉」

「ふっふー」

　口々に言い募る部下たちの前で満足げな笑えみを浮うかべつつ、サポートカウンタへ手を伸のばした副店長が、そこに置かれていた包装紙……たったいま使ったのと同じ柄がらのそれを、ひょいとつまみ上げた。

「じつはこの包装紙、マジカルラッピングペーパーっつって、包みたいものを載せて起動させるだけで自動的に包んでくれる、スペシャル便利なマジックアイテムなんだ」

「マジカルラッピングペーパーっ⁉　それ使えば、オレ様もすぐにラッピング出来るようになるのっ⁉」

「ああ、もちろんだぞー、フィノ君？」

　まるで自分の手て柄がらみたいな顔で頷きつつ、副店長が得意げに胸を張った。

「なにもクソめんどーな練習なんざしなくても、これさえあれば誰だれだって、一発でプロレベルのラッピングが可能でっ……」

「──その包装紙、たしか、二枚入りで３００ゴールドでしたっけ？」

　……鼻高々に語る副店長の言葉を遮さえぎるように、セアラ店長の声。

「バイザーくんが包んでくれたその商品、１００ゴールドなんですけど……あら、包装紙の方が、商品より高いですねー？」

「そ、それはっ……」

　……視線を逸そらして口ごもるバイザー副店長。

　あくまでにこにこと微笑みながら、店長がさらに問う。

「そんな贅ぜい沢たくなアイテムを使わなくても、ちゃんと練習して丁寧にお包みすれば、一枚１ゴールドの包装紙で充じゆう分ぶんですよねー？」

「……すみませんでした」

　笑顔で質問する店長に、副店長が深々と頭を下げた。……と。

「っ！」

　その拍ひよう子しに、副店長の懐ふところから落ちる小さな影かげ。

　ころころと足下に転がってきたそれ……金の刺し繡しゆうで縁ふち取どられた巻きリボンを拾い上げるなり、フィノがわあっと声をあげる。

「副店長のリボン、すっごくカッコいいっ！」

「って、フィノ君、それはっ……！」

「ねえ、アイリ、見てっ！　これ、アイリの髪かみの色にピッタリだぞっ？」

　あわてて叫ぶ副店長の前で、手にしたリボンをアイリへ突きつけるフィノ。

　……次の瞬間、きっちり巻かれたリボンの端が不意に、しゅるりと伸びた。




「っ⁉」「って！！！！！」




　生き物みたいにアイリの肌はだを這はい上がり、制服の上にきゅっと食い込んでいく幅はば広びろのリボン。取り乱したように叫ぶアイリの前で、副店長が気まずげに呟つぶやく。

「あー……フィノ君、それはマジックリボンっつって、そーやって持って切り口んとこ当てると、対象物を勝手にリボン結びしてくれるアイテムなんだよー……」

「や、やだっ、解ほどいてえええっっっ！！！！！」

　……幅広のリボンで縛しばりあげられ、控ひかえめな胸の膨ふくらみを強調するみたいにかわいらしくラッピングされた同どう僚りようの少女の姿。

　思わず唾つばを吞のむラウルの前で、頰ほおを染めたアイリが涙なみだ目めで叫んだ。







「──このテーブルじゃ狭せまいから、わたしたちはバックヤードで作業してますねー？」

「──フィノ君たちにやり方教えたら、ラウルくんもさくっと本番にまわってくれー」




　そう言い残してバックヤードへ向かった店長たちを見送って。商談コーナーに残されたラウルは、肩を並べて新聞紙と格かく闘とうするアイリとフィノ、ふたりの後輩バイトたちの様子をうかがってみる。

「──って、フィノ、そうじゃなくって」

　てきぱき箱を包むアイリとは対照的に、ぎこちない手つきのフィノ。見かねたラウルが思わず口を挟はさんだ。

「それだと、後で紙が余っちまうだろ？　キャラメル包みするときは、まず箱のサイズにあわせて紙を折るか、必要ならカッターで切って……」

「う、うんっ……」

　ラウルの言葉に頷うなずきつつ、フィノが真しん剣けんな表情で新聞を折る。……と。

「──出来たわ」

　逆側から聞こえてくるうれしそうな声。

　ラウルが振り向くと、顔を上げたアイリが得意げに口を開く。

「ほら、ラウル・チェイサー、どう？　なかなかの出来じゃない？」

「へえ……」

　まさに、完かん璧ぺき。アイリが差し出してきた箱は、マジカルラッピングペーパーを使ってズルした副店長にも負けないほどきれいな仕上がりで、ラウルもつい舌を巻いてしまう。

「さすがは『オールＡ』だな」

「まあ、これくらい、当然よ」

「いや、ほんとすごいって。正直、俺より上手うまいしっ……お前マジで器用なんだな」

「やだっ、そ、それほどでもっ……」

　ラウルの賞賛に頰を染めつつ、照れたように目を逸らす少女。……しかし。

「あれっ？」

　アイリのラッピングをためつすがめつしていたラウルがふと、声をあげた。

　新聞紙の折り目にきらりと光る透とう明めいなもの。その大きさはほんの一ミリ程度で……思わず首を傾かしげるラウルの手元を覗のぞき込み、アイリが「ああ」、と頷いてみせる。

「なによ、それ、セロハンテープじゃない」

「って……どうしてセロハンテープがこんなに微び少しような幅はばなんだよっっっ⁉」

「え、だってもったいないでしょ？　テープはミリ単位で使うのが基本で……」

「お前マジで器用なんだなっっっ⁉」

「やだっ、そ、それほどでもっ……」

「褒めてねえよっっっ！！！！！」

　アイリの謙けん遜そんを全力で否定しつつ、ラウルがあきれたように嘆たん息そくした。

「……ったく、こんなんじゃお客さんに渡わたす前に崩ほう壊かいしちまうじゃねえか。『オールＡ』、本番に移ってもいいけど、セロハンテープは一カ所につき最低一センチ以上使うこと」

「って、そ、そんな贅沢っ……！」

「……いや、ぜんぜん贅沢じゃねえし」

　恐おそれおののくアイリに半眼で答えるラウル。不承不承頷いて景品コンテナへ向かうアイリを見送りつつ、ラウルは疲つかれたように目をすがめる。……と。

「ラウルっ、ラウルっ！」

　不意に、背後から服を引っ張られて。

　思わず振り返ったとたん、ラウルの目の前に新聞紙で包まれた箱が突つきつけられた。

「見てっ、やっと出来たぞっっっ⁉」

　きらきらと目を輝かがやかせながら、初めて包んだ箱を掲かかげてラウルを見上げるフィノ。

　何度も何度も折り目がつけられてしわが寄った新聞紙といい、左右非対たい称しようで不格好に浮いた紙といい、そのラッピングはお世辞にも上手とは言えなかったものの……折り目のひとつひとつに努力の跡あとが見えるようで、ラウルはつい、表情をゆるめてしまう。

「フィノ、よく出来たな。初めてにしちゃ上出来だぞ？」

「～っっっ！」

　ラウルに褒められたとたん、とびきりうれしげに蒼あおい目を細めるフィノ。

　……けれども、そんな少女の表情が、にわかに凍こおり付いた。

「って、ラウルっ、それっ……」

「へっ？」

　怪け訝げんな声をあげつつフィノの視線を追いかけ……手にしたままだったアイリの箱に気づくなり、ラウルは思わず息を吞む。

「それ、アイリが包んだやつっっっ？」

「いやっ、そのっ、こ、これはっ……」

　すっかりあわてたように手にした箱を背中へ隠かくすラウル。……しかし、もう遅おそい。

「あ、アイリも初めてなのにっ……オレ様のは、こんなになっちゃったのにっ……」

　改めて、自分が包んだ箱を見下ろし……アイリのそれと比べてあまりにもひどいその出来に、フィノがふるふると肩かたを震ふるわせた。

「ラウルっ！　初めてなのに上出来ってオレ様に言ったの、ウソだったのっっっ？」

「って、う、ウソじゃねえよ！　ただ、『オールＡ』は特別っていうかっ……」

「やだっっっ！！！！！」

　大きな瞳ひとみに涙を浮かべたフィノが声をあげ、ラウルの服を握にぎりしめる。

「アイリに出来るなら、オレ様だって出来るもんっ！　ぜったい出来るんだもんっ！」

　……と。




「──きゃああっっっ！」




　──不意に売場に響ひびく少女の悲鳴。

　その瞬しゆん間かん、同時に顔を上げたラウルとフィノが、声のした方向へ飛び出した。




「アイリっ！」

「『オールＡ』っ、どうしたっ」

「っ……」

　売場に置かれたコンテナの前でぺたんと尻しり餅もちをつくアイリの姿。

　あわてて駆かけ寄よるラウルたちの前で、うっすら血のにじむ腕うでを押さえたアイリが、おずおずとコンテナを指す。

「そ、そこのコンテナに手を入れたら、なにかに嚙かみつかれてっ……」

「「嚙みつかれたっ？」」

　声を揃そろえるラウルとフィノ。

　……ごくりと唾を吞み込んで。

　警けい戒かいの表情を浮うかべてコンテナに近づいたラウルが、そろそろと中を覗き込む。




　──刹せつ那な、コンテナから飛び出す影。

　それを目の当たりにした瞬間、ラウルは思わず叫さけんだ。




「……って、ホットプレートっっっ！！！！？」




　……『一人～二人用』『トリプルマジカルチタンコート採用で金属ヘラＯＫ！』『便利なプレート着ちやく脱だつ式』『波形プレートでヘルシー調理』……表にプリントされたホットプレートの写真と、周囲に躍おどる色とりどりの文字。

　ラウルの脇わき腹ばらをかすめるように飛んだ長方形の箱は、床ゆかに着地するなりくるりと向きを変え、唸うなり声ごえをあげながらこちらを睨にらみつけてくる。……って、なんでだよっ⁉

「なっ……」「箱が動いたっっっ⁉」

　火か炎えん放射を食らったファイアドラゴンみたいな表情を浮かべるアイリとフィノ。

　コンテナに貼はられた札を見やり、ラウルがはっと息を吞む。

「このコンテナ、ダイナ本店からの移送品って、まさかっ……！」

　──『ダイナ公国で小型ミミック大量発生』……さきほど目にした王都新聞の記事を思い出し、ラウルは呻うめき声をあげてしまう。

「くそっ、ミミックかよっ……！」

　……小型ミミック。魔ま物もの事典に掲けい載さいされてる危険度はせいぜいＣランクで、殺傷力こそ低いものの、俊しゆん敏びんな上に凶きよう暴ぼう。なによりやっかいなのが、その優れた擬ぎ態たい能力で……っ⁉

　飛びかかってくるホットプレートの箱をひらりとかわし、飛び退すさったラウルが売場に立っていたのぼりの旗はた竿ざおを取り上げた。

「──こいつめっっっ！」

　──『マジカル大感謝祭』と書かれた文字が躍るのぼりをはためかせ、ホットプレート……もといミミックを打ちよう擲ちやくするラウル。

　しかし、身軽に躱かわしたミミックは振ふり下ろされた旗竿に食らいつき、木製の棒をあっさり食いちぎる。

「って……！」

　とてもホットプレートの箱に擬態してるとは思えないような動き。

　短くなった旗竿に舌打ちし、ラウルが叫んだ。

「フィノっ、『オールＡ』っ！　とにかく、べつの商品に擬態する前に捕つかまえるんだっ！　こいつら、箱状のものならサイズさえ合えばなんにでも化けるし、息を潜ひそめられたら本物と区別がつかなくなっちまうっ！　売場に紛まぎれられたらやっかいだぞっ⁉」

「つ、捕まえるって言ってもっ！」

　傷口を押さえたまま、アイリが声を荒あらげて反論する。

「擬態中のミミックって、どこが口か分からないわ！　私はたまたま運が良かったけど、下手に触さわったら指を食いちぎられたっておかしくないわよっ？」

「ねえっ、買い物かごの中に閉じ込めたらどうっ⁉」

「って、のぼりの棒見たでしょ？　買い物かごなんてあっという間に壊こわされちゃうわ！」

「くそっ……！」

　しつこく飛びかかってくるホットプレートを折れた旗竿で振り払はらい、ラウルが苛いら立だたしげに独りごちる。

「そういや、こいつらたしか暗いの苦手なんだよなっ。光が消えれば大人しくっ……」

「じゃあ、明かりを消せばいいのっ？」

「ああっ……っ！」

　フィノの声に頷きかけ、ふと、ラウルが目をすがめた。

「いや、待てよっ……そうかっ！」

「……ラウルっ？」「……ラウル・チェイサーっ？」

「フィノ、『オールＡ』っ、下がってろっ！」




　きょとんとする同どう僚りようの少女たちへ命じるなり、サポートカウンタに駆け寄るラウル。

　それを目にしたとたん、ラウルが口くちの端はしをニッとつり上げた。




　──副店長が出しっ放しにしていった二枚で３００ゴールドのマジカルラッピングペーパー。

《魔法構文マジツクプログラム》が書き込まれた包装紙を摑つかむなり振り返ったラウルが、ホットプレートの箱に擬態したミミックを見下ろしてニヤリと笑う。

「ちょっとしたプレゼントにも最適な小型ホットプレートの箱っ──せっかくそんな格好してくれてんだ。俺が、きれいにラッピングしてやるぜっっっ！！！！！」




　次の瞬間、飛びかかってきたミミックを広げた包装紙で受け止める少年。

　──ミミックが触ふれた途と端たん、まるで生き物みたいに波打って。

　吸い付くように折りたたまれた魔法の包装紙が、ホットプレートの箱に擬態した魔物の身体からだを一いつ瞬しゆんにして覆おおい尽つくした。







　魔法の包装紙で一分の隙すきも無くラッピングされ、なすすべもなく床へ落ちるミミック。

　すっかり沈ちん黙もくした魔物を見下ろし、腕を押さえたアイリが感心したように呟つぶやく。

「……なるほどね」

「ラウルっっっ！！！！！」

　蒼い瞳をきらきらさせ、歓かん声せいをあげて駆け寄ってくるフィノ。

　ミミックに食いちぎられてすっかりぼろぼろになった旗竿を見やり、ラウルはやれやれと嘆たん息そくする。ったく、一時はどうなることかと……。




「ら、ラウルっっっ⁉」

　……戸と惑まどうようなフィノの声。

　思わず顔を上げたラウルの眼前で、包装されたミミックが大きく跳はねた。……って！

「ちょっ！」

　包装紙に包まれ、断だん末まつ魔まのように苦しげに暴れ始めるミミック。

　思わぬ抵てい抗こうにひるむラウルの前で、視界を遮さえぎられてやみくもに跳ねるミミックの身体が、半開きになっていたバックヤードの扉とびらへ滑すべり込む。

「っ！」「ら、ラウルっっっ！」

「くそっっっ！！！！！」

　同時に叫ぶアイリとフィノ。

　反射的に床を蹴けり、ラウルがミミックの後を追う。バックヤードには、丸まる腰ごしの店長と副店長がっ……！




「──店長っ！　副店長っ」

「「っ⁉」」




　バックヤードに飛び込んだとたん、驚おどろいたように顔を上げる店長と副店長。

　ラッピング中のふたりを見やるなり、少年があわてたように叫んだ。

「いまっ、ここに箱が飛び込んで来ませんでしたかっ⁉　……って」

　言いかけた言葉を吞み込み、目を瞬またたかせてたたずむラウル。

　少年の視界に、バックヤードの床一面に置かれた包装済みの箱が飛び込んでくる。

　……店長と副店長が包装したと思おぼしき軽く二百はあろうかという箱。それぞれ違ちがうデザインの包装紙に包まれた箱たちを眺ながめつつ、冷や汗あせを浮かべたラウルが頭を搔かいた。




「ええと……副店長のマジカルラッピングペーパーって、どんな柄がらでしたっけ？」




　　　　＊　＊　＊




「ふああああああ……」




　マジックショップ・レオン王都店のレジカウンタ。大量の仕入れ伝票をまとめつつ、ラウルはまるでワーウルフみたいに大きなあくびをする。

　ふと売場を見れば、同じようなあくびをしながら腫はれぼったい目をこする副店長と、ゾンビザルみたいによろよろ歩くアイリの姿が見え……思わず、ラウルは嘆息した。

　……小型ミミックの侵しん入にゆうというハプニングに見み舞まわれた昨日の夜。運悪く包装済みの商品の中に紛れ込んでしまったミミックを捜すためには、店長たちがせっかく包んだ包装紙を剝はがす必要があって……。

　包装紙を傷めぬよう細心の注意を払って確認しては、また、丁てい寧ねいに包み直す作業。……結局、すべての包装が終わったのは、ほとんど明け方だった。

「ね、眠ねむいっ……」

　少しでも気を抜ぬくと、ふっとどこかに吸い込まれてしまいそうな意識。いまにもくっつきそうなまぶたを無理矢理持ち上げつつ、ラウルはついつい独りごちる。

「くそう……今日のシフト、フィノのやつだけ休みだなんて、羨うらやまし……」




「──ラウルっっっ！！！！！」




　──不意に、耳に飛び込んでくる明るい声。

　ウワサをすればなんとやら。今日はお休みのはずの少女が店の入り口から顔を覗のぞかせるなり、ぱたぱたとレジカウンタへ駆かけ寄よってくる。

「……って、どうしたんだよ、フィノ。お前、今日は休みだろ？」

「うん、そうなんだけどねっ……」

　思わず半眼になるラウルの前でこくりと頷うなずいて。お気に入りのマオーくんリュックサックを下ろしたフィノが、ごそごそとなにかを取りだした。

「これっ、ラウルにあげるっっっ！」

「へっ？」

　……目の前に差し出された包みを反射的に受け取って。

　すっかり面食らったように、ラウルが目を瞬かせる。

「……って、なんだ、これ？」

「ラウルが昨日言ってた本っ！　この本、すっごく欲しかったんだろっ？」

「って、勇者バイオスの手記っっっ！！！！？」

　フィノの言葉に目を丸くし、ラウルは思い切り声をうわずらせた。

「ちょっ、えっ、マジでっっっ⁉　でもっ、これ、高かったろっ⁉」

「ラウルがよろこぶとこ、見たかったんだっ！」

　喜びと戸惑いで目を白黒させる少年を見上げ、フィノが無む邪じや気きに笑う。

「勇者の話してるときのラウル、すっごく楽しそうでっ、キラキラしててっ……だからね、もっとラウルにそういう顔して欲しいな、って思って」

　……言いながら、照れたように頰ほおを染めるフィノ。
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　胸の奥からこみ上げるうれしさに、ラウルは思わず歓声をあげた。

「サンキュ、フィノっっっ！」

「あっ！」

　……包みを開けようとしたとたん、小さな声を立てる少女。

　思わず手を止めた少年の前で、おずおずと目を伏ふせたフィノが口を開く。




「そ、そのっ、いいんだけどっ……それ、すっごくきれいに包めたからっ……」

「って、これ、お前が包んだのかっ？」




　フィノの言葉に目を丸くし、改めて、手の中の包みを見やるラウル。

　四角い本をくるむ包装紙の折り目はまっすぐで、折りたたまれた耳の部分も、きれいに揃そろってて。丁寧に包まれたその上から、赤いリボンがかわいらしく結ばれてる。

「あのあと、家に帰ってからいっぱい練習したんだっ！」

　胸に手を当て、誇ほこらしげに報告するフィノ。

　そんな少女の言葉に、ラウルは思わず表情をゆるめた。

「……これは、このままにしとくな」

「えっ」

　とたんに目を丸くし、フィノが驚いたように叫さけぶ。

「で、でもっ、それじゃ、読めないだろっ⁉」

「いや、その……」

　照れたように、視線を泳がせつつ……やがて、ラウルが口を開いた。

「俺、いつも、大事な本は二冊買うんだよ。だから、お前がくれたのは保存用にっ……」

　……って、いくらなんでも、無理矢理すぎたかな。胸中でラウルは独りごちる。けど、こいつが大事に包んでくれた包装だし、このまま取っておきたい。




「……ありがと、ラウル」

　そんな少年を、まっすぐ見上げて。

　蒼あおい瞳ひとみをまぶしげに細めたフィノが、とびきりうれしそうに笑った。
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　第八章　「勇者になれなかった俺が憧あこがれの勇者に出で逢あったようです。」







　──その日、城を抜け出したオレ様は、人間の勇者に出逢った。

　勇者って、魔人を倒たおすものだと思ってたけど、そいつは違ちがってて、逆にオレ様のこと助けてくれて。強くて、カッコよくて、そいつのお陰かげで、オレ様は探してた薬草を手に入れて、これでやっと病気の母さんのこと助けられるって思った。

　……でも、城につくまえに、指に嵌はめてた母さんの運命石が砕くだけちゃって。

　それは母さんが死んだってことで。母さんのための薬草はもう、間に合わなくって。

　ずっと側にいたかったのに。また、名前を呼んで欲しかったのに。

　もう二度と会えないんだって思ったら、胸がぎゅうってして、目の奥が熱くなって……。

　……そんなオレ様に、その勇者は「いい子ですね」って、そう、言ってくれたんだ。




　　　　＊　＊　＊




「──とにかく、すっごくカッコよかったんだぞっっっ！」




　きらきらと輝かがやく蒼い瞳。

　かわいらしい頰を上気させ、ラウルを見上げた少女が興奮したように言い募つのる。

「そいつが剣けんを振ふるとねっ！　辺りがピカッてしてっ！　バシュッてしてっ！　すごい強い魔ま物ものも一いち撃げきなんだっっっ！」

　身体からだいっぱいの感動をどうにかラウルに伝えようとぶんぶん腕うでを振り回すフィノ。

　そんな少女の無邪気さに、ラウルはつい、表情をゆるめてしまう。




　──『あれ、ラウルに言ったこと無かったっけ？　オレ様ね、昔、人間の勇者に助けられたことがあるんだぞっ！』

　閉店後の店内で商品の陳ちん列れつを直しつつ、ふと、そういう話になって。

　楽しげに語るフィノの隣となりで、ラウルは相づちを打つ。

「へえ……お前が昔、魔界で会った勇者って、そんなに強かったのか」

「うんっ！　すっごく強くて、カッコよくって、いいヤツだったっ！　それにね、オレ様に、いろんなこと教えてくれて、すっごく世話になって、でも、名前も聞かずに別れちゃって……そうだっ！」

　ふと、なにか思いついたみたいに、ぱっと顔を上げた少女がラウルの服を摑つかんだ。

「どうしていままで気づかなかったんだろっ！　ねえ、ラウルって勇者に詳くわしいだろっ？　すっごく強くて、カッコよくて、いいヤツな勇者っていったら、誰だれだと思うっ？」

「って……」

　とうとつな質問に、ラウルが困ったように目を瞬しばたたかせる。

「そう言われても、剣を使う勇者はメジャーだし……なにか他に特とく徴ちようなかったのか？」

「え、ええとっ、まだ若い感じで……あ、あと、すっごく強くて、カッコよかった！」

「……それはさっきも聞いたって」

「え、ええと……あっ！　それと、目がふたつと、口がひとつあったぞっ⁉」

「……いや、お前だってそうだろ？」

「ううっ……オレ様、まだ小さかったし、母さんのことでいっぱいいっぱいだったから、顔はそんなによく覚えてないんだ。なんか、すっごく安心する感じだったんだけど」

　……しゅんとするフィノの前で、ラウルが頭を搔かく。

「……そんな漠ばく然ぜんとした情報じゃ、さすがに無理だよ」

「そっか……」

　残念そうに呟つぶやいて、胸に手を押し当てたフィノがふっと目を細める。




「──……もう一度、あの勇者に会ってみたいな」




　そう独りごちる少女の、白い指の下で。

　まるで血ち飛沫しぶきをまとったような漆しつ黒こくの石──少女の胸に提げられた《支配の血星石》が、僅わずかに瞬またたいた気がした。







「……ふああああああ」

　いつもよりちょっぴり早くアパートを出て。眠ねむい目を擦こすりつつ、ラウルは職場であるマジックショップ・レオン王都店への道を歩く。

　──昨日の営業時間中、とつぜん本部からかかってきたマジックフォン。なんでも、今日の朝イチで大量の荷物が王都店に届くらしい。

　バイザー副店長の話によれば、大陸有数のマジックアイテム生産国であるエクイウムの工場がドラゴン気圧による大雨で打だ撃げきを受けそうなため、アイテムの価格高こう騰とうを見み越こして多めに在庫を買い集めたんじゃないかという話。

　うちの本部にしてはめずらしく先見性のある対応だけど、店てん舗ぽは急な受け入れ準備にてんてこ舞まい。職安に問い合わせた店長がどうにか臨時の荷受けバイトを確保してくれたものの、今日はなんだかひどく忙いそがしくなりそうだ。




　……そんなことを考えながら、路地の角を曲がった瞬しゆん間かん。

　通りの向こうから走ってきた男が、油断していたラウルの身体に思い切りぶつかった。




「っ⁉」「っ！」




　予期せぬ衝しよう突とつにバランスを崩くずすふたり。

　歩道に尻しり餅もちをつくラウルの目の前で、同じく尻餅をついた男が苛いら立だたしげに怒ど鳴なる。

「っ……おい、てめえっ、どこ見て歩いてやがるっ！」

「あ、す、すいませっ……っ⁉」

　反射的に謝りつつ。男の腕に抱かかえられた剣を見やるなり、ラウルは目を丸くした。




　シンプルな柄つかの意い匠しようも、使い込まれた鞘さやの色も、なんだかひどく既き視し感かんのある男の剣。鞘を斜ななめに走る傷に気づいたとたん、ラウルははっと自分のスポーツバッグを見やる。

　──セアラ店長から譲ゆずり受けた、勇者エルトの剣。

　バッグからはみ出した剣の鞘には、目の前の男のそれと寸すん分ぶん違たがわぬ傷が走ってて。

　それどころか、少し歪ゆがんだ柄や、端はしの欠け具合までもがそっくりで……って⁉




　細かな傷の位置までほとんど同じ、二本の剣。

　悪態をつきつつ立ち上がり、ラウルと同じ剣を手にした男が駆かけ出そうとする。

「あのっ、待っ……」




「──待ってくださいっ！」




　……と。

　引き留めようとするラウルの言葉を遮さえぎるように、声が飛んだ。

「やっと追いついたっ……あ、貴方あなたが僕からひったくった剣、返してくださいっ！」

「ちっ……！」

　通りの奥から走ってくる二十歳はたちくらいの青年の姿。

　ぜえはあと息を切らして叫さけぶ青年を目にしたとたん苦々しげに舌打ちし、男は手にした剣を乱暴に投げ捨てる。

　耳障りな音を立てて石いし畳だたみに叩たたきつけられた剣に、青年が目を丸くした。

「って、僕の剣～っっっ⁉」




　ショックを受けたように叫び、逃にげ去る男には目もくれず剣へ駆け寄よる青年。

　またひとつ傷が増えた剣を拾い上げ、青年が悲しげに独りごちる。

「ううっ、これじゃ、また、セアラに怒おこられるっ……」

「あ、あの……」

　おずおずと声を掛かけたラウルの前で、くるりと振り返って。

　ラウルのバッグから覗のぞく剣に気づいたとたん、青年が琥こ珀はく色の目を瞬かせた。

「って、君、それ……どうして、僕と同じ剣を……？」







「──……つまり、ここは未来の王都、ってことですか」




　セアラ店長と同じ栗くり色の髪かみに、同じ琥珀色の瞳ひとみ。

　──勇者予備校に通うことなく独学で試験に合格した天才勇者、エルト・オーガスト。

　レオン王都店へと向かう歩道の上。もう何年も前に亡くなったはずの勇者の名を名乗るその青年は、ラウルの隣を歩きながら納得したように頷うなずいた。

「僕、タイムスリップしたのは初めてです。あるんですねえ、こんなことって」

「い、いや、ないと思いますけど……ていうか、なんでそう落ち着いてるんですかっ？」

「まあ、勇者やってると、いろいろありますから」

　思わず声を裏返すラウルの前で、青年はあっけらかんと笑ってみせる。

「そもそも、魔ま界かいは僕らの常識が通用しない場所です。動く山や、喋しやべる岩、宙に浮うかぶ沼ぬまや、止まった風……それに僕、湧わき水を飲んで子どもになっちゃったことや、呪のろいの泉に落ちて女のコになっちゃったことや、ヘンな遺い跡せきに迷い込んでトウキョウとかいう異世界に飛ばされちゃったこともありますし、いちいち驚おどろいてたら、キリがありません」

「は、はあ……」

　……なんだか思ってたよりフリーダムな冒ぼう険けん譚たんに、ラウルはおずおずと相づちを打った。




　魔界の荒あれ野ので野宿中、妹に持たされたインスタントのやくそう青あお汁じるを飲もうとしたとたん黒い光に包まれ、気づけばここ、王都に立っていたと説明する青年。

　タイムスリップなんていうスライムが空を飛ぶような眉まゆ唾つば話、とても信じられないけど、目の前でにこにこする青年の雰ふん囲い気きはたしかにセアラ店長そっくりで。同じ傷を持つ二本の剣のこともあるし、やはり彼は本当に、過去から来たエルト・オーガストなんだろう。




　勇者エルト……そう確信したとたん、ラウルの胸が高鳴り始める。

　──『魔王を倒たおさないこと』。

　いつしか魔人を圧あつ倒とうする力を持つようになった勇者たちが特権を守るために結んだ協定に反発し、ひとりで戦った高潔な人物。どこまでも立派な正しき勇者。

　セアラ店長にその話を聞かされ、託たくされた彼の剣を振るうたびに想いを馳はせて。

　ずっと尊敬してた憧あこがれの勇者が、俺の目の前にっ……！

　思わず瞳を輝かすラウルのかたわらで、エルト青年がふと、表情をゆるめた。

「──でも、セアラのことを知っている人に出で逢あえて、本当に助かりました」

　琥珀色の目を細め。ラウルを見やったエルトが、なんだかうれしそうに独りごちる。

「僕が知ってるセアラはまだ学生なのに、あの子が大人になった姿を一足先に見られるなんて、とってもうれしいです。……しかも、お店の店長だなんて鼻が高いな。いつも見ている僕よりもちょっぴり若い僕が現れたら、セアラはいったいなんて言うだろうね？」

「そ、それはっ……」

　──資格の剝はく奪だつと、勇者たちによる制裁。

　己に待ち受ける悲ひ惨さんな運命を知らない青年の言葉に、ラウルの胸がずきりとした。

　ていうか……セアラ店長を一目見たいというエルトの願いを聞き入れ、自分からレオン王都店への案内を申し出たものの、ほんとに彼らを会わせてしまっていいんだろうか。

　そりゃ、もちろん、エルトさんだけじゃなくセアラ店長だって、亡くなった兄にもう一度会いたいに決まってる。

　でも、それって、すでにある流れに逆らうことっていうか、禁きん忌きに触ふれるっていうか……なんだか、いけないことのような気がする。




「──冗じよう談だんですよ、冗談」

　逡しゆん巡じゆんするラウルの前でにこりと笑いつつ、足を止めるエルト。

　目の前にはいつの間にかマジックショップ・レオンの建物。どうやら、話しながら歩いてるうちに、店に到とう着ちやくしたようだ。

「僕は、未来に干かん渉しようはしません。……これはきっと、未来の様子をちょっとだけ覗き見できる、ボーナスステージみたいなものだと思いますし、僕だってことがバレないように陰かげでこっそり見守りますよ。申し訳ないけど、ラウル君もご協力、お願いします」

「って……」

　言いながら、腰こしの道具袋ぶくろから取り出した布をぐるぐると顔に巻きはじめるエルト。とどめにサングラスを装備したとたん、セアラ店長によく似た好青年はあっという間に、どこに出しても恥はずかしくないような見事な不ふ審しん人物へとクラスチェンジする。

「ふふっ、どうです？　これで、セアラにも怪あやしまれずに近づけ……」

「怪しまれないどころかそれっ、どう見ても即そく通報レベルの格好ですっっっ！」

　Ｅ：ぬのきれ　Ｅ：サングラスという装備で自信たっぷりに言い放つエルトと、思わずツッこむラウル。

　……と。

　ラウルの肩かたを、不意に、誰だれかがぽんと叩いた。




「って、副店長っっっ⁉」

　反射的に振ふり返ったラウルの前に、朝から早くも疲つかれ切った様子のバイザー副店長。

　赤毛頭をくしゃりと搔かきつつ、副店長が面めん倒どうくさそうに口を開く。

「……ラウル君、十分遅ち刻こくだぞー？　今日は八時前には来てくれって言ったろー？　ん、君は……」

　言いながら、ぬのきれとサングラスで変装したエルトへ視線を移し。

　そのとたん、副店長がはっと息を吞のんだ。

「って……⁉」

「っ⁉」

「……おいおい、マジかよー」

　エルトを見やり、なんだか戸と惑まどったような顔をするバイザー副店長。

　そんな副店長の反応に、ラウルはどきりとしてしまう。そういや、副店長ってエルトさんの親友だったらしいし、もしかしたら、あっさり正体を見破ってっ……！

　思わず固まるラウルの、目の前で。

　細い目をさらに細めつつ、副店長がふうっとため息をついた。

「……バイト君、君さ、遅刻してんだから、だべってないでとっとと支度しろよー……」

「……へっ？」

　……べつに、エルトの正体に気づいたとか、そういうわけでは少しもなく。副店長はどうやら、ラウルと話していたエルトのことを、まだ店に来てないらしい本日限りの臨時バイトと勘かん違ちがいしただけのようで。……って、こんな格好のバイトがいるかよ！

　思わずマヌケな声をあげるラウルの前で、副店長がぱんぱんと手を叩いた。

「ほらほら、バイト君はこっちこっち。もう荷物は来てるし、事は一刻を争うぞー？」

「って、あ、あの、副店長、その人はっ……！」

「はいはい、言い訳はいーから。……バイト君、ちぃっと大変だろーけど、まー、よろしくなー？」

　あわてるラウルの制止も間に合わず。バイトと誤認された稀き代だいの天才勇者は幼なじみに襟えり首くびを摑つかまれ、引きずられるようにしてバックヤードへ姿を消した。







「いらっしゃいませっ！　はい、そちらの商品ですね、ただいまっ……」

　開店早々詰つめかけてきたお客さんたちに、レジカウンタであわただしく接客するラウル。そんな少年の視界の端に、売り場の隅すみで黙もく々もくと品出しする青年の姿が映る。

　……顔にぼろきれみたいな布を巻き、サングラスをかけた姿で作業する天才勇者。ただし、その仕事っぷりは勇者にしておくのがもったいないほど手際が良く、さすがはあの優ゆう秀しゆうなセアラ店長の兄っていうか……じゃなくてっ！　なんでエルトさんが普ふ通つうに働かされてんだよっっっ⁉

　いっこうに姿を見せないとこ見ると、店長が手配した本物のバイトは特に連れん絡らくもナシにバックれやがったらしい。ったく……思わず、ラウルは額を押さえたくなってしまう。

　この不景気だってのに、こういう無責任なやつはほんとに多い。あいつら仕事をなんだと思ってるんだよ。一度フィノの爪つめのアカを煎せんじて飲ませてやりたいくらいで……ま、魔人の爪アカが人間の身体からだに無害かどうかは知らないけど。




「──あらあら、ご苦労様です」

「っ！」

　栗色の髪をふわふわさせて。商品が入ったコンテナを細ほそ腕うでに抱かかえて通りかかり、エルトに微笑ほほえみかけるセアラ店長。

　エルトさんと、セアラ店長。

　時空を超こえたふたりの邂かい逅こうに、ラウルは思わず息を吞んでしまう。

「…………」

　顔を上げ、じっと店長を見つめるエルト。

　そんな青年を見下ろし、店長が穏おだやかに笑った。
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「急なお話だったのに来てくださって、今日はありがとうございます。お陰かげでほんとうに助かります。……忙いそがしくてすみませんが、よろしくお願いしますね？」

「…………」

　無言のまま、店長を見上げ……

　やがて、小さく会え釈しやくするなり、エルトがまた、品出しに戻もどった。







「……ほら、バイト君、次はこれ、頼たのむなー」

「…………」

　バイザー副店長の指示に素直に頷き、売り場を駆かけ回るエルト。

　あちらの棚たなを動かし、あちらの商品を並べて……せっせと働く勇者を横目に、ラウルはなんだか、そわそわしてしまう。なんか、おかしなことになったな……。

　そりゃ、たしかに、お客さんとして一日中店内をうろうろしてるより、偶ぐう然ぜんとはいえバイトとして潜もぐり込んだ方が、エルトさん的には好都合かもしれないけど、憧れの勇者にこんなことさせてるのがなんだか申し訳ないっていうか。

　それに、いくら変装してるからって、こんなに近くをうろついてて、店長や副店長に正体がバレでもしたら……。




「──ラウルっ、おはよっっっ！」

　……と、ちらちらとエルトを気にするラウルをよそに、いつも通りのテンションでレジカウンタへ飛び込んでくる遅おそ番ばん出勤のフィノ。

　売り場をきょろきょろ見み渡わたすなり、見慣れぬ人ひと影かげに目を留めたフィノがぱっと表情を輝かがやかせた。

「ねえ、ラウルっ、あれが、店長が昨日言ってたリンジバイトとかいうヤツっ？」

「え……ま、まあ、そんなような、そうじゃないような……」

　いまいち煮にえ切きらないラウルの回答に、フィノがふっとくちびるの端はしをつり上げた。

「くく、なるほど……年ねん齢れいはあっちの方が上みたいだけど、この店ではオレ様の方が先せん輩ぱいだな。よし、ラウル！　オレ様、ちょっとあいつに上下関係を教えてくるっ！」

「って、ちょっと待てっっっ！！！！！」

　あまりにも無む謀ぼうすぎる発言とともに颯さつ爽そうと飛び出す魔王の娘むすめと、そんな少女の襟首を間かん一いつ髪ぱつで摑つかんで引き戻すラウル。

　じたばたと暴れつつ、こちらを見上げたフィノが不満げにほっぺたを膨ふくらませる。

「むーっ⁉　オレ様、ミュリが帰ってからまたずっとお店で一番下したっ端ぱ扱あつかいだしっ、いずれ店長を目指す者としてはこの辺でひとつ、順位を上げておこうとっ……」

「するなっっっ！」

「それにっ、店長が『仲良くしてあげてね』って言ってただろっ⁉」

「それがどうして上下関係になるんだよっ⁉　……って！」

「ふはははっ、甘いぞラウルっ！」

　声を荒あらげるラウルの手をするりと抜ぬけて。

　売り場へと逃にげたフィノは品出しするエルトの前に立ちはだかり、思いきり胸を張った。




「ふはははは、よくぞこの店にたどり着いたなリンジバイトよっ！　オレ様はフィノ・ブラッドストーン！　分からないことがあったら、先輩のオレ様になんでも聞くがいい！」

「君はっ……」




　濃こい色のサングラス越ごしに、なんだか呆ぼう然ぜんとしたように少女を見上げるエルト。

　やがて、くすりと吐と息いきを漏もらすなり、青年がそっと少女に会釈した。

「──よろしくお願いします、フィノ先輩」

「～っっっ！！！！！」

　エルトの言葉を聞いたとたん、満面の笑みを浮うかべてぴょんぴょんと飛とび跳はねるフィノ。うれしそうにはしゃぐ少女を見やりつつ、ラウルは思わず額に手を押し当ててしまう。……まったく、あいつ、相手がいったい誰だか分かってんのかよっ……！




「ラウルっ！　ねえラウル聞いたっっっ⁉　あいつっ、オレ様のこと先輩って言ってくれたぞっっっ！」

　レジカウンタに駆け戻るなり、フィノが興奮したように言い募つのる。

「……先輩なら先輩らしく、もっと落ち着いて仕事しろよな」

「ふはははは、任せろ、ラウルっっっ！」

　自信たっぷりに言いつつ、摑んだラウルの服の裾すそを子どもみたいにぶんぶんするフィノ。

　なんだかもういろいろと諦あきらめたような気持ちで、ラウルはため息をつく。

　……と。

　──不意に、売り場の方が、騒さわがしくなった。




「てめぇ、なにやってくれてんだよっ⁉」

　荒あら々あらしい声と重く鈍にぶい音。乱暴に蹴けり飛ばされたコンテナから女児向けオモチャのマジックドールがいくつも転がり出して。

　品出し中に背中を踏ふまれたか、それとも、コンテナと同じように蹴り飛ばされたか。

　にやにやと笑う三人の男の前で、通路にうずくまったエルトが苦しげに呻うめいている。




「～っ⁉　貴様らっ、なにやってるんだっっっ⁉」




　刹せつ那な、レジカウンタから飛び出し、エルトをかばうように男たちの前へ立つフィノ。

　とつぜん現れた少女に、男のひとりが目を細めて鼻を鳴らした。

「なに？　お前、なんか文句でもあんのぉ？」

「俺たち、こいつを教育してやってるだけだけどー？」

「こんなとこに屈かがんでやがるから蹴っちまったぜ。お前、客の邪じや魔ますんじゃねえよ？」

「っ……！」

　へらへらする男たちを燃えるような目で睨にらみつけるフィノ。あわててフィノの腕うでを摑んだラウルが、少女を押しとどめるようにその腕を引き寄せる。

　……ったく。目の前で笑う身の程知らずの男たちを見やり、ラウルは少しあきれながら嘆たん息そくした。こいつらも無謀っていうか、いちゃもんつける相手間ま違ちがえてるっていうか……ま、せいぜい、エルトさんにやられて目を覚ませばいいさ。なんたって、エルトさんはめちゃめちゃ強い天才勇者でっ……。




「──すみ……ません……」




　次の瞬しゆん間かん、ラウルの耳に聞こえてくる、信じられないような言葉。

　思わず息を吞のむ少年の前で、身体を起こしたエルトが頭を下げる。

「次から……気を……つけますっ……」

「って……！」

「お、なんだ、素直じゃん」

「最初からそーやって謝りゃいいのによー」

「ははっ、こいつっ、こんなカッコして、情けねーっ！」

　ゲラゲラと笑いながらきびすを返す男たち。

　ラウルの頭にかっと血が上り、目の奥が赤くなる。って、あいつらエルトさんにっ……俺が尊敬する勇者をっ……！

「っ⁉」

　怒いかりにまかせて男たちに飛びかかろうとしたとたん、誰だれかに足を摑つかまれて。

　ラウルがはっと視線を落とすと、ラウルの足に手を置いたエルトが、小さく頭を振ふった。







「──エルトさんっ！」

　──ようやく、長い一日の仕事が終わって。

　ふらりと立ち去ろうとしたエルトを、ラウルは店の裏路地でどうにか呼び止める。

「ラウル君……」

　振り返ったエルトはラウルの姿を目にしたとたん、にっこり笑って頭を下げた。

「今日は、本当にありがとうございました。セアラ、すっかりきれいになっててビックリしました。バイザーも相変わらずで……」

「どうして反はん撃げきしなかったんですかっ⁉」

　エルトの言葉を遮さえぎり声を荒げるラウル。ぶり返す昼間の怒りに拳こぶしがわななく。

「あんなヤツら、エルトさんの敵じゃないでしょうっ⁉　なのにっ……」

「──でも、お店に迷めい惑わくが掛かかります」

　気き炎えんをあげるラウルを諭さとすように、穏おだやかに微笑ほほえむエルト。

「ヤケになった彼らに、お店の商品を壊こわされても困りますし。とりあえず僕が頭を下げさえすれば、あの場は収まると思いましたから」

「っ……」

「それに、あんまり目立っちゃうと、セアラたちに正体、バレちゃいますしね？」

　まるでセアラ店長みたいに、いたずらっぽい口調で付け加えるエルト。自らの保身なんてこれっぽっちも考えてない青年の言葉に、ラウルは目をすがめてしまう。この人はきっと、これからも、こんな風に、自分の身を少しも顧かえりみず……。

「あ、あのっ！」

　思わず、ラウルは声をあげた。




　──『この剣けんね、わたしが、兄さんにプレゼントしたものなんだけど……けっきょく、わたしのところに、戻ってきちゃったの』

　エルトの剣をラウルに託たくしたとき、セアラ店長が呟つぶやいた言葉。店長の寂さみしげな微笑みが脳裏を過よぎる。

　エルトさんに会ってからずっと伝えるべきか否か迷ってた、彼を待ち受ける運命のこと。

　いけないことかもしれないけど、でも、やっぱり伝えなきゃいけない。

　そうでないと、エルトさんはきっとまた、セアラ店長があんなに大事に思ってたエルトさん自身を粗そ末まつにして、店長を悲しませる……！

「エルトさん！　あなたはもうすぐっ、他の勇者にっ……──」




「──おっ、また会ったなー……？」




　不意に背後から聞こえてくる声。

　近づく複数の気配に振り返り、ラウルがぎゅっと奥歯を嚙かんだ。

「お前ら、昼間のっ……！」

「へ、ちょうどいいや」

　ニヤニヤしながらラウルとエルトの前に立ちはだかる男たち。

　そのうちのひとりが、エルトの胸ぐらをぐいと摑んだ。

「なー、兄ちゃん、ちょっと金貸してくんね？」

「……先ほどの件でしたら、謝ったハズですが」

　路地裏の壁かべに押しつけられ、顔色も変えずに答えるエルト。

　そんな青年を完全に馬ば鹿かにしたように、男たちがげらげらと笑う。

「だからなんだっつーの？」「おら、金出せよ」「また痛い目には遭あいたくねーだろー？」

「そうですか……」

　あくまでも、穏やかな口調で呟いて。

　刹那、目にも留まらぬ早業で、エルトの拳が男の腹に叩たたきつけられた。




　折り重なって倒たおれる男たちの身体からだ。

　啞あ然ぜんとするラウルの目の前で、一いつ瞬しゆんで彼らを路地裏に沈しずめたエルトが目をすがめる。

「またお店に手を出さないよう、仕事が終わったら懲こらしめてやろうと思ってましたけど。わざわざ、捜す手間が省けましたね」

「……っ！」

　呟くエルトの身体を突つき抜ける魔ま法ほう灯の明かり。

　はっと息を吞むラウルの前で、エルトは徐じよ々じよに消え始めた自分の指先を見下ろし、ぽつりと独りごちた。

「……そろそろ、帰る時間みたいですね」

「エルトさん……」

「あの子、フィノって言うんですね」

　──不意に、青年の口から洩もれる名前。

　意表をつかれて目を丸くするラウルの前で、エルトはなんだか感かん慨がい深ぶかげに呟く。

「あんなに小さかった子が、あんなに大きくなって。あんなに怯おびえて、殺さつ伐ばつとした目をしてた子が、あんなに楽しそうに、幸せそうに笑うようになって……」

「っ……」

「君が、あの子を導いてくれたんですね」




「まさか、フィノが魔ま界かいで出で逢あった勇者ってっ……！」

　思わず息を吞むラウルの前で。

　琥こ珀はく色のまなざしをこちらに向けたエルトが、にっこりと微笑んだ。




「──ラウル君。僕の剣で、あの子を……セアラを、みんなを、守ってください」




　──一瞬後。

　魔法灯がぼんやりと照らし出す路地裏からは、もう、亡き勇者の姿は消えていた。




　　　　＊　＊　＊




「あれっ……ねえ、ラウルっ、ラウルの剣、柄つかの後ろになにか刻んであるぞっ？」

「えっ」

　──マジックショップ・レオン王都店の休きゆう憩けい室。フィノが不意にあげた声に、ラウルは思わず顔を上げる。

　店長から譲ゆずり受うけた、勇者エルトの剣。

　フィノにうながされて柄の裏を見やったとたん、ラウルは息を吞んだ。




　──『親愛なるラウル君へ』




　おそらく、ラウルがセアラ店長に剣を渡わたされる前から。

　いや、店の掃そう除じ用具入れに投げ込まれて何年も放置されてたこの剣を、フィノやアイリたちを守るためにラウルが手にしたあの日よりも、さらに、ずっと、ずっと前から。そこに刻まれてたはずの、勇者のメッセージ。

　過去から届いたその文字をなぞりつつ、ラウルは思わずくちびるを嚙んだ。

　エルトさんは気づいてたんだ。たぶん、俺がエルトさんの剣を持ってるのを見た時点で。……そう遠くない未来に自分が死んで、セアラ店長が、この剣を俺に渡すこと。




　──『僕の剣で、あの子を……セアラを、みんなを、守ってください』




　去り際の言葉を思い出し、ラウルはエルトに託されたその剣を、強く握にぎりしめた。







[image: ]







[image: ]







　「エピローグ」







「あ、いらっしゃいませっっっ！」

　日報をめくるラウルのかたわらで、ぱっと顔を上げたフィノがレジへ走る。

「メンバーズカードはお持ちですか？　……はい、かしこまりました！」

　レジに来たお客さんを満面の笑えみで迎むかえるフィノ。堂々と接客する少女の横顔を見やりつつ、ラウルはなんだかつい、目を細めてしまう。

　誰だれよりも不利なところからスタートした魔ま人じんの少女は、いつだって一いつ生しよう懸けん命めいで。時に失敗しながらも、この店で毎日、少しずつ、いろんなことを覚えてきて。ずっと近くで見てたから気づかなかったけど……いつの間にか、こんなにも成長してたんだな。

　──『しゃいんしけんの日！』レジカウンタのカレンダーに書き込まれたフィノの文字と、なんだかいまにも人を襲おそいそうな感じの、角と牙きばが生えたまがまがしい花マル。

　もう鼻と角の先まで迫せまった試験日を見やりつつ、ラウルは胸中で独りごちる。これまでずっと頑がん張ばってきたこいつの夢、ぜったい叶かなえてやらなきゃっ……！

　決意をあらたにする少年の前で、会計を終えたフィノがふと、声をあげた。

「……あっ、ねえラウルっ、なんか、他のヤツの日報もあるみたいだぞっ！」

　言いながらフィノが引っ張り出した分厚い書類の束に、ラウルが目を丸くする。

「って、この量……まさか、うちの新人の日報全部保管されてるのかよっ？」

「へえ、アイリのもあるっ！　アイリの日報、すっごく細かく書いてあるんだなっ……」

「ああ、あいつ几き帳ちよう面めんだからな……教育係のコメントが適当すぎって怒おこるから、こっちもいっぱい書かなきゃいけなくなって、時間かかってめんどくさかったっけ」

「このバイザーってのは副店長のっ？　ええと、『なにもありませんでした』『いつも通りでした』『昨日と同じでした』……」

「……って、いくらなんでもやる気なさ過ぎだろ。案の定、コメントで店長に怒られてるし……って、あれっ、こっちは、もしかしてっ……て、店長の新人時代の日報っ⁉」

　思わず声をあげて日報にかぶりつくラウル。あの店長の新人時代って、いったいっ……。

「あらあら、ラウルくん、いったいなにを読んでるんですか？」

「って、店長っ⁉」

「ふふっ、お仕事に関係ないことは、お仕事中にしちゃダメですよー？」

　にこにこしながら書類を取りあげるセアラ店長。なんだか少しがっかりするラウルの前で、店長がふふっと微笑ほほえみながら、イタズラっぽくウインクしてみせた。







　あとがき







　久々に！　ページ数に！　余よ裕ゆうが！　あるよ！（挨あい拶さつ）

　というわけでお久しぶりです左さ京きようです。読者さまや関係者さまのお陰かげでありがたくもメディアミックス展開（アニメ化ですって⁉）して戴いただいております「勇しぶ」ですが、以前も触れたとおり仕事に関するエピソードの大半は左京の実体験に基づいております。言うなれば新ジャンル・ファンタジー自叙伝。もちろんリアル左京はべつに勇者とか目指してないし、そもそも後輩バイトとして魔王の娘さんが入ってきたわけでもないですけど。

　今回の巻のテーマはフィノの成長ということで割とお仕事エピソードの比重が大きく、必然的に左京の実体験比率も増量されてるため、それぞれの話について左京の実体験を交えてちょっと解説なんかしてみちゃおうかなあと思います。（ページにも余裕あるし！）

「魔王の娘さんが接せつ客きやく用語を覚えるようです。」はい出ました接客八大用語です。うちのお店では朝礼の時に暗あん唱しようさせられてました。どうでもいいですけど「恐れ入ります」だけ著しく使用頻度が低いです。恐れ入ることとかそうそうないし。初めて書いた勇しぶ短編なんで思い入れ半はん端ぱないんですが、もともと文章よりも映像の方が映える話だと思ってたんで今回アニメ第二話の原案として採用されてほんとうれしかったです。わーいわーい。

「魔王の娘さんが店内放送に興味を持ったようです。」経費削減の名の下に社員が持ち回りで吹き込む恐怖の店内放送。「そのうち左京さんにも順番回ってくるよ？」なんて店長に脅おどされてたんですけど幸い免まぬがれてひと安心です。営業時間中ずっと自分の声聞いてるなんてＭＰ消滅する。この短編すごく好きなんですが、なんと森もり先生が漫画化してくださって！　ドラゴンコミックスエイジ版コミカライズ二巻に収録されてますんでぜひご覧ください！（ステマ）フィノちょうかわいい。あと例のシーンのイメージ画像ちょうえろい。

「魔王の娘さんが納涼祭に赴かれるようです。」真夏にお店のエアコンが壊れたとき「店内より外の方が涼しいね」ってお客さんに言われた想い出。ちなみに隣町で花火大会が行われる日は毎年、夕方以降お客さんが途絶えました。売り場の真ん中で両手を挙げ「いま店内にお客さんゼロおおお！」って叫んでた同僚を思い出します。愉快なお人です。

「魔王の娘さんが商品を受注するようです。」左京もうっかり問屋さんの休みを失しつ念ねんしてて納期の案内間違いをしてしまい、弱ったあげくAmaz○nお急ぎ便で商品を手配したことがあります。納期には間に合ったんですけど、これってお客さんが直接Amaz○nで注文すれば良かったんじゃないかなあってちらっと思いました。だいたいそっちの方が安かっｔ

「魔王の娘さんが新年会に参加されるようです。」初売りセールはまさに戦場でした。万引き防止タグが足りずそのまま売り場に出したポータブルナビの前で「……こいつらは、俺が守る！」と宣せん言げんした店長代行すごくカッコ良かったんですが、開店後十秒でお客さんに呼ばれて持ち場を離れ、ポータブルナビ完全に無む防ぼう備び状態になってましたね。怖い。

「魔王の娘さんが隠かくしごとをしているようです。」仕入れ伝票が見つからないと大変です。なぜなら伝票が締められないからです。アイリの伝票がどうなったのか気になります。

「魔王の娘さんがラッピングを覚えるようです。」ビンゴ大会の景品に注文戴いたデジタルフォトフレーム百台をたった一人でラッピングしてた店長の後ろ姿、左京は忘れません。（……あ、いや、左京も手伝いましたよ？？？）キャラメル包みはマジ万能です。

「勇者になれなかった俺が憧あこがれの勇者に出逢ったようです。」これは左京がタイムスリップしたときの話が元になってます。噓うそです。バイトさんのバックれってほんと洒落しやれになりませんよね。ロッカーに私物と食べかけの弁当残したまま来なくなったあの人は今いったいどこでなにをしてるんでしょうか？　一巻時点で故人だったものの、作中に何度も名前が出てきたセアラ店長の兄こと勇者エルト。ある意味ではこの物語の発端みたいな人物です。そんなエルトからフィノを託されたラウルの今後に注目が集まります。

　さて、次回はいよいよフィノの正社員登用試験。店長を目指す魔王の娘さんの大いなる野望への一歩は果たして⁉　そして、ラウルの夢は……どうぞよろしくお願いします！
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